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あなたの命に刻まれた、たったひとつの小さな力

全すべての生ある者に与えられた、取るに足らない小さな祈り

あなたが、いま、ここに在るという

ただそれだけの、奇跡









　　第零章　人形の家　～Only three words～







　この世に生を受けた瞬しゆん間かんに、少年は三つの言葉を与えられた。

　たった三つの言葉が、少年の世界の全すべてだった。

　ひとつは「はい」。ひとつは「いいえ」。それから、最後のひとつは「エリザ」。

　それ以外の言葉を、少年は必要としなかった。




　少年が最初に学んだ言葉は「エリザ」だった。

　人工羊よう水すいの中で初めて目を覚ました少年に、女はその言葉を教えた。

　薄うす汚よごれた白衣を身に纏まとった、金色の髪の女だった。

　──それが私の名前。お前の主あるじの名前だ。

　円筒ガラスの培養槽そうに額ひたいを押し当ててそう告げると、女は傍かたわらの操そう作さ卓に手を伸ばした。少年の身体からだを包んでいた暖かい羊水が排出され、ガラスの子宮が取り外された。少年は冷たいタイルの上に生まれたままの姿で投げ出され、生まれて初めて自分の足で立ち上がろうとして、失敗した。

　羊水で濡ぬれた床にへたり込んだまま、ぎこちなく身を起こし、「エリザ」を見上げた。

　──立て。お前の役目を教えよう。

　静かな眼で少年を見下ろし、エリザは抑よく揚ようのない声で命じた。

　それが、少年の最初の記き憶おくだった。




　エリザの身の回りの世話と、研究の手伝い──それが少年に与えられた役割だった。毎朝、決められた時間に目を覚まし、決められた通りに二人分の食事を用意する。朝食のメニューは決まっていて、石ころみたいに小さくて固いパンに、具のないオムレツと乾かん燥そう野菜。食事の後かたづけが終われば、次は掃除の時間。エリザの部屋と自分の部屋、台所に書斎に実じつ験けん室。太陽光発電プラントの地下施設を改造して作られた『家』は無意味に広くて、普通の人間で言えば五歳程度の体しか持たない少年には、部屋から部屋に移動するだけでも一苦労だった。

　塗装が剝はげ落ちてサビが浮き出たスチールのらせん階段。

　どこからか漏れだした不凍液でいつも水びたしの暗い廊下。

　いくら磨みがいてもすぐに蜘く蛛もの巣まみれになってしまう天てん井じようのライト。

　少年は「魔ま法ほう」を使って、それらの全てをていねいに掃除した。

　掃除の時間が終わり、昼食がすむと、エリザの研究の手伝いが待っていた。エリザは科学者で、医者で、少年には分からない難しいことをいつも考えていた。少年は命じられた通りにエリザの椅い子すの後ろに立ち、エリザが書き散らしたメモをまとめ、エリザの言う通りに数式を解き、エリザのためにコーヒーを入れた。研究の次は、また家事の時間。すべての仕事を決められた時間に終え、決められた時間に眠りにつく。

　機械のように正確で、単調で、狂いのない営み。

　退屈ではなかった。

　そんなことは、考えもしなかった。

「退屈」という言葉を、少年は知らなかった。




　少年には名前がなかった。

　エリザは少年に名前を与えなかったし、少年もそれを不便に思うことはなかった。少年にとっての世界は「自分」と「エリザ」の二人だけの物だったから、ただ「エリザ」の名前を知っていさえすればよかった。

　エリザの言うがままに、エリザに命じられたことだけをして日々を過ごす。エリザは少年に理解できないことを決して命じなかったから、そのことで質問をする必要もなかった。ときどき、本当に気まぐれにエリザが少年に問いかけることはあっても、それはすべて「はい」か「いいえ」で答えられるような、簡かん単たんなものばかりだった。

　何の不安も、何の疑問も、何の喜びも悲しみもない、ただ流れてゆくだけの時間。

　だから少年は、「僕は」とか「私は」とか、そんなふうに自分を主張する必要がなかった。

　自分自身を示す言葉さえ、少年は必要としなかった。




　　　　††††††††††††††




　エリザが最初に倒れたのは、少年が生まれてから二年が過ぎた、八月のある寒い日のことだった。

　その日、いつものように午前中の家事を終えてエリザの書斎を訪れた少年が見たものは、机の傍かたわらに倒れ伏す主あるじの姿だった。

　明かりのついていない部屋は真っ暗で、廊下から差し込む光の中に浮かび上がるエリザの姿は作り物の人形のようだった。端末ディスプレイに表示された文章は中途半端なところで途と切ぎれ、意味のわからない文字の羅ら列れつを数行続けてから止まっていた。机の上に積まれていたはずのディスクや紙の束は部屋中に散乱し、床に敷しき詰められた水色のカーペットはエリザの唇からこぼれた血でどす黒く濡ぬれていた。

　なにが起こったのか、理解できなかった。

　少年はエリザのそばに歩み寄り、いつものように命令を待った。が、五分が過ぎ、十分が過ぎても、エリザは声を発しようとはしなかった。生まれて初めて少年は迷った。何度か手を伸ばしかけ、その度に手を引っ込め、ついに意を決してエリザの体に触れようとしたそのとき、エリザが低いうめき声を上げた。ゆっくりと身を起こし、口元に手を当てて激しく咳せき込み、立ち尽くしたままの少年に自分をベッドに運ぶよう命じた。

　それが、最初だった。

　その日から、エリザはたびたび熱を出し、血を吐いて倒れるようになった。




　エリザが体調を崩して倒れると、その看病をするのはもちろん少年の役目だった。

　毎朝、決められた時間に目を覚まし、決められた通りにエリザの容よう態だいをチェックする。エリザのために病人食を作り、エリザのために抗生物質を調合し、汗に濡ぬれた体を拭ふき、氷ひよう囊のうを取り替える。エリザの体調が回復するまで片時もそばを離れず、夜はエリザが眠るベッドのとなりに椅い子すを置き、毛布にくるまってそこで眠る。

　エリザの命じるままに家事をこなし、エリザの命じるままに看病を続ける、少年にとってはこれまでと何ひとつ意味の変わらない日々。

　だが、そんな時間は確かに、小さな変化を少年にもたらしていた。

　夜中にふと目が覚めて、暗くら闇やみの中にエリザの寝顔を見つけたとき。

　エリザにスープを飲ませている最中に、ふと、スプーンを運ぶ指が彼女の頰ほおに触れたとき。

　そんなとき、自分でもよくわからない何かが胸の奥に生まれるのを、少年は感じることがあった。

　暖かいような、冷たいような、くすぐったいような、痛いような、少年が今まで感じたこともない不ふ思し議ぎな感覚……

　それが何なのか知りたくて、ベッドに眠るエリザの手を、そっと握ってみたことがある。

　熱に汗ばんで、くたびれた、少年の手よりもずっと大きなエリザの手。

　……胸の奥に生まれた不思議な感覚の正体は、結局わからなかった。

　ただ、その夜は心しん臓ぞうの鼓動がいつもより少しだけ速くて、うまく眠れなかった。




　　　　††††††††††††††




　カレンダーが二一九五年に書き変わり、数ヶ月が過ぎていた。

　その日、少年はいつものように決められた時間に目を覚まし、決められた通りに朝の支し度たくを終え、数日前から寝込んでいるエリザのために病人食を作り、エリザの寝室の戸を叩たたいた。

　珍しく、エリザはすでに目を覚ましていた。

　少年の顔をじっと見つめ、自分を『展望室』に連れて行くよう命じた。

　少年は、はい、と答え、エリザの体を車椅子に移し替えた。

　展望室は二人の家の中でもいちばん地表の近くに位置する部屋で、もとは地上監かん視し所だった場所を改装して作られた物だった。円形の部屋は透明なドームに覆おおわれ、外界の様よう子すが一望できるようになっていた。

　自分を中央の席に運ぶようエリザは命じ、少年は言われた通りにした。

　座ざ椅い子すに体を預けて天てん井じようを見上げ、エリザは少年に隔かく壁へきの操そう作さを命じた。少年は言われるままにタッチパネルを操作し、『展望室』を外界から隠していた隔壁を取り払った。室内の照明が自動的に落とされ、荒れ狂う吹雪ふぶきのヴェールが視界のすべてを覆った。

　エリザは小さく息を吐き、少年を手招きして、コーヒーを入れてくるよう命じた。

　もし私が眠っていたら起こすように、とも命じた。

　──五分ほどたって、コーヒーカップを片手に少年が戻ったとき、エリザは座椅子の上で静かに目を閉じ、眠っているようだった。

　少年は傍かたわらのテーブルにカップを置き、小さな声で主あるじに呼びかけた。

　……エリザ。

　答えは、返ってこなかった。

　少年は考え、今度は少し大きな声で呼びかけた。

　……エリザ。

　今度も、答えは返ってこなかった。

　エリザは目を閉じたまま、やはり眠っているようだった。

　少年はそっと手を伸ばし、エリザの肩を軽く揺すった。それでもエリザは目を覚まさなかった。少年はもう一度、今度は少し強く肩を揺さぶった。

　エリザの右腕が肘ひじ掛かけから滑り落ちて、力無く揺れた。

　それでも、エリザは目を覚まさなかった。

　そのときになって初めて、少年は気づいた。

　エリザが呼吸をしていないことに、少年は初めて気づいた。

　……エリザ……？

　少年は呟つぶやいた。呟いて、エリザの肩を激しく揺さぶった。何度も名を呼び、何度も肩を揺さぶった。『私が眠っていたら起こすように』という主の最後の命令を、少年は必死に果たそうとした。

　他ほかに、どうすればいいのかわからなかった。

　日が暮れて、夜が過ぎて、朝が訪れて──

　とうとう、エリザが目を覚ますことはなかった。

　動かなくなってしまった主の寝顔を少年は呆ぼう然ぜんと見つめ、

　……いいえ……

　その言葉が、少年の唇からもれた。

　胸の奥で生まれた何かが、少年の心しん臓ぞうを貫いていた。口の中がカラカラに乾いて、息をするのも苦しいほどだった。どうしてかはわからなかった。自分を苦しめている胸の奥の『それ』が何なのか、少年にはわからなかった。

　……いいえ、いいえ、いいえ、いいえ、いいえ、いいえ、いいえ、いいえ、いいえ……

　何度も、何度も、繰くり返した。

　それ以外の言葉を知らなかった。

　血を吐くような少年の声に、応こたえる者はいなかった。

　もう、誰だれも、少年に命令を与えてはくれなかった。




　　　　††††††††††††††




　生まれて初めて、少年は途方に暮れた。

　二度と目覚めない主あるじの亡なき骸がらを前に、少年は立ち尽くした。

　渇いた喉のどからは血の味が広がって、声を上げることもできなかった。疲れ切った体は寒さも空腹も感じず、ただ、砕けそうなほどの心臓の鼓動がすべてだった。胸の奥に生まれた『何か』は体中の血管を駆けめぐり、血液を逆流させていた。少年は体を震ふるわせ、息を吐き出し、こわごわとエリザの頰ほおに触れ、その冷たさに身をすくませた。逃げるように目を逸そらし、顔を上げ、見上げたその向こうに、




　空が、あった。




　あれほど吹き荒れていた吹雪ふぶきはいつしかやみ、世界は静かな闇やみに包まれていた。白い小さな粒が展望室の透明なドームに舞まい落ちて、すぐに溶けて消えていった。視界のずっと遠い所に鉛色の天てん蓋がいが広がっていて、信じられない速さで流れていた。

　それは、少年が生まれて初めて見た、本物の空だった。

　息をすることも忘れて、呆ぼう然ぜんとその光景に見入った。体に溜たまりに溜まった疲労がいっぺんに押し寄せて、少年の膝ひざががくりと折れた。冷たい床にひざまずき、そのまま崩れるように倒れ、それでも目を逸らすことができなかった。

　エリザが最後に望んだ、はるかな空。

　その空を、少年は、いつまでも見上げていた。

　ひとりぼっちで、見上げていた。







　　第一章　天使と悪魔と人形使い　～Under the underground～







　手探りで飛び込んだ扉の向こうには、床がなかった。

　しまった、と思ったときには、とっくに手遅れだった。

　体がバランスを失い、頭と足がひっくり返って、あとはただ、闇やみの中を真っ逆さまに落ちていくだけ。

　……こんなときは、どうすればいいんだっけ。

　一〇〇〇分の一秒ほど考えて、とりあえず反省だけはしておいた。




　　　　††††††††††††††




　風の唸うなりが鼓こ膜まくを突き刺し、大気の壁かべが背中を打ち据える。ほんの数秒前まで自分がいた小さな扉は、とうの昔に視界の彼方かなた。床という支えを無くした体は、両腕を前に投げ出した中途半端な姿勢のまま、重力に引かれて容赦なく速度を増していく。

　円筒形の広大な空間、直径は少なく見積もっても五〇メートル以上、一体どれほどの深さがあるのか、仰あお向むけのこの体勢では目視することもかなわない。壁へき面めんに隙すき間まなく刻まれた紋もん様よう、等間隔に埋め込まれたライトの小さな明かり、そこかしこに突きだした小口径荷電粒子砲搭載の自動銃座──何もかもが哀れな墜つい落らく者を置き去りにして、闇やみの向こうに駆け抜けていく。

「──このっ！」

（運動係数制御デーモン「ラグランジュ」起動。知覚倍率・運動倍率を５に設定）

　Ⅰ－ブレインの動作状態を変更。視界の端に二重写しに半透明の『窓』が表示され、プログラムの展開プロセスを数千行連ねてから消失。体内における物理法則が改変され、運動速度と知覚速度が五倍に加速する。

　体感時間が引き延ばされ、落下が弱まったような錯さつ覚かく。

　不安定な体勢のまま腰のナイフを抜き放ち、傍かたわらを通り過ぎようとしていたライトめがけて一挙動で突き立てる。

　肩が砕けそうなほどの、衝しよう撃げき。

　論理回路による強化を施されたナイフの刀身はライトの金属部品に深々と食い込み、秒速四〇メートルを越えようとしていた落下速度がすべてナイフを持つ右腕に集中する。運動エネルギーが右腕を破は壊かいする寸前でナイフを引き抜き、自由落下を再開。ナイフを左腕に持ち替え、次のライトに狙ねらいを定める。

　──甲かん高だかい金属音。

　左腕に衝しよう撃げき。痛みをこらえてナイフを引き抜き、三度目の自由落下を開始。

　これで速度は十分に殺した。ひとまず墜つい落らく死は免まぬかれて、

「うわっ！」

　とっさに身を捻ひねるのとほとんど同時に、自動銃座の放った荷電粒子の槍やりが右足をかすめる。チタン合金の壁へき面めんを光が走り、灰色の壁面を一いつ瞬しゆんだけ照らし出す。

　自由落下ではあり得ない不自然な動きを、防ぼう衛えいシステムが「侵入者」と認にん識しきしたらしい。

　周囲の壁かべから突き出た無数の銃口が一斉にこっちを睨にらみ、銀色の銃身に発射の前兆を表す紫電が散る。

　マズい。

　右腕のナイフを壁に突き立て、切っ先を支点に体を回転。垂直な壁を床代わりに体勢を整え、駆けるように三歩の跳ちよう躍やく。闇やみを貫く荷電粒子の群れを間一髪でかわし、もっとも近くにいる自動銃座めがけてさらに跳躍。到達までのわずかな時間を利用して、Ⅰ－ブレインの起動状態の変更を試みる。

　思考の主体を『現実の自分』から『Ⅰ－ブレインの中の自分』に移行。目の前の一点を中心にして世界が反転し、情報によって構築された仮想空間が──

（思考ノイズ、臨りん界かいを突破。エラー。大容量プログラム展開プロセスの起動に失敗）

　脳に杭くいを打ち込まれたような痛みに、あやうく意識を失いそうになる。悲鳴を上げる暇もなく、右足に着地の感触。自動銃座を足場に一瞬だけ動きを止め、荷電粒子の照準が自分を捉とらえるよりも早く、闇にその身を躍おどらせる。

　……このままじゃ。

　汗がひとしずく、頰ほおを伝った。

　問題なのは、壁に刻まれた紋もん様ようだ。直径五〇メートルの円筒形の壁面全体を覆おおう巨大な論理回路の『結界』──それが周囲の空間に特異な情報構造を展開し、魔ま法ほうの発現を阻害している。Ⅰ－ブレインの動作効率は通常の四分の一以下。もっとも演算速度を必要としない『運動係数制御ラグランジユ』でさえ、出力は通常の三十五パーセント。『分子運動制御マクスウエル』や『空間曲率制御アインシユタイン』などの高位プログラムに至っては、展開プロセスを起動することすら不可能だ。

　この状態では、追いつめられるのも時間の問題。

　それなら……！

（短期未来予測デーモン「ラプラス」簡かん易い常じよう駐ちゆう。演算効率低下。「ラグランジュ」強制終了）

　脳内の記き憶おく領域に圧あつ縮しゆく保存されていた『短期未来予測プログラムラプラス』を、Ⅰ－ブレインの機能限界まで展開。その過負荷に耐えきれず、『運動係数制御ラグランジユ』が自動的に終了。時間の流れを取り戻した闇色の視界を、立体映像ディスプレイに似た無数の『窓』が覆い尽くす。

　０と１、ただ二種類の文字が果てしなく書き込まれた、半透明な『窓』の群れ。

　それは、ラプラスによって脳内に映像化された、『世界の構成情報』に他ほかならない。

（環かん境きよう情報の数値化に成功──）




　世界は『情報』でできている。

　物質、力、物理法則──この世界のあらゆる事象は、数値パラメータと数式によって『情報』として記述することができる。それはすなわち、この『物質世界』に存在するすべての要素が、全く同時に『情報』というもうひとつの実体を持っていることを意味する。

『情報』とは、コンピュータ端末のディスプレイに表示される文字列のような見せかけの存在ではない。それは、森しん羅ら万ばん象しようすべての『存在情報』のリンクによって構成された広大で煩はん雑ざつな『情報の海』の内部に現実に存在している。世界を形作っているのは『物質』と『情報』という二重構造。二つの実体は常に互いに影えい響きようを及ぼしあい、あらゆる現象はその相互作用によって引き起こされる。

　──『情報』の変位は、現実世界を書き換える。

　二一八〇年代初頭、ハノーバーのフリードリッヒ・ガウス記念研究所で初めて証明されたこの結論は『情報制御理論』と名付けられ、その後の幾多の試し行こう錯さく誤ごを経て、ひとつの成果を得ることになる。

　情報の書き換えを可能とするほどの超高速演算能力を実現するために、脳内に生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』を与えられた者たち。

　身体能力を加速し、重力をねじ曲げ、分子運動を制御し──思考によって物理法則を超越する、最強の戦せん闘とう兵器。

　彼らは、魔ま法ほう士しと呼ばれた。




（──解析開始）

　視界を覆おおう『窓』の群れが、いっせいに解析演算を開始する。０と１の無限列が半透明な窓の上を踊り、ときには銀色の紐ひもと化して窓から窓へと飛び移る。演算を終えた窓は次々に消滅していき、最後に残った小さな三枚が、壁へき面めんの論理回路に三ヶ所の『目標点』を指し示す。ラプラス起動からここまで二秒。現実の肉体は虚こ空くうのただ中に投げ出され、重力に引かれて真っ逆さまに落下を続けている。

　手のひらサイズの銃をポケットから引き抜き、上下反転の視界の中、もっとも遠くにある『目標点』に狙ねらいを定め、

　……一、二、三！

　ナノ秒単位でタイミングを計り、立て続けに三度の引き金トリガー。発射された三発の銃弾は、三ヶ所の目標点に全く同時に着弾、論理回路の表面を浅く削り取り、空間全体に張り巡らされた情報構造体の結界をかき乱す。

　今この瞬しゆん間かん、自分がいるこの場所に一瞬だけ、結界の『空白地帯』を生み出すように。

（Ⅰ－ブレイン動作回復）

　脳にかかっていた負荷が一時的に消え去り、Ⅰ－ブレインが機能を回復する。『空白地帯』が消滅するまでおよそ一秒。そのわずかな時間を使って、高位プログラムの展開プロセスを起動する。

（脳内容量確保。「マクスウェル」展開。エントロピー制御開始）

　システム・メッセージが脳内に表示されると同時に、目の前の空間で気温が低下。絶対零れい度近くまで低温化された空気分子は瞬時に固体化し、無数の小指大の結晶となって淡青色なきらめきを放つ。

　分子運動制御デーモン『マクスウェル』──その能力は、気体の分子運動を制御する仮想存在『マクスウェルの悪あく魔ま』の生成による、局所空間内のエネルギー・運動量操そう作さ。

　生み出された無数の空気結晶は運動量を付加されて氷の銃弾となり、壁へき面めんに刻まれた論理回路めがけて群れをなして襲おそいかかる。

　──衝しよう撃げき音おんと金属音の多重奏。

　チタン合金の壁かべが直径一メートルにわたって粉砕され、表面に刻まれていた論理回路が文字通り「消滅」する。巨大な論理回路全体のバランスによって維持されていた情報構造体の結界が崩壊し、Ⅰ－ブレインが自由を取り戻す。

　あとは……！

　上下反転の闇やみ色の視界が、荷電粒子砲の銃座を捉とらえる。高速で通り過ぎようとしていた銀色の銃身に右手のナイフを突き立て、

（「チューリング」起動。仮想精神体を解凍。「ゴーストハック」をオートスタート）

　脳内の記き憶おく領域に圧あつ縮しゆく保存されていた仮想精神体が、ナイフを介して荷電粒子砲の存在情報を浸食する。『仮想精神体制御デーモンチユーリング』は対象の物体に仮想意い識しきを送り込み、強制的に生物化させて支配下に置く。

　命令は一つ──「自じ壊かいしろ」

　荷電粒子砲の銃身がかすかに脈動。次の瞬間、金属光こう沢たくを備えた無数の細い腕が銃身の表面から突きだし、弧を描いて自分自身に突き刺さる。

　穴だらけになった銃身に紫電が走り、小さな爆ばく発はつ音を残して沈ちん黙もく。

　その間にも仮想精神体は浸食を続け、壁面を構成するチタン合金を伝って次の銃座に到達。金属部品を生物化させ、自殺命令を送り込み、次の目標を目指して浸食を再開する。

　すべての荷電粒子砲が「自殺」を終えるまで、二秒足らず。視界を遮さえぎる闇の向こうで、最後に生き残った銃座が断だん末まつ魔まの紫電を散らせ、

　……あれ……？

　淡い光が闇を切り取り、すり鉢状の穴の底を一瞬だけ浮かび上がらせた。

　落下の終着点は、もう、目の前に迫っていた。

　……ちょ……ちょっと！

　完全に機能を回復したⅠ－ブレインが、自分の置かれた状況を冷静に分析する。現在の落下速度は秒速一〇〇メートル、穴の底までの距離は三〇メートル、到達までの時間はコンマ三秒足らず。まともに墜つい落らくすれば致命傷は免まぬかれないし、『空間曲率制御アインシユタイン』を起動して重力を書き換えようにも時間が足りない。微少な重力によって少しずつ減速するのとはわけが違う。一〇〇メートル毎秒もの速度を一いつ瞬しゆんでうち消せるだけの強大な重力場を発生させれば、自分の体がその力に耐えられない。

　残された手段はただ一つ。

　衝しよう突とつの直前に両腕のどちらかを突きだして床面に触れ、床を構成するチタン合金を『ゴーストハック』、構造を軟化させてクッションにする。突きだした腕は落下の衝しよう撃げきによって一瞬で破は壊かいされてしまうだろうが、死ぬよりはマシだ。衝突までコンマ二秒。覚悟を決め、利き腕でない方の左腕を突き出しかけ、




　光が、世界を満たした。




「……え？」

　思わず間の抜けた声を上げるのと、誰だれかに背中から抱きしめられるのが同時だった。

　細くて柔らかい、少女の腕。

　目前まで迫っていたはずの衝突の瞬間は、いつまでたってもやってこない。自分の体から落下速度が消滅していることに、唐突に気づく。天使の翼つばさのような光の束が視界いっぱいに広がって、周囲の空間、物理法則、情報──すべてを支配している。

　同調能力。

　対象の全情報構造をⅠ－ブレインの中にコピーし、完全なリンクを確立することで、あらゆる事象を感覚のレベルで自在に書き換える能力。天使の翼は、『同調』によってこっちのⅠ－ブレインの中に入り込んだ『情報操そう作さのイメージ』が見せている幻だ。

「……あ……」

　なんの前触れもなく、体が降下を再開する。柔らかい腕に抱きしめられたまま、光に満たされた空間をゆっくりと下っていく。十数秒の間があって、足が床に触れる固い感触。それを待っていたかのように天使の翼が弾はじけて消え、闇やみ色が再び視界を覆おおう。

　光の羽が一枚、目の前をふわりと踊る。

　星くずのような光の粉を振りまいて、闇に溶ける。

　しばしの沈ちん黙もく。

　……天あま樹ぎ錬れんは、ほう、と安あん堵どの息を吐いた。

「あ……あぶな……かった……」

　汗がひとしずく頰ほおを伝う。今さらのように心しん臓ぞうが悲鳴を上げる。大きく深呼吸して息を整え、右手に握ったままのナイフを鞘さやに収め、それから、肩越しに後ろを振り返って、

「フィア……ありが……」

　ありがと、と言いかけて、錬れんは固まった。

　錬がよく知っている少女が、そこにいた。

　肩まででそろえた金色の髪に、透すき通るような白い肌。いつも着ているセーターとつリスカートの代わりに、細い体を包むのは動きやすいつなぎの上下。背中には『フィア』と刺し繡しゆうが施された小さなリュック。

　宝石みたいにきれいな、大きな緑色の瞳ひとみ。

　その瞳に、少しだけ涙がにじんでいた。

「……えっ……と……その……フィア……？」

　なんだか気まずい雰囲気。胸に回されたままの腕をそっとほどき、おそるおそる少女に向き直る。二人の身長はほとんど同じくらい。ちょうど目の前に少女の顔がある。

　微かすかに顔をうつむかせ、潤うるんだ上目づかいでこっちを見つめている。

「……もしかして、怒ってる……？」

「ちょっとだけ、怒ってます」

　いつも通り優やさしくて、いつもより少しだけ温度の低い、少女の声。

　誰だれが悪いと言って、もちろん錬が全部悪い。

『気を付けてください』という少女の注意をちゃんと聞かずに、勝手に扉を開けて勝手に中に飛び込んだ。扉の向こうは広い空洞になっていて、危ないと思ったときには手遅れだった。戦前の研究施設跡には、大規模な実じつ験けんを行うためにこういう空間が設けられていることがよくある──なんてことは、きれいさっぱり忘れていた。

　まして、防ぼう衛えいシステムがいまだに機能しているなんて、予想外もいいところ。

　少女が助けに来てくれなかったら、よくても片腕を失うところだった。

　逃げるように視線を上に向ければ、自分たちが落ちてきた扉は闇やみのはるか彼方かなた。Ⅰ－ブレインの戦せん闘とう記き録ろくから逆算すれば、七〇〇メートル以上も落下した計算だ。

　その距離を、少女は追いかけてきてくれた。

　自分だって『結界』の中では魔ま法ほうが使えなかったはずなのに。

　……じわりと、胸の中が暖かくなった気がした。

「ごめん！」勢いよく頭を下げ「今度からは、もっと気を付けるから！」

　数秒の間。

　苦笑するように、少女が小さく吐息をもらした。

「……反省してますか？」優しくて暖かい、いつも通りの少女の声。

「してます！」頭を下げたままの格好でうなずく。

　少女は、微かすかに笑ったようだった。

「それじゃあ、今回だけは許してあげます」細い指が、錬れんの髪に触れる。「……あんまり、心配させないでくださいね」

　小さな手が、よしよし、と錬の頭を撫なでた。
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　錬は背が伸びた。

　なんと、七ヶ月で二センチも。

　……成長が遅い、なんて笑ってはいけない。錬だって気にしているのだ。大嫌いな合成ミルクも毎日欠かさずコップ二杯は飲んでいるし、背が伸びるという体たい操そうも全部ひととおりは試してみた。『なにかにぶら下がってると効果があるらしいわよ』という姉の言葉を真まに受けて、物干し竿ざおに一日中ぶら下がっていたことだってある。

　それでも、伸びないものは伸びない。

『こういうのは個人差があるからね』と兄は慰なぐさめてくれるのだが、錬としては少し不安だ。

　もし、このまま背が伸びなかったら……

　発光素子の小さな明かりを頼りに、となりを歩く少女の姿をちらりと盗み見る。

　闇やみの中、少女のあどけない横顔は、錬のちょうど目の前にある。

　──フィアは、背が伸びた。

　こっちは順調に七ヶ月で十センチ。おかげで、初めて会ったころは少しだけ下にあった少女の顔が、今では錬とほとんど同じ高さにある。

　このままのペースで行けば、二ヶ月後には錬の身長を追い越してしまう計算だ。

　べつに、それが嫌いやだというわけではない。

『今月は二センチも伸びたんですよ』なんて喜んでいるこの子の笑顔を見るのは、ものすごくうれしい。

　……だけど、でも……

　なんだか、複雑な気分だ。

「あの……どうか、しましたか？」

「え？」

　フィアの声に、我に返る。いつのまにか少女の横顔に見入っていたのに気づき、大慌てで視線を逸そらす。頰ほおに血が上る。顔が赤くなっているのが自分でもわかる。

「な……なんでもないよ！」

「……そう、ですか……」

　横目にうかがえば、フィアの頰ほおもほんのり桜色に染まっている。

　もしかすると、じっと見つめられて恥ずかしかったのかもしれない。

　通路の低い天てん井じように、二人分の足音が反はん響きようする。

　気まずい沈ちん黙もく。なんだか落ち着かない。

　ここ半年ほどは町の引っ越しやら復ふつ興こうやらで大忙しだったから、こんなふうに二人きりになるのはずいぶん久しぶりだ。

　……前にこうやって歩いたのって、いつだっけ。

　少し考えて、ああそっか、と思いだす。

　たぶん、二人で一いつ緒しよに青空を見上げた、あの日以来だった。




　あれから、もう七ヶ月が過ぎた。

　二人が初めて出会ったのは、西暦二一九八年二月のこと。

　その日、謎なぞの人物からの依頼でシティ・神こう戸べの輸送船を襲しゆう撃げきした錬れんは、冷たい倉庫の片隅で、円筒ガラスの生命維い持じ槽そうに眠る少女を見つけた。錬の家で目を覚ました少女はフィアと名乗り、自分を軍から守って欲しいと錬に助けを求めた。

　それがすべての始まりだった。

　半信半疑ながらも少女を保ほ護ごすることに決めた錬は、世界に七つだけ残された閉へい鎖さ都市のひとつ『シティ・神戸』と、その制御中枢『マザーコア』を巡る戦いに巻き込まることになった。

　一〇〇〇万人の命を支える永久機関『マザーシステム』。少女を追う黒衣の騎き士し、黒くろ沢さわ祐ゆう一いち。錬の兄姉、真ま昼ひると月つき夜よの過去。少女の背に負わされた「天使の翼つばさ」の意味。

　青空が見たいと告げた少女の、悲しい笑顔。

　──錬は、少女を守りたいと思った。

　どうすればよかったのかはわからない。確かなことは、自分が命を懸かけて戦ったということだけ。一人の命と大勢の命。少女の命と一〇〇〇万人の人間の命。正解なんてどこにもない戦い。結局、シティ・神戸はマザーシステムの暴走によって消滅し、たくさんの人が死んだ。

　自分が正しい選択をしたとは、今でも思っていない。

　だけど、間違っていたとは思わない。

　同じことをもう一度繰くり返したとしても、自分はきっと、同じ答を選んでしまうから。

　自分はきっと、フィアに生きていて欲しいと思ってしまうから。

　だから、後悔はしていない。

　目の前に突きつけられた『現実』から、自分が自分の意志で選び取った『未い来ま』。

　そこに彼女がいてくれることが、うれしい。

　きっと、それだけで十分だと思う。

　……と、そこまで考えたところで、やっと気が付いた。

「フィア？　どうかしたの？」

「……え……？」

「顔、赤いよ？」

「え！　あ……あの！」

　ひどく慌てた様よう子すで、フィアが自分の頰ほおを押さえる。少女の顔は耳たぶまで真っ赤に染まり、大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみもかすかに潤うるんでいる。

「な、なんでもないです！」

　と少女は視線を逸そらすのだが、その様子はどう見ても『なんでもなく』ない。

「……あ」

　数秒ほど考えて、いきなり「そのこと」に思い至る。

　途と端たんに、心しん臓ぞうが爆ばく発はつしそうになった。

「もしかして……聞こえ、てた……の？」

「ご、ごめんなさい！」うわずった声で少女が叫ぶ。「錬れんさんがとってもうれしそうな顔してたから、なに考えてるのかな？　と思って……それで、つい……」

　声はどんどん小さくなっていき、最後は恥ずかしそうにうつむいてしまう。

「え、や、そ……それはべつにいいんだけど……」

　同調能力者であるフィアは、他者の脳の思考パターンに同調することで簡かん単たんに人の心を覗のぞくことができる。普通の人間はもちろんのこと、高レベルの演算速度と強固な防ぼう壁へきを備えた錬のような魔ま法ほう士しでも、よほど注意していないと彼女の能力を防ぐことはできない。フィアは「相手に失礼だから」という理由で普ふ段だんはその能力を抑えて暮らしているのだが、どういうわけか錬が相手のときだけは、なにかと心の中に入りたがる。

『錬さんの心の中は、暖あつたかくてすごく安心なんです』というのが、本人の説明。

　そう言われると悪い気はしないから、「見たいならいつでも見せてあげるよ」とフィアには約束してある。

　だけど、こういうときは困ってしまう。いくら心の中のこととはいえ、「好きだ」と大声で叫んでしまったようなものだ。恥ずかしくてまともに顔が合わせられない。照れ隠しに通路の闇やみに視線をさまよわせ、壁かべに埋め込まれたライトの小さな明かりを見上げ、

「……えっと！　いま、どのあたりなのかな？」

　不自然に明るい声で、どうにか話題を逸らす。

「は、はい！　あの……」フィアもなんだかほっとした様子で顔を上げ「あと一五〇メートルぐらいで制御区画の入り口に着くはずです。……さっき、地図がありましたから」

「そ……そうだっけ」

　西ヨーロッパ、スイス地方南部。アルプス山脈の中腹をくり貫ぬいて作られた大戦前の研究施設跡。二人が歩いているのはその深部、錬が落ちた縦たて穴あなの底から隔壁を三枚くぐった細い通路だ。床を覆おおう埃ほこりの山に、錆さびついて壁かべから落ちた案内板。塗装が剝はげ落ちて建材がむき出しの天てん井じようには蜘く蛛もが大きな巣を張り、動かなくなった通風ファンの向こうからはネズミの鳴き声が聞こえる。

　──この施設の内部を調査して、動力源の地熱発電プラントが動かせるか確認して欲しい。

　スイスの小さな町の住人から依頼を受けた二人がヨーロッパを訪れたのは昨日のこと。依頼主である町長の話によると、町のエネルギー源として使っていた風力発電プラントが度重なる補修にもかかわらずとうとう限界を迎えてしまい、早急に新しいエネルギー源を確保する必要がある、とのことだった。

　十二年前の大気制御衛えい星せい暴走事故によって冬に閉ざされた現在の地球で、発電プラントの確保は死活問題。

　こころよく依頼を引き受けた二人は「こんな子供で大丈夫なのか」と心配顔の住人たちに元気よく手を振って、今け朝さからこの施設跡に潜もぐっているのだった。

　ちなみに、いつもなら錬れんのサポートをしてくれるはずの、兄の真ま昼ひると姉の月つき夜よはここにはいない。二人は別の依頼で、オーストラリアのシティ・メルボルン跡地に向かっている。極秘の仕事だということで、錬にトラブルがあったとしても通信は不可能。『錬一人じゃ不安だ』と主張する双ふた子ごの兄姉に『じゃあこの子を連れてったら？』とフィアを連れてきてくれたのは、少女の養い親で、錬が住む町でただ一人の医者でもある弥生やよいだ。

　──デートみたいなもんだと思って、いっぱい錬ちゃんに甘えてくるのよ。

　もうすぐ二十四になる黒髪の女医はいたずらっぽい笑顔でそんなことを言い、少年と少女を大いに赤面させてくれた。

　彼女は七ヶ月前にできた義理の娘をこれでもかというほど可愛かわいがっていて、フィアもそんな弥生のことを、ぎこちないながらも『お母さん』と呼んでいる。

　昔の、真昼兄と月姉に拾われた頃ころの自分みたいだ、と錬は思う。

「……っと」

　一分ほど歩いたところで終点にたどり着く。通路の行き止まりには強化カーボンの隔かく壁へき。赤いペイントで『制御区画』と刻まれた扉は十数年分の埃にまみれ、認証ＩＤを差し込むための穴は蜘蛛の巣で埋まっている。

「……あれ？」

　ふいに、フィアが声を上げた。

「どうかした？」

「いえ、こんなの地図に載ってたかな？　と思って」

　フィアの指が隔壁の右手をさし、錬もそっちを見る。

　二人のすぐそば、通路の右側の壁。

「……なに？　これ」

「なんでしょう？」

　そこにもう一枚、どう見てもこの場にそぐわない、木目調の扉が埋め込まれていた。




　タッチパネルに積もった埃ほこりを払いのけ、端末のスイッチを入れる。電源が確保されているか少し不安だったが、年代物の端末は問題なく起動し、小さなアイコンがディスプレイに表示される。データを納めたフォルダがたったの一つ。飾りもなにもない簡かん素そな画面構成は、かつての使用者の趣しゆ味みだろうか。

「……さてと」

　有機コードを端末の出力端子に接続し、椅い子すの背もたれ越しに後ろを振り返る。殺風景な狭い部屋。端末机とベッド以外に家具と呼べる物はなにもない。机から部屋を挟んだちょうど反対側には通路につながる木目調の扉。他ほかには出入り口の類たぐいは見あたらない。

　ドアの向こう、開け放たれた『制御区画』の隔かく壁へきに向かって大声で問う。

「フィア！　そっちはどう？」

「……とりあえず、発電プラントは使えそうです……」

　少女の声はずいぶん遠い。さっき覗のぞいた限りでは、制御区画の方は相当広いみたいだ。

　声に続いて聞こえるのは、小走りな足音。

　たっぷり三〇秒の間があって、ようやく扉の向こうにフィアが姿を現す。

「……やっぱりおかしいです」錬れんのそばに歩み寄り、狭い部屋をぐるりと見回して「こんな場所、地図のどこにも載ってません」

「……みたいだね」

　差し出された携帯端末の画面を覗き込み、錬は首をかしげた。

　フィアが制御区画のデータベースから引き出してくれたこの施設の内部構造図には、確かに、この部屋がまったく描かれていない。地図データの最終更新日は『二一八六年八月二〇日』。この施設の管理元だったシティ・チューリッヒがシティ・ベルリンの攻こう撃げきによって崩ほう壊かいし、施設が廃棄されるちょうど一ヶ月前だ。

　仮に地図が正しいとして、可能性は二つ。

　施設が廃棄されるまでの一ヶ月間に改修工事が行われたか、あるいは後になってこの施設を見つけた誰だれかがここを自分の家として利用していたのか。防ぼう衛えいシステムやエネルギーラインが生きていたことを考えると後者の可能性が高そうだが、断定はできない。

「手掛かりはこれだけ、か……」

　端末に接続した有機コードのもう一方の端を、うなじに押し当てる。有機細胞をベースに構成されたコードは沈むように皮ひ膚ふに潜もぐり込み、Ⅰ－ブレインと生体レベルで融ゆう合ごうする。埃まみれのディスプレイをカーソルが走り、フォルダからデータを呼び出す。予想に反して、中に納められたファイルはひとつだけ。頭をフル回転させて厳げん重じゆうなプロテクトを解除し、中身をディスプレイに展開する。

　予想外の物が、映し出された。

「錬れんさん、これ……」

　植物の種のような物体だった。

　細長い羽状の組そ織しきの先端に小さな粒がついた、トネリコなどの樹じゆ木もくの種子にときどき見られる形状。画像データからでは大きさはよくわからないが、一いつ緒しよに写っている実じつ験けん機器と比較して、たぶん長さ四センチといったところ。

　全体に帯びた銀色の光こう沢たくと、表面に葉脈のように刻まれた論理回路。

『世せ界かい樹じゆ』と、タイトルがつけられていた。

「これ、なんですか？」

「……なんだろ」

　フィアの問いに首を振る。こんなもの、錬も見たことがない。他ほかに手掛かりはないかと端末の中を探ってみたが、あとは基本的なシステムデータが入っているだけ。空の箱も同然だ。

　Ⅰ－ブレインの記き憶おく領域にデータをコピーし、有機コードを引き抜く。

　……困ったなあ。

　とにかく、このまま放っておくわけにはいかない。ここの発電システムを町のエネルギー源として利用することになれば、当然、維い持じ管理のために住民がここを出入りする必要がある。なにか危険な物が残っていないか調査するのも、錬たちの仕事のうちだ。

　画面に映し出された『世界樹の種』を、じっと見つめる。

　と、制御区画の方から甲かん高だかいアラーム音が聞こえた。

「制御システムの再構築が終わったみたいです」フィアは肩越しに錬の顔を覗のぞき込み「ちょっと見てきますね」

　そう告げて、小走りに部屋を飛び出していく。

「あ、待って。僕も……」

　僕も行くよ、と言いかけて、錬はふと口を閉ざした。

　ゆっくりと椅い子すから立ち上がり、部屋の隅の壁かべに視線を移す。

　……いま、あの辺で。

　小さな音が、聞こえた気がした。

　そろりとベッドに歩み寄り、床に膝ひざをついて足の周辺を調べる。一見すると動かした形跡はないように思えるが、注意して見れば丸い足の周りにつもった埃ほこりの山が少しだけ崩れているのが分かる。できるだけ音を立てないようベッドをずらし、その向こうの壁を手で探る。

「……やっぱり」

　壁に見せかけて埋め込まれた精巧な隠し扉。大きさはちょうど錬の身長と同じくらいで、鍵かぎの類たぐいは見あたらない。付着した汚れのパターンがまったく崩れていないせいで気がつかなかった。手形や指紋はおろか、扉と壁かべの継つぎ目に詰まった埃ほこりが崩れた形跡すらない。錬れんが魔ま法ほうを使ったとしても、ここまできれいに扉を開けられるとは思えない。

　だけど、確かに音は、この向こうから聞こえた。

　あれは絶対に、ネズミの足音なんかではなかった。

　深呼吸を一つ、静かに扉を押す。わずかに開いた隙すき間まから、室内に身を滑り込ませる。暗く、埃っぽく、カビくさい部屋。天てん井じように一つきりのライトの白光は、六メートル四方の広い空間の中央をかろうじて照らしている。正面の奥には小さな端末机。右手と左手の壁は大きな書棚。闇やみにまぎれてよく見えないが、書棚にはデータディスクが詰め込まれているらしい。

　扉は少し開けたまま、ライトの下に歩を進める。

　瞬しゆん間かん。

　ぞわりと、肌が粟あわ立だった。

（高密度情報制御を感知）

　視線を正面に固定したまま、静かにナイフを構える。自分の物ではない誰だれかの演算が周囲の空間を満たし、巨大な生物の体内に閉じこめられたような感覚。

　違和感が、シナプス神経にさざ波のようなノイズを走らせる。

　間違いなく、この部屋のどこかにいる。

　……フィア。

　口にしかけた言葉を寸前で飲み込む。声を発した瞬間にこいつは襲おそってくる──そんな確信がある。Ⅰ－ブレインを戦せん闘とう起動、『ラプラス短期未来予測』『ラグランジュ運動係数制御』常じよう駐ちゆう。相手の攻こう撃げき方法が分からないこの状況で、もっとも適切な防御手段は「避さける」こと。とにかく相手の能力を見極めないことには、「受け止める」ことも「撃うち落とす」こともままならない。まずは、攻撃点を正確に見極める目と、攻撃より速く動く足が必要だ。

　どこから来る？

　ナイフを持つ右手が汗に濡ぬれ、心しん臓ぞうが鼓動を増していく。小さく息を吸い込み、吐き出し、部屋の奥に向かって一歩、踏み込む。

　その瞬間、錬は自分の間違いに気づいた。

　正しい選択は、「避ける」ではなく「受け止める」だった。

　──攻撃は、全方位三六〇度からやってきた。




　とっさに後方に跳ちよう躍やくし、右手のナイフを水平に振り抜くのがせいいっぱいだった。

　床、天井、四方の壁……部屋のあらゆる場所から突き出した「なにか」が、あらゆる角度から錬めがけて襲いかかった。

　ナイフの一撃が正面と右方からの攻撃を撃ち落とし、脱出のためのスペースを生む。着地と同時に再び床を蹴けり、後方からの攻撃をかわしざまにそのスペースに飛び込む。半ば倒れ込む格好で床に身を投げ出し、瞬しゆん時じに体勢を立て直して跳ちよう躍やく、床から突き出した新たな攻こう撃げきをナイフで受け流す。

　論理回路によって強化されたナイフが細いワイヤー状の『なにか』と擦こすれ合い、甲かん高だかい金属音と共に火花をまき散らす。

　そこで、やっと、攻撃の正体を確認する。

　ひとことで表すなら、それは『螺ネ子ジ』。

　螺ら旋せん状の溝が刻まれた小指ほどの太さのワイヤーが、部屋中いたる所から針山のように突き出している。

　……なに、これ。

　見たこともない、攻撃だった。

（攻撃感知、危険）

『ラプラス』の短期予測演算が、コンマ五秒後の攻撃予想地点を視界に二重映しに表示する。上、下、左、右、正面、後方……その数およそ八〇〇。ひとつひとつの螺子は大した能力を持っていないにしても、ナイフ一本でこれだけの数を捌さばき続けるのは不可能に近い。手詰まりになるのは時間の問題だ。

　足に着地の感触、休む間もなく疾走を開始。動きを止めれば狙ねらい撃うちにされる。正面からの攻撃を切り払おうとした瞬間、螺子の軌道が変化する。まるで意志を持った生物のように、無数の螺子はそれぞれ独立な動きでナイフをかいくぐり、錬れんの懐ふところに潜もぐり込もうとする。

（右腕の運動を二十五に再設定）

　ナイフを持つ右手の運動を一時的に加速し、螺子の攻撃を片っ端からたたき落とす。超過運動の衝しよう撃げきに耐えられず、腱けんが何本かちぎれるが我慢。肉体の損傷と反比例するように、心が落ち着きを取り戻す。今の攻防で手品の種は割れた。あまりにも特殊な形状だったせいで、まったく気が付かなかった。

　……これ、ゴーストハックだ。

　情報の海を介して送り込まれた仮想意い識しきが、部屋の構造物を生物化させている。錬の『チューリング』など問題にならない、圧倒的な強度のゴーストハック。手や足など通常の生物の形しか操れない錬とは違う。この相手は『螺子』なんて無生物的な形状を意のままに操あやつっている。

　──人形使い。

　大戦中、ゴーストハック特化型魔ま法ほう士しは、確かそう呼ばれていたはずだ。

（「チューリング」起動）

　脳内の記き憶おく領域から仮想精神体を展開しタイミングを計る。もちろん、人形使いを相手にゴーストハックで勝とうなんて思ってはいない。だが、相手の操る仮想精神体にこっちの精神体を食わせれば、そこから本体の位置を探ることは可能だ。

　一〇〇分の一秒にも満たないわずかな時間で作戦をまとめ、行動を再開。ナイフを左手に持ち替えるなり十字に払い、螺ネ子ジの一本を絡め取って傷だらけの右手でどうにか摑つかむ。

（ゴーストハックをオートスタート）

　右手の接触面を介して仮想精神体を送り込み、螺子を構成する強化カーボンの構造情報の浸食を試みる。螺子を動かしている敵側の精神体が、すぐさま錬れんの放った精神体を攻こう撃げきする。ゴーストハックが失敗し、精神体が消滅するまでわずか一ミリ秒。『ラプラス』はその過程をつぶさに解析し、崩ほう壊かいしていく精神体の『流れ』から相手の本体位置を特定する。

　部屋の奥、端末机の下、ライトの光が届かぬ闇やみの中。

　……そこ！

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく、地を蹴けった。

　襲おそい来る螺子の群れをかいくぐり、四メートルの距離を全力で駆け抜ける。いくら目を凝こらしても机の下には何も見えない。だが『ラプラス』の解析演算は、偏光迷彩に身を包んで隠れ潜ひそむ何者かの存在をはっきりと捉とらえている。背後で螺子の群れが唸うなりをあげ、Ⅰ－ブレインが警けい告こくを発する。無む駄だなこと。こっちの方がはるかに速い。お構いなしに錬はナイフを振り上げ、金属音と共に螺子が空を貫き、




「──錬！　あぶない！」




　逆手に握ったナイフを突き出すのと、部屋に飛び込んできたフィアが叫ぶのが、同時だった。

　天使の翼つばさが室内に存在するすべての情報構造体に同調し、全方向から襲いかかろうとしていた数百本の螺子と、ナイフを持つ錬の左腕が力を失った。

　勢い余ってたたらを踏み、どうにか机の手前で立ち止まる。

　天使の翼の効果範はん囲い内にある限り、いかなる者も他者を傷つけることはできない。

　一瞬で、少女はこの空間の支配者になった。

「……えーっと」

　ナイフを突き出しかけた中途半端な姿勢のまま、フィアを振り返る。

　あっ、と口元を押さえる少女の顔を見つめ、とりあえず苦笑を浮かべて、

「その……ありがと」

「もしかして私、余計なことしましたか……？」

「ううん」ぶんぶんと首を振り「おかげでケガさせずにすんだから」

　血が上った頭が急速に冷えていく。大きく深呼吸をひとつ、机の下に手を伸ばし、偏光迷彩の外がい套とうを取りのける。

「……ほら、つかまえた」

　錬よりひとまわり小さな男の子が、無表情にこっちを見上げていた。




　とにかくここじゃなんだから、ということで、隣となりの部屋に移ることにした。意外にも男の子はあっさりと言うことを聞き、机の下からのそのそと這はい出してきた。錬れんが男の子の手を引く格好で三人はベッドのある部屋に移動し、フィアと男の子がベッド、錬が端末用の椅い子すに座る形で向かい合った。

「さてと……」

　ようやく落ち着いたところで、改めて男の子の姿を検分する。身長は錬より二〇センチほど低く、やせっぽっちな体をぶかぶかの軍服に包んでいる。白い肌に、短い薄うす茶ちや色の髪と同じ色の瞳ひとみ。顔に張り付いたような無表情は、さっきから一いつ瞬しゆんたりとも変化していない。初めは錬たちのことを警けい戒かいしているのかと思ったのだが、どうも、怖がったり緊きん張ちようしたりしているわけではないらしい。

　歳としはたぶん十歳ぐらい。ただし、魔ま法ほう士しの外見年ねん齢れいはあてにならない。生まれてからの時間でいえば錬はまだ九歳だし、フィアに至っては三年と少ししか生きていない。

「きみ、名前は？」

　錬の問いに、男の子は無表情で応こたえる。「しゃべるもんか」と口を閉ざしている、というのとは様よう子すが違う。ぼんやり、と形容するのがぴったりなその顔からは、敵意がカケラも感じられない。

「あそこで何してたの？」

　これまた回答なし。

　男の子はただ黙だまって、薄茶色の瞳で錬とフィアの間を行ったり来たりするだけ。

「……じゃあ」考え、別な質問を繰くり出す。「どうして、僕を攻こう撃げきしたの？」

　と。

　男の子は錬の顔をじっと見つめ、ぺこっと頭を下げた。

「や、謝あやまられても……」錬だって困ってしまう。

　どうしよっかなあ、としばし悩み、「そうだ」と気づいて、

「フィア、この子に同調してるんだよね。考えてること分からない？」

「それが……」フィアは困ったように眉まゆ根ねをよせ「この人、思考のプロテクトがものすごく上手で……」

[image: ]

「そうなんだ……」ちょっとがっかり。

「はい。錬さんの考えてることはとってもよく見えるんですけど」

「そ、それはもういいから」

　少し前のやりとりを思い出し、思わず赤面してしまう。男の子はそんな錬を不ふ思し議ぎそうに見上げ、

「……あ」

　男の子のお腹なかが、くー、と音を立てた。

　錬れんとフィアは顔を見合わせ、錬が口を開く。

「もしかして……お腹なか、空すいてるの？」

　こくっとうなずく男の子。フィアが「ちょっと待ってくださいね」と背中のリュックを下ろし、二人分のお弁当にと用意した三角形のおにぎりを取り出す。

　中くらいの大きさのヤツをひとつ選んで、男の子に差し出す。

「はい、どうぞ」

　男の子は差し出されたおにぎりとフィアの顔をなんども見比べ、握り拳こぶしくらいの大きさのおにぎりを両手で受け取った。

　思わずぐっと身を乗り出す錬とフィア。

　男の子が、もそっ、とおにぎりを口に頰ほお張ばる。

「おいしい？」

「おいしいですか？」

　二人同時の問いかけに、男の子は口の中のご飯をゆっくりと飲み込んでから、

「……はい」

「なんだ、ちゃんとしゃべれるんだ」

　やっぱり、餌え付づけは動物と仲良くなる基本だ。

　錬が妙な感心をしていると、男の子がおにぎりを食べ終えた。タイミングよくフィアがハンカチを差し出し、男の子は手を拭ふく。それから男の子は錬れんとフィアに向かって頭を下げ、自分のポケットをがさごそとあさり、小さなカードを取り出して錬に差し出した。

「なに？　これ。認にん識しき票ひよう？」

　こくっ、と男の子。

　錬はカードを受け取り、男の子の名前を確認しようとして、

「……エドワード・ザイン……？」

　とんでもない名前が、そこには記されていた。

　錬が驚おどろいているのに気づいたのか、フィアが『どうかしましたか？』と首をかしげる。天使の翼つばさは錬の頭にも同調しているはずだから、説明を口に出す必要はない。自分が知っている知識を頭に思い浮かべる。エドワード・ザイン──シティ・ロンドン所属の魔ま法ほう士し。現存する最強の人形使いで、世界に三機しか存在しない雲上航行艦かんのひとつ、二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』のマスターとしても有名。だが、ロンドン軍上層部と研究員以外に、その姿を見たことがある者は誰だれもいない──そういう情報をまとめて教えると、フィアが目を丸くした。

　──この人、有名人なんですね。

　そんな思考が翼から伝わってくるが、錬としては「本当かなあ？」というのが正直なところだ。常識で考えれば、シティ・ロンドンの最高機密がこんなところでお腹なかを空すかせているわけがない。

「……で、もう一回聞くけど、ここでなにしてたの？」

　錬の問いに男の子は少しだけ考える素振りを見せ、ひとつうなずき、部屋の隅の端末を指さした。

　画面には、さっき錬たちが見つけた『世せ界かい樹じゆ』の種が、表示されたままになっている。

「あの種を、探してるの？」

　男の子はぶんぶんと首を横に振り、再びポケットをあさり始めた。

　十秒ほどかかってようやくなにかを見つけ、二人の前におずおずと差し出す。

　錬とフィアは、思わず顔を見合わせる。

　小さな手のひらにのっていたのは、羽のような形をした、銀色の植物の種だった。

「これ──」

　いったいなに？　という質問を、口にすることはできなかった。

　衝しよう撃げきが、なんの前触れもなく、三人のいる部屋を襲おそった。




　激しい振動は天てん井じようを震ふるわせ、舞まい落ちた土つち埃ぼこりが三人の上に降り注いだ。

　真っ先に動いたのは男の子。ベッドから飛び降り、通路に向かって駆け出す。

「あ、待って！」

　錬れんは慌てて後を追い、半歩遅れてフィアがついてくる。男の子は錬たちが歩いてきた通路を逆走する形でどんどん駆けていく。錬としてはそれを追いかける以外に選択の余地がない。一本道の通路をひた走り、隔かく壁へきを三枚くぐってあの縦たて穴あなに飛び込んだ瞬しゆん間かん、二度目の衝しよう撃げき。ようやく少し落ち着きを取り戻した頭が必死に状況を分析する。この揺れ方は自然な地じ震しんではない。おそらく航空艦かん艇ていの荷電粒子砲による上空からの砲撃、それも、狙ねらいをある程度はずした威い嚇かく。この施設を直接狙われたとしたら、こんなものでは済まないはずだ。

　円筒形の部屋の反対側で、男の子が小さく手招きをする。いつの間にやら、男の子は軍服の上にぶかぶかの防寒着を着込んでいる。錬たちが駆けよると、男の子はなにもない壁かべに手を当て、タッチパネルを叩たたくみたいに指を滑らせた。

　鈍い機械音と共に壁に穴が生まれる。その向こうにはまっすぐな通路。方角を考えて、アルプス山脈の裾すそ野ののどこかにつながっているのだろう。

「……裏口なんかあったんだ」

　錬の呟つぶやきに男の子がうなずき、三人は細い通路を走り出した。

　通路はまっすぐに五〇〇メートルほど続き、唐突に視界が開ける。灰色の雪原、灰色の空、吹雪ふぶきに覆おおわれた灰色の大気。予想通り、通路の終点は山裾にぽっかりと口を開けていた。

　天使の翼つばさが錬の体を包み込み、零下四〇度の大気を払いのける。

　男の子は錬の服の袖そでを摑つかみ、ついて来て、とばかりに引っ張る。錬はうなずき、雪原に一歩踏み出そうとして、

「──あーっ！　見つけたぁ！」

　はるか上空から響ひびくその声に、足を止めた。




　　　　††††††††††††††




　闇やみを精錬して形を与えたような、漆しつ黒こくの翼だった。

　蝙蝠こうもりのような一対の翼と、鴉からすのような一対の翼──二対の翼が灰色の視界を昏くらく切り取っていた。

　翼の持ち主は、一人の少女。

　長い黒髪を三つ編あみにまとめた少女は、眼下の三人を見下ろし、いたずらっぽい笑みを浮かべた。

　二対の翼を大きく羽ばたかせ、少女が闇に身を翻ひるがえす。一息に空高く舞まい上がり、翼を休める鳥のように、荷電粒子砲の砲身に腰掛ける。

　銀色の砲身につながるのは、全長一五〇メートルの船体。

　鋭するどい流線型のシルエットを暗い血色の赤に染め、偏光迷彩の余波にその姿を揺らめかせる。

『……あー、エドワード・ザイン、そこにいるな？』

　どこか気け怠だるげな、男の声。

『とりあえず、おとなしく投降してくれるとありがてぇんだけど……無理だよな、やっぱ』




　真紅の船体に青いペンキで殴り書きされた『Hunter Pigeon』の文字を、錬れんは呆ぼう然ぜんと見上げた。







　　第二章　翼を持つもの　～Storm World～







　話は一週間前にさかのぼる。

　ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズがその男の許もとを訪れたのは、西暦二一九八年、九月二十五日のことだった。

　西ヨーロッパ、シティ・ロンドンにほど近い小さな町。二年ぶりに歩く大通りは灰色の雪に舗ほ装そうされ、街灯の下に取り付けられたデジタル表示の時計が闇やみ色の町にひっそりと夜明けを告げていた。

　全長一五〇メートルの『相棒』を吹雪ふぶきの向こうに隠し、外がい套とうを深く着込んで人目を避さけ、傍かたわらに立つ少女の力ない手を引いて──

　ヘイズは一路、その家を目指した。




　　　　††††††††††††††




「……しっかし、汚きつたねぇ部屋だな」

　テーブルに山と積まれたディスクを一枚つまみ上げ、ヘイズは呆あきれた。自分だってお世辞にも整せい理り整せい頓とんが得意とは言えないが、それを差し引いてもこの部屋の散らかりようは目に余る。埃ほこりまみれの薬棚、元の色が分からない壁かべ、紙の本とプラスチックのデータディスクで二色に塗り分けられた床。部屋の隅に築かれた文字通りの書類の『山』は、天てん井じようまで積み上げた紙束の塔を全部で五つ、互いに支え合わせることできわどいバランスを保っている。

　はっきり言って、人間が生活する環かん境きようではない。

「ったく……先生よー、最後に掃除したのいつだ？」

　少なくともヘイズが最後にこの家を訪れた二年前には、状況はここまでひどくなかった。棚の引き出しは物を動かさなくても開けることができたし、部屋の端から端まで移動するのに本を踏み台にする必要もなかった。

　視線でそのことを指摘すると、テーブルの向かいに座る男は肩をすくめた。

「どうも、最近はなにかと忙しくてね」

　タバコの煙をドーナツ型に吐き出し、軽けい薄はくな口調で答える。ごく当たり前の会話でさえどこか笑いを含んだように聞こえるのが、この男の特徴だ。

　歳としはたしか今年で三十五、出身はシティ・ロンドン。ただし、母親が上海シヤンハイかどこかの出身だったおかげで、青い瞳ひとみさえ隠してしまえば全くの東洋人として通用する。ブルネットのぼさぼさ頭に、同じ色の無ぶ精しようひげ。本人が『医学者の正装』と呼ぶ着流しの白衣と黒くろ縁ぶちのだてメガネは、初めて会った頃ころから変わることがない。

　男の名を、リチャード・ペンウッドという。

「ま、適当に座れ。その辺のディスクは踏んでもいい。ガラクタだ」

「座れっつっても……」

　どこに座れば……と言いかけて、テーブルの傍かたわらに積み上げられた本の山に気づく。上から十冊ほど取りのけると、小さな丸椅い子すが二つ姿を現す。床に散らばるディスクを遠えん慮りよなく踏みつけ、椅子に腰を下ろして足を組み、

「おいファンメイ、その辺、勝手にさわるなよ」

「ふえ……？」

　床に両膝ひざをついて百科事典を物珍しげに眺めていた少女が、顔を上げた。

「ねーヘイズ！　これすごいの！　データディスクじゃなくて紙の事典なんて、わたし初めて見たの！」

　三つ編あみお下げを振り乱し、大げさな身振りでまくし立てる。吊つり目がちな黒い瞳に、小麦色の肌。ブラウスにスカートという当たり前の服に身を包んだ、どこからどう見てもごく普通の十四歳の少女。

　だが、厳げん密みつに言えば、彼女は人間ではない。

　その体の九〇パーセント──脳と脊せき髄ずい神経を除いた体組そ織しきのすべてを構成するのは、『黒の水』と呼ばれる人工細胞の集合体だ。分子レベルで論理回路を刻まれた有機細胞の塊かたまりである『黒の水』は、Ⅰ－ブレインの演算に従って少女の肉体を擬ぎ似じ的に構成し、必要に応じて自在にその形を変化させる。

　生体制御特化型魔ま法ほう士し、『龍りゆう使つかい』李芳美リー・フアンメイ。

　それが、少女に与えられた名前だった。

　ヘイズとファンメイが出会った、あの『島』での戦い。雲海に浮かぶ人工の砦とりでと、そこに暮らす四人の子供たち。歴史から忘れられ、時の流れに置き去りにされた研究施設で、幾度も繰くり返されてきた誕たん生じようと死の連れん鎖さ。

　暴走の危険に怯おびえ、ときには絶望し、それでも戦うことをやめなかった『龍使い』の物語。

　ヘイズは少女を助け、軍を敵に回す道を選んだ。

　今から、三ヶ月前の話だ。

「なるほど。その子が例の……」新しいタバコに火を点つけながら、リチャード。

「ま、そーいうこと」

　ヘイズはうなずき、小さな瓶をポケットから取り出して、リチャードに向かって放り投げる。

　瓶の中に揺らめくのは、粘性のある黒色の液体。

　リチャードは小瓶を片手で受け止め、そのまま天てん井じようのライトにかざして、

「……まさか、アルフレッド・ウィッテンの幻の研究を、この目で拝めるとはね」

「解析できそうか？」

「やってみないことには、何とも」

　珍しく真剣な口調で答を返し、リチャードは小瓶をテーブルに置いた。吸いかけのタバコを灰皿で潰つぶし、部屋の隅でいまだに百科事典とにらめっこしている少女に視線を移す。

「で、その子はどんな具合だ？」

「──ん？」

　自分のことを呼ばれたのに気づいて、ファンメイが顔を上げる。

　リチャードは座ったままで会釈し、芝居がかった笑みを浮かべて、

「体の具合はどうかな？　お嬢じようさん」

「え？　お、お嬢さんって、わたし……？」ファンメイはなぜか頰ほおを赤らめ、慌てて立ち上がり「あの、わたし、だから……えっと……」

　そこで言葉に詰まり、助けを求めるようにこっちを見て、

「ヘイズが言ってた『先生』ってこの人……だよね？」

「だから、最初にそう言っただろーが」

　どうやら、この部屋に入った瞬しゆん間かんからそこらに散らばる『紙の本』が気になって、ろくに話を聞いていなかったらしい。こう見えて、ファンメイは大の読書好きだ。

「じゃあ……」ファンメイは少し考え「Hunter Pigeonの演算機関の改造とか、ハリーのシステム調整とか、あとヘイズの義眼作ったのって、この人なの？」

　Hunter Pigeonというのはヘイズの船の名前で、ハリーはその管制プログラムの擬ぎ似じ人格だ。

　ヘイズが「そーいうこと」とうなずくと、ファンメイは目を輝かがやかせた。

「じゃあ、じゃあさ！」興こう奮ふん気味に両手をばたばたさせ「ヘイズがいっつもやる、あの指を『ぱちっ』て鳴らすやつも、この人が考えたんだよね」

「ああ。あれは私の最高傑作のひとつだ」

　と、偉そうに答えるのはリチャード。記き憶おく領域と処理プログラムを持たない『出来損ないの魔ま法ほう士し』であるヘイズのために『音による空気分子の論理回路化能力』破砕の領域Erase Circleと虚無の領域Void Sphereのシステムを考えたのは、他ほかでもないこの男だ。

　すごーい、と目を丸くするファンメイ。

　さらなる質問を繰くり出そうとするその鼻先に、ヘイズは問答無用で指を突きつけた。

「話は後。診察が先だ。わかったか？」

　ファンメイは、う……と言葉に詰まり、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様よう子すでうなずく。データディスクと本を踏まないようにそろりそろりと歩を進め、リチャードの前で『気を付け』をして、

「えっと……でもわたし、ほんとに元気なの。ヘイズが勝手に心配してるだけで」

　皆まで言わせず、リチャードは少女の額ひたいに手を当てた。

　もう一方の手で自分の額も押さえ、ふむ、と呟つぶやき、

「……三六度八分。ま、微熱だな」

　神妙な顔をしていたファンメイは、その言葉であっという間に元気を取り戻した。

　嬉うれしそうにうんうんとうなずき、ほれ見ろと言わんばかりにヘイズを振り返って、

「言ったでしょ、わたし丈夫なんだからぁ！」

「……ちょっと前までベッドから起きれなかったヤツが威張るなよ、頼むから」

　ヘイズは、盛大なため息をついた。




　──ファンメイが熱を出して倒れたのは、今から五日前のことだった。

　その日、『ふらふらするの』と朝食を半分残してHunter Pigeon艦かん内ない居住区画の自室に戻ったファンメイは、そのままベッドから起き上がれなくなってしまった。

　解熱剤も抗生物質も効果がなく、その日の夕方には体温が四〇度を超えた。意い識しきレベルが通常の半分を下回り、少女は昏こん睡すい状態に陥おちいった。ヘイズは船の倉庫からありったけの医い療りよう機器を引っ張り出して、即席の病室をでっちあげた。脱水症状を食い止めるために点滴を打ち、熱が少しでも下がればと氷ひよう囊のうを取り替え、それ以上は何の治療もできないまま次の一日が過ぎた。

　どれほど入念に調べても、少女の体には、熱の原因となるような異常はなにひとつ発見できなかった。

　それでも治ち療りようの効果があったのか、三日目の昼過ぎには熱が下がり始めた。意い識しきを取り戻したファンメイの最初の言葉は『お腹なかへった』。苦笑混じりにリンゴの皮をむきながら、ヘイズは悩んだ。いくら体調が戻ったからといって安心はできない。原因不明の熱というのが、とにかく不ぶ気き味みだった。「適当な町で医者を探す」という案は考えてすぐにやめた。自分たちは今やシティに追われるお尋ね者だったし、そもそも普通の医者に少女を診みせて意味があるのかどうかも分からない。

　頼るなら専門家。情報制御理論と医学の双方に精通し、口が堅くて信用できて、軍を敵に回すことを何とも思わないような根性の入った人間──

　心当たりは、一人しか思いつかなかった。

「──せんせー、ヘイズー、準備できたよー」

　脳天気な少女の声に、我に返る。三つ編あみをほどいて白い検査着に着替えたファンメイが、隣りん室しつの扉から顔を覗のぞかせる。リチャードがうなずくと少女は顔を引っ込め、スライド式の扉が音も立てずに閉まる。

　白い扉の表面には、緑色のペンキで『検査室』の文字。

「さーて、と……」

　リチャードは呟つぶやき、部屋の隅の端末机に向かう。埃ほこりをかぶった画面に光が灯ともり、検査室の様よう子すが映し出される。タイル張りの狭い部屋の中央に、カプセル型のベッドがひとつ。精密検査用のベッドは磁気共鳴映像用ＭＲＩのセンサーやら情報構造解析用ＩＳＡの素子やらでごてごてと武装され、さらにその周囲には、ヘイズにもよく分からない機器の数々がこれでもかと並んでいる。天てん井じようの隅には小さなカメラが取り付けられ、端末を介して部屋全体が一望できるようになっている。

　ファンメイが天井のカメラに気づき、ベッドの中から『見てるー？』と両手を振る。

　緊きん張ちよう感かんのカケラもない。

「いーからおとなしく寝てろ……頼むから」

　思わずスピーカー越しに説教。少女は『なによ』と頰ほおをふくらませ、ふてくされた顔で目を閉じた。透明なカバーがベッドを覆おおい、検査機器がいっせいに動き出す。

「ずいぶん元気な子だな」笑いを含んだリチャードの声。「お前さんのメールを見たときには、もっと落ち込んでるかと思ったが」

　リチャードには、事前の連絡でおおよその事情を説明してある。ヘイズは苦笑し、ディスプレイの向こうの少女を見つめた。

「……マジで元気なら、オレも苦労しねぇんだけどな」

　東アジア、旧中ちゆう国ごく地区、シティ・北京ペキン跡地。雪に覆われた小高い丘の上には、三人分の墓がある。ファンメイと共に生まれ、ファンメイと共に戦い、ファンメイを守るために死んでいった子供たちの墓だ。

　三ヶ月前の戦いの最後の一幕。託された小さな銀色の指ゆび輪わと、そこに刻まれた言葉。友の遺品を凍土に埋め、涙を拭ふいて見上げた鉛色の空。

　あの日から、少女は泣かなくなった。

　脳天気で明るい言動、くるくるとよく動く表情。生きることが楽しくてしょうがない、とでも言うように、少女はいつでも笑っていた。

　それこそ、不自然なほどに。

　それがただの強がりだと気がつくのに、時間はかからなかった。

　一人っきりの寝室で、夜空が見える船の甲板で、右手の指輪を胸に抱え、必死に涙をこらえる少女の姿。

　ヘイズは、それをただ見ていることしかできなかった。

「あいつ、泣かねぇんだよ。いっつも笑ってて、いっつも楽しそうで。……そんなわけねぇのに、バレバレなのに、でも泣かねぇんだ」

　少女が無理をしているのが分かっていても、どうすればいいのかが分からない。慰なぐさめればいいのか、一いつ緒しよに遊んでやればいいのか、それとも、他ほかにもっといい方法があるのか。自分の足りない頭が腹立たしい。

　物理法則すら読み解くⅠ－ブレインも、こんなときはなんの役にも立たない。

　ヘイズはもう一度、ため息を吐ついた。

「……わりぃな先生。ただの愚ぐ痴ちだ」と言って、笑いを含んだリチャードの目に気づき「……なんだよ」

「感心してるんだよ」リチャードはタバコの紫煙をくゆらせ「自分のことでいっぱいいっぱいだったガキが、成長したもんだ」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない口調に、とっさに言葉を返すことができない。リチャードはくわえタバコでタッチパネルに指を滑らせ、検査項目の数値を書き換えながら、

「ま、時間が解決してくれる、ってこともある。気長にやれ」

「……オレのときみたいに、か？」

「お前さんの場合は『泣かないし笑わない』だから二倍大変だったがな」

　もう、十年になる。

　あの頃ころ──軍の研究所で失敗作の烙らく印いんを押され、験けん体たいとして売り渡されそうになり、やっと手に入れた家族さえも軍に奪われて、世界中を逃げ回っていた十年前のあの日。

　食料と衣服を求めて押し入ったこの家で、震ふるえる手に銃を構えた幼い自分。

　額ひたいに銃口を突きつけられて、なお笑みを絶やさなかった白衣の男。

　──食いもんぐらいやってもいいが、条件がある。

　それが、男の最初の言葉。

　──年長者には敬意を払って、私のことは『先生』と呼べ。

　ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズとリチャード・ペンウッドの、それが出会いだった。

　その後のことは、実はよく覚えていない。空腹と疲れと緊きん張ちようが臨りん界かい点に達し、ヘイズは銃を握ったまま気を失ってしまった。次に目を覚ましたときにはベッドの上で、ヘイズは居い候そうろうとしてこの家に置いてもらえることになっていた。

『飼ってた猫が死んだばかりで、代わりを探していた』というのが、リチャードの説明だった。

　リチャードはヘイズに、戦い方と生き方を教えた。銃や船の基本的な扱いは両親から習っていたが、リチャードが教えたのは魔ま法ほう士しとしての戦い方だった。Ⅰ－ブレインの使い方、船の演算機関の効率的な運用方法、対魔法士戦せん闘とうの心構え。それ以外にも、ハッキングのやり方や機密施設への侵入法、物資の調達ルートを開拓するにはどうすればいいか……

『人間』としてのヘイズを作ってくれたのが両親なら、『魔法士』としての自分を育ててくれたのは間違いなくこの男だ。

　……そういやあ。

　ヘイズはふと、まだこの男に礼を言っていなかったことを思い出した。

「すまねえ、先生。厄やつ介かいごと持ち込んじまって」

　心から頭を下げる。三ヶ月前の一件以来、ヘイズはシティ・モスクワから国際指名手配を受け、その首には莫ばく大だいな賞しよう金きんがかけられている。できれば恩人を巻き込みたくなかったが、他ほかに頼る当てがなかった。

　しばしの沈ちん黙もく。おそるおそる顔を上げる。

　リチャードはほとんど灰になったタバコを一口吸い込み、吐き出して、

「気にするな。……実は、私もお前さんに用があってな」

　そこで言い淀よどみ、紫煙で曇くもった天てん井じようを見上げて、

「お前さんの立場を考えれば……まあ、都合がいいと言えばいいんだが……」

「なんだよ」

　珍しく歯切れの悪い物言いに、ヘイズは内心で首をかしげる。

　リチャードはさらに数秒迷う素振りを見せ、

「……あの子の治ち療りよう費なんだが……お前さんに仕事を頼みたい、って話があってな」

　意を決したように口を開き、白衣のポケットに手を差し入れる。

　手のひら大のカードを、指でつまんでヘイズの目の前にかざす。

「……は……？」

「……その、なんだ……二年前にお前さんが来た後で、色々あってな」

　シティ・ロンドン自治軍の、認にん識しき票ひようだった。

　偽造品でないことは、カード全体に刻まれた微細な論理回路を見れば一目で分かった。個人情報を記き録ろくした小さなチップに、白衣にくわえタバコの顔写真。カードの右半分には『情報制御理論研究部、生化学部門教授、リチャード・ペンウッド』の文字。

　その意味を理解するのに、しばらく時間が必要だった。

「……先生、軍は嫌いなんじゃなかったのかよ」

「だから、色々あったんだよ」リチャードは珍しく不ふ機き嫌げんそのものの顔で「そう怖い顔をするな。シティの技術部ならあの子の体も詳しく解析できるし、形だけでも軍属になっとけばモスクワも簡かん単たんには手出しできん。一石二鳥だろう」

「……なー先生、そういうセリフっていやいや言うもんじゃねーだろ」

「ほっとけ」

　吐き捨てるようなリチャードの答に、思わず苦笑する。二年間会わなかった間になにがあったのかは知らないが、シティの研究員になったぐらいではこの男の軍隊嫌いは治らなかったらしい。こんな形でヘイズに仕事を依頼するのも、本意ではないのだろう。

　……どーすっかな。

　シティの依頼を受けるというのは気に入らないが、選択の余地がないのも確かだ。ファンメイの体を解析するにはおそらくシティの研究所並みの施設が必要だし、リチャードがいてくれれば少女が実じつ験けん動物として不当な扱いを受ける心配もない。

　答は、最初から決まっているようなものだった。

「船の修理費で借金が四〇〇万ほど残ってるんだけどよ」言葉を切り、小さくひとつ指を鳴らして「それも、報酬に上乗せしてくれねぇかな？」

　リチャードの不機嫌顔が、少しだけ和やわらいだ。

「やってくれるか」

「先生の頼みだからな。……で、何すりゃいいんだ？」

　リチャードは、悪いな、と呟つぶやき、一枚のディスクをヘイズに手渡した。

「──捕えて欲しい魔ま法ほう士しが一人。それと、取り返して欲しい物がある」
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「……なんか、また面めん倒どうな依頼引き受けちまったなぁ」

　一週間前のやりとりを思い出し、ため息を吐ついてしまうヘイズだった。

　一五〇メートル級高速機動艦かん『Hunter Pigeon』、操そう縦じゆう室。目一杯リクライニングさせた操縦席に体を預け、ヘイズは正面のメインディスプレイを見つめる。

　船外カメラ越しの映像に映し出されるのは、はるか下方五〇〇メートルの地表の光景。アルプス山脈の裾すそ野のに広がる灰色の雪原。その外れに小さく口を開ける、脱出口と思おぼしき隔かく壁へきの扉。

　淡い吹雪ふぶきのヴェールの向こうから、こっちを見上げる三人の人ひと影かげ。

　カメラの映像を拡大視点に切り替え、先頭に立つ少年の姿を大写しにする。立体映像のサブディスプレイを目の前に一枚呼び出し、リチャードから預かったデータを表示して見比べる。

　……外見年ねん齢れいは十歳ほど。白人。短い薄うす茶ちや色の髪に、同じ色の瞳ひとみ。

「こいつだな」

　シティ・ロンドンの最高機密、人形使い『エドワード・ザイン』に間違いなかった。

　リチャードの話によれば、事件が起こったのは二ヶ月前、八月十日。

　アイルランド島のとある研究施設跡の調査に護ご衛えい役として同行していた少年は、ロンドンへの帰き還かんルートの途中で味方であるはずの輸ゆ送そう艦かんに対して攻こう撃げきを開始。最新しん鋭えいの輸送艦を数秒で航行不能に陥おとしいれ、二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』の能力で雲海の上空に離脱。調査隊が施設跡で入手した研究サンプルと共に行方ゆくえをくらませたのだという。

　このガキがねぇ……

　魔ま法ほう士しを外見で判断してはいけないということはよく分かっているが、ディスプレイの向こうの少年からはそういう凶悪な印象はこれっぽっちも受けない。こっちを見上げる薄茶色の瞳には驚おどろきも焦りも恐れも見られず、「ぼんやり」という表現がいちばんぴったりくる。

『──思ったより簡かん単たんに見つかりましたね』

　機械合成にしてはやたらと抑よく揚ようの効いた、甲かん高だかい男の声。肘ひじ掛かけに預けた左腕の上あたりに別な立体映像ディスプレイが出現し、横線三本で描かれたマンガの顔がヘイズを見上げる。

　Hunter Pigeon管制システムの擬ぎ似じ人格『ハリー』は、横線一本ずつで表現された『目』をにゅにゅっと曲げ、困り顔を作る。矢印マークでメインディスプレイの三人を指し示し、顔に大きな『？』を表示して、

『それにしても、こっちの二人は何者でしょうか』

「それなんだよなぁ、問題は」

　ヘイズはディスプレイを睨にらんだまま、親指と人差し指を軽く弾はじいた。

　エドワード・ザインに同行者がいるなどという話を、ヘイズは一言も聞いていない。少女が一人と少年が一人で、歳としはどっちもファンメイと同じくらい。少女の方は白人で、肩まででそろえた金髪と大きな緑の瞳が印象的だ。身に纏まとうつなぎの上下はなんだか可愛かわいらしいデザインで、よく似合ってるなとヘイズはどうでもいいことを考える。

　そして、少年。

　こちらは見るからに東洋人で、中途半端な長さの黒髪に黒い瞳の持ち主だ。機能的なデザインの防ぼう刃じんシャツに身を包み、腰にはサバイバルナイフを下げている。

　ヘイズは口元に指を当て、その顔を食い入るように見つめた。

『どうかしましたか』顔に？マークを浮かべたままハリー。

「いや……」ヘイズは首をかしげ「こいつの顔、どっかで見たことあるんだよなぁ……」

『お知り合いですか？』

「いや、そういうわけじゃねーんだけど……」

　必死に記き憶おくを掘り返すが、どうしても思い出せない。少なくとも、直接会ったことはないはずだ。おそらくなにかの資料で見たのだろうとは思うのだが……

『ねーヘイズー。あの子捕まえればいいんだよね？』

　天てん井じようのスピーカー越しに、脳天気な少女の声。新たなディスプレイが胸の前あたりに出現し、龍りゆう使つかいの少女を大写しにする。ファンメイは荷電粒子砲の砲身に腰掛け、退屈そうに足をぶらぶらさせている。

　細い体を包む戦せん闘とう服の背中には、翼つばさを通すための大きな丸い穴。ハイネックの首筋には、船の操そう縦じゆう室と会話するための小さな通信素子。普ふ段だんは生命維い持じ槽そうに保存してある『黒の水』も全部まとめて背中に接続し、巨大な四枚の翼に変えてやる気満々だ。

　ヘイズは思わずため息。どうも、最近ため息が多くなった気がする。

「あのなぁ……同じこと何度も言わせるなよ。お前は偵察役で、あとはオレとハリーの仕事。熱が下がったからって調子に乗るな」

『そんなのダメなの！』ファンメイはぷぅっと頰ほおをふくらませ『わたしの体治してもらうための仕事なんだから、私がやるのっ！』

「ちょ、ちょっと待て！」

　止める暇もあらばこそ。

　ファンメイは荷電粒子砲の砲身から勢いよく飛び上がり、吹雪ふぶき舞う空に身を翻ひるがえした。

「あ、こら！　おい！」

『大丈夫！　ちゃんと足ねらうから！』

　元気いっぱいな叫びと共に、翼が解き放たれる。

　少女の背中から生はえた、二枚の鳥の翼と二枚の蝙蝠こうもりの翼。その蝙蝠の翼の一枚がバネのように大きくたわみ、眼下の少年めがけて一直線に撃うち出される。人工細胞の集合体である『黒の水』は、Ⅰ－ブレインの演算に従って自在にその姿を変化させる。

　より長く、より鋭するどく、そして、より多く。

　音速をはるかに凌りよう駕がするスピードで撃ち出された翼は、束ねたゴムが弾はじけるように空中で三十二本の触手の槍やりに爆はぜる。弧、螺ら旋せん、直線、波──黒い槍の群れは互いの動きを補い合うバラバラの軌道で吹雪のヴェールを貫き、はるか下方五〇〇メートルの地表めがけて雪崩なだれを打って襲おそいかかる。

　エドワード・ザインは、瞬まばたきすらしない。

　後方に立つ黒髪の少年が素早く腰のナイフに手を伸ばし、そこで動きを止めてはっと周囲に視線を走らせる。

　次の瞬しゆん間かん──

　ファンメイが『え？』と声を上げるのと、爆ばく音おんと共に雪煙が立ち上るのが同時だった。

　思わず操そう縦じゆう席から身を乗り出し、メインディスプレイに顔を近づける。金属をこすり合わせるような甲かん高だかい異音の多重奏が、スピーカー越しに鳴り響ひびく。三十二本の触手はひとつ残らず目標を逸それ、地面に突き立つ寸前で軌道を変更して、黒い翼つばさに巻き戻る。

『なに……あれ……』

　眼下の光景に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくファンメイ

　雪原から突き出した金属線ワイヤーの群れが、触手の攻こう撃げきを受け流していた。

　太さはどれも人間の小指ほどで、白銀色の表面に螺ら旋せん状の溝が刻まれたその姿は『螺ネ子ジ』とでも表現するのがふさわしく思える。無数の螺子は互いに絡み合ってエドワード・ザインの前に十メートル四方の網あみ状じようの盾を形成し、その向こうからは薄うす茶ちや色の瞳ひとみが相変わらずぼんやりとこっちを見上げている。

　金髪の少女と黒髪の少年が、驚おどろいた様よう子すで目を見開く。

「ハリー、分析──」

『完了しました』分析してくれ、と言い終わる前に答が返ってくる。『人形使いのゴーストハックと思われます。金属線の直径は約八ミリ。総数は一二〇〇本。材質は不明、従って総質量も不明です』

「ちょっと待て！　材質不明ってなんだ」

　人形使いの攻撃・防御能力は、支配する物質の種類に大きく左右される。ゴーストハックは物質を生物のように支配するだけで、その本来の強度を書き換えることはできないからだ。

　ガラスや氷のような脆もろい物質から生み出された『腕』や『足』は脆く簡かん単たんに破は壊かいされ、強化カーボンやチタン合金を利用したものは相応に高い強度を備える。ファンメイの攻撃を簡単に弾はじいたところを見ると、あの『螺子』の強度は相当なものだ。地下の研究施設跡から構造材を引っ張ってきたと考えるのが妥当だが、それなら元になっている素材は鉄、チタン、強化カーボンあたりのはずだ。

「なんかの間違いだろ？　もう一回解析してみろ」

『いえ、不明です。データにない未知の物質──おそらく、情報制御によって結晶構造を書き換えた、何らかの金属の不安定同素体ではないかと推測します』

「なん……」

　なんだそりゃ──そう言いかけて気づく。頭の上に浮かんでいるサブディスプレイの一枚を、指で弾いて目の前に持ってくる。リチャードから預かったデータの中のひとつ、シティ・ロンドン自治軍の研究開発記き録ろく。金属光こう沢たくを持った白銀色の流体が、立体映像の中で生物のようにうごめいている。

　人形使いのゴーストハック能力を最大限に生かすため、水銀をベースに擬ぎ似じ的な生体情報を付加した特殊金属、開発コード『メルクリウス』。

　あの螺子の正体は、これだ。

「そういうことかよ！」

　叫んだときには、すでに手遅れだった。地鳴りのように大地が震ふるえ、さっきとは比較にならないほどの雪煙が視界を覆おおい隠した。船外カメラの映像が瞬しゆん時じに分析モードに切り替わり、数値データのイメージ化処理によって地表の様よう子すを伝える。エドワード・ザインの足下を中心とした一帯、灰色の雪原を押しのけて、巨大ななにかが姿を現す。

　全長およそ二〇〇メートルの、柔らかな流線型のフォルム。表面を覆う白銀色の装甲に、融とけるように吸い込まれていく螺ネ子ジの群れ──

　雪原の下に隠れ潜ひそんでいたその船は、三人の少年少女を上部に乗せたまま、静かに浮上を開始した。

　黒髪の少年と金髪の少女がバランスを崩して転びそうになり、二人の足下から生はえだした金属の腕がその体を支える。エドワード・ザインが白銀の装甲に片かた膝ひざをつき、右の手のひらで金属表面を撫なでる。船体を構成する流体金属に直径一メートルほどの穴が口を開け、三人はその中に飛び込む。

「ハリー！　主砲発射準備！　操そう縦じゆう権をこっちによこせ！」

　ヘイズの叫び。

　同時、眼下の船が文字通り『爆はぜた』。

　全長二〇〇メートルの船体表面から、無数の螺子が針山のように突き出した。一本一本が直径三〇センチはある巨大な金属線の群れは、わずか数秒で上空一〇〇〇メートルの高度に到達。一瞬前までHunter Pigeonが存在していた空間をめった刺しに貫いた。

　四方八方から襲おそい来る無数の螺子の間かん隙げきに機体を飛び込ませ、ヘイズは間一髪で撃げき墜ついを免まぬかれる。巨大な螺子はHunter Pigeonのさらに上空を飛ぶファンメイにも容赦なく襲いかかり、『うわわ！』という悲鳴が操縦室に響ひびく。

　踊るように螺子の攻撃をかいくぐる少女の姿を意い識しきの端に捉とらえつつ、ヘイズは一秒で反撃を開始。操作端末に片手を滑らせて船を操あやつりながら、もう一方の手で端末の脇わきから有機コードを引き出し、先端をうなじに押し当てる。

　生体細胞をベースに造られた有機コードは融けるように皮ひ膚ふにもぐりこみ、Ⅰ－ブレインと分子レベルで融ゆう合ごうする。Hunter Pigeonの操作系を思考制御に移行。追いすがる螺子の群れをミリ単位の機体運動でやり過ごし、眼下の船に荷電粒子砲を照準。

　脳内で引き金を引こうとした瞬間、目標が動く。

　無数の螺子を周囲に蜘く蛛もの巣のように展開したまま、白銀の船が急加速。Hunter Pigeonめがけて一直線に突っ込んでくる。一瞬の迷い。荷電粒子砲の照準を船の中心から少しだけ外し、撃墜してしまわないように出力を絞って引き金トリガー。

　瞬間、ヘイズは自分の目を疑った。

　全長二〇〇メートルの白銀の船は、信じられない方法でHunter Pigeonの攻撃を回かい避ひした。荷電粒子砲の攻撃ラインを避さけるように、船体を構成する流体金属が大きく左右に広がった。花の蕾つぼみが開くように、全部で六対十二枚。全長五〇〇メートル近くにまで広がった流体金属の花びらは母体となる船の体積の大部分を運び去り、結果として元の四分の一以下にサイズを減じた船は荷電粒子砲の攻こう撃げきを難なくやり過ごした。

　とっさに脳内で命令を飛ばし、ヘイズはHunter Pigeonの運動を変更。最大出力で船体を左方向にスライドさせ、正面からの突撃をかわす。白銀の船は速度を落とすことなく空中で反転し、さらにその形状を変化させる。左右に広がる花びらは水のように緩ゆるやかに空間を流れ、巨大な鳥の翼つばさを形成する。

　金属の羽根を数万枚張り合わせて造られた、六対十二枚の人工の翼。

　その付け根には、全長五〇メートルほどの黒い船。

　ナイフのように細く鋭するどいシルエットを備えたその船こそが、流体金属の外装を操あやつっている中心ブロックなのだろう。

　巨大な翼が闇やみ色の空に羽ばたき、数万枚の金属の羽根が互いに触れあって鈴を鳴らすような澄すんだ音を響ひびかせる。

　漆しつ黒こくの船体を白銀の翼で鎧よろった流体金属の鳥が、挑むように船首をHunter Pigeonに向ける。

「……ファンメイ、船に戻れ。マジでやらねぇとヤバいみてぇだ」

　通信素子の向こうの少女を呼び戻し、ヘイズはひとつ指を鳴らした。

　船内構造と演算機関を除いた全体積の八〇パーセントを疑ぎ似じ生体金属『メルクリウス』によって構成された、シティ・ロンドンが世界に誇る雲上航行艦かん。

　世界でただ一機、「人形使い」のために開発された飛行艦艇。

　……さて、どうすっかな……

　二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』の白銀の流体装甲が、吹ふ雪ぶきの彼方かなたに揺らめいた。
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　男の子に手を引かれるままに飛び込んだ穴の向こうは、直径十メートルほどの円形の空間。錬れんはその片隅に真まっ直すぐに『落下』し、タイル張りの床が柔らかく変形してその体を受け止める。反動を利用して一気に立ち上がり、見上げた視界に少女の姿。大慌てで両腕を広げ、フィアの細い体を抱きとめる。

　壁かべに埋め込まれたライトの頼りない光に照らされる室内。おそらくは飛行艦艇の操そう縦じゆう室。冷え冷えとした空気が演算機関の動作時に特有のオゾンの臭においをはらむ。タイル張りの白い床に、同じく白い内ない壁へき。半球形の高い天井は全天表示型のスクリーンになっていて、外界の様よう子すが全面に表示される。

　視界を覆おおう吹雪のヴェール、そのはるか向こうに天てん蓋がいのように広がる鉛色の雲。

『Hunter Pigeon』と殴り書きされた血色の装甲が、闇色の大気を舞まい踊る。

　全長一五〇メートルの真しん紅くの船体は全方位から襲おそい来る白銀の螺ネ子ジをわずか数ミリの間合いでかいくぐり、重力と空気抵抗を無視したでたらめな軌道でこっちの直上に回り込む。船首から突き出た荷電粒子砲の砲身に、発射の前兆を表す紫電が散る。同時に激しい加速が錬れんの体を襲おそい、部屋全体が大きく斜めに傾く。かすかなノイズがⅠ－ブレインを走り、巨大な『なにか』がスクリーン越しの空を覆おおい隠す。

　金属の羽根を数万枚張り合わせたような、流体金属の白銀の翼つばさ。

　解き放たれた荷電粒子の槍やりはスクリーンの端をかすめて翼の先を少しだけ削り取り、一いつ瞬しゆん遅れてはるか後方の地表面に爆ばく発はつを巻き起こす。

　何ごとかと少し考え、すぐに納得がいく。大規模なゴーストハックによる物質の制御。おそらく錬たちが飛び込んだあの白い船体そのものを変形させて、至近距離からの砲ほう撃げきを『避よけた』のだろう。男の子の能力を考えれば、これぐらいのことができても不ふ思し議ぎはない。

　その男の子は船の『操そう縦じゆう機構』に収まり、とっくに戦せん闘とう態勢をとっている。部屋の中央の一段高い場所、円筒ガラスの生命維い持じ槽そうは薄うす桃もも色の羊よう水すいに満たされ、男の子はその中に一糸まとわぬ姿で浮かんでいる。

　傍かたわらの床には、脱ぎ捨てられたぶかぶかの軍服。

　ガラス筒の蓋ふたの部分からは幾本もの有機コードが垂れ下がり、男の子の体につながっている。蓋からはさらに外に向かってケーブルの束が延び、外周の操作端末と男の子のⅠ－ブレインを接続している。

　小さな指がゆっくりと持ち上がり、真紅の船せん影えいを指し示す。

　微細な振動が操縦室全体を揺さぶり、大量のシステムメッセージが天てん井じようのスクリーンを埋め尽くす。

「ちょ、ちょっと！」

　大慌てで声を上げ、男の子に駆け寄る。この部屋にたどり着くなり男の子は生命維持槽に飛び込んでしまい、錬はいまだになんの説明も受けていない。男の子が本物のエドワード・ザインで、ここがシティ・ロンドンが誇る雲上航行艦かん『ウィリアム・シェイクスピア』の船内らしいというところまではどうにか納得がいったが、そこから先はお手上げ。シティ・ロンドンの最高機密がどうしてこんなところで追われているのかも分からなければ、そもそもこの子についてきて本当に良かったのかも分からない。

「ちゃんと説明してよ！　いったいなにがどうなって……！」

　数秒の沈ちん黙もく。

　男の子は生命維持槽のガラス越しに錬の顔をじっと見つめ、ぺこっと頭を下げた。

「や、だから謝あやまられても！」

　そういう反応をされると困ってしまう。男の子は何度も何度も頭を下げ、そのたびに薄桃色の羊水がざぶざぶと揺れる。相変わらずの無表情をかすかにうつむかせ、上目づかいに錬の顔色をうかがうその姿は、見ようによっては怯おびえているようにも見える。

　小さな動物をいじめてしまったみたいな罪悪感。

　とっさに言葉に詰まり、意を決した口を開き駆けたときには時間切れだった。

　真しん紅くの船せん影えいが天てん井じように大写しになり、銀色の砲身に紫電が散った。ウィリアム・シェイクスピアが十二枚の白銀の翼つばさを盾のようにかざし、荷電粒子の一いち撃げきを受け流した。叩たたきつけるような衝しよう撃げきが操そう縦じゆう室全体を激しく揺さぶり、「あ！」という少女の悲鳴。慌てて脳内で身体能力制御ラグランジユを起動。運動速度を五倍に加速して一秒足らずで傍そばに駆け寄り、バランスを崩したその体を支える。

「フィア！　大丈夫？」

「……は、はい。ありがとうござい……」

　と言いかけて、少女は顔を強こわばらせ、

「錬れんさん！　あれ！」

　反射的に天井のスクリーンを振り返り、錬は目を見開く。荷電粒子砲の攻撃ではらちがあかないと判断したのだろうか、真紅の船は銀色の砲身を船体の内部に収納する。一五〇メートルの船体の両側面で血色の装甲が大きくスライドし、予想外のものがその奥に姿を覗のぞかせる。

　スピーカー？

　全長六〇メートルあまりの黒いライン型のスピーカーをカラーリングのように船体に走らせ、Hunter Pigeonが闇やみ空ぞらに身を翻ひるがえす。雲すれすれまで上昇して一気に反転、流線型のシルエットを垂直に傾け、一直線に突っ込んでくる。

　襲おそい来る敵を迎え撃うつように、十二枚の白銀の翼が爆はぜる。巨大な翼は融とけるように形を変え、その体積のすべてを使って数え切れないほどの螺ネ子ジ状の金属線を形成する。無数の白銀の螺子は一いつ瞬しゆんだけその身をたわめて力をため、次の瞬間に弾はじけて目標めがけて襲いかかる。

　一本一本が独立な軌跡を描き、闇色の大気を貫く数万本の白銀の螺子。

　そのことごとくを平然と回かい避ひし、踊るように空を駆ける真紅の船影。

　必殺と見えた攻撃はことごとく空を切り、血色の装甲にかすりもしない。それがどれほどとんでもないことかは、飛行艦かん艇てい同士の戦いに詳しくない錬にも分かる。相手の攻撃位置を完全に予測しているとしか思えない一ミリの無駄もない運動曲線と、慣性の法則を完全に無視したその運動を可能とする信じがたいレベルの加速・減速性能──

　……まさか、本当にあの『Hunter Pigeon』なの？

　不吉な思考が、頭に浮かんだ。

　世界に三隻しか存在しない雲上航行艦の中でも、軍に正式に登とう録ろくされている『ウィリアム・シェイクスピア』やマサチューセッツの『FA-307』と違い、どこのシティにも属さないフリーの『Hunter Pigeon』には偽者が多い。『Hunter Pigeon』を名乗る何でも屋なら錬もこれまでに三人ほど会ったことがあるが、どれもこれも自前の船を真っ赤に塗装しただけの素しろう人とだった。

　スクリーンの向こうの船もその類たぐいだろうと勝手に思いこんでいたのだが、もし本物なら『ウィリアム・シェイクスピア』と互角以上に渡り合っているのも納得がいく。

　だとすると、この状況は非常にマズい。

　飛行艦かん艇てい同士の戦いでウィリアム・シェイクスピアが負けることはあるまいと高をくくっていたのだが、相手が本当にあの『Hunter Pigeon』なら、こっちが撃げき墜ついされる可能性だって十分に考えられる。

　そんな錬れんの思考をよそに、戦せん闘とうはコンマ一秒単位で進行していく。金属の螺ネ子ジの半数がその動きを変え、Hunter Pigeonの行く手を阻はばむように包囲態勢をとる。全方位三六〇度を取り囲んだ螺子はその先端をHunter Pigeonに向け、残った半数の螺子はウィリアム・シェイクスピア本体の前に集まって融ゆう合ごう。全長一〇〇メートルあまりの巨大な砲身を形成する。

　スクリーンに二重映しに表示される、『荷電粒子砲、発射態勢』の文字。

　白銀の砲身に紫電が散り、同時にHunter Pigeonが動く。螺子の包ほう囲い網もうの一角に船首を向け、荷電粒子砲の攻撃ラインを避さけるように機体を急加速。その行く手を遮るように白銀の螺子が絡み合って網を形成し、荷電粒子砲発射の反動が操そう縦じゆう室を震ふるわせ、




　小さな音が、世界を静止させた。




　指を弾はじくような乾いた音が、Hunter Pigeonのスピーカーから響ひびいた。無数の螺子の包囲網をかいくぐり、真しん紅くの船体が躍おどった。目標を外れた荷電粒子砲は白銀の螺子の隙すき間まを抜け、はるか上空、鉛色の雲の天てん蓋がいに光を散らした。

　生命維い持じ槽そうのガラス越しに、男の子が「あ」と声を上げた。

　錬は天てん井じようのスクリーンを呆ぼう然ぜんと見上げ、腕の中でフィアが身を強こわばらせた。

　──流体金属の螺子で構成された包囲網の一角、三〇メートルあまりの領域が、原形も残さず消滅していた。

　幾重いくえにも絡み合った金属線の網を貫いて、巨大な穴が出現していた。切り口は滑らかな曲面で、空間を円形にえぐり取ったかのようだった。切り取られた部分を構成していた流体金属は結晶構造を失って原子レベルに霧む散さんし、一いつ瞬しゆん遅れて零れい下か四〇度の空気に再凍結、銀色の雹ひようとなって地に降り注いだ。

「錬さん……いまの……」

　触れあったフィアの体から、『情報解体』という単語が錬のⅠ－ブレインに流れ込んでくる。少女の思考にうなずいて応こたえ、必死に考えを巡らせる。

　情報解体──主おもに騎き士しが用いる、情報構造体に対する直接攻撃。情報の海を介して対象の存在情報に直接干渉し、物理的強度をいっさい無視してその構造を消去する、人形使いの天敵ともいうべき能力。流体金属の螺子が見せた『原子レベルまで分解されてから再結晶する』という崩ほう壊かいのプロセスは、間違いなくその情報解体によるものだ。

　だが、そうだとすると、理解できないことがある。

　物質世界に存在するあらゆる物を破壊可能な情報解体能力には、欠点が二つ存在する。存在情報に対する干渉を上まわるレベルの演算速度を備えた対象には効果を及ぼさないため、魔ま法ほう士しの肉体などを破壊することが事実上不可能だという点がひとつ。存在情報を消去するためのプログラムは情報の海の内部のあらゆる物に等しく作用してしまうから、特定の目標を攻こう撃げきするためには必ず相手に『物理的に』接触していなければならない、という点がもうひとつ。

　つまり、錬れんが知る限り、遠隔作用によって情報解体を行うことはできない。

　……今、なにをやったの？

　一いつ瞬しゆんの自失から立ち直り、フィアの体を放して生命維い持じ槽そうの男の子に駆け寄る。相手の能力についてあれこれ考えている暇はない。遠隔操作による情報解体、危険──それで十分。このまま手をこまねいていれば、撃げき墜ついされるのは時間の問題だ。

「ねえ、君！」

　ガラス筒に顔をよせ、男の子の目を覗のぞき込む。本当なら事情を説明してもらいたいところだが、そんな悠ゆう長ちようなことをしている時間はない。

「いろいろ聞きたいこともあるけど、全部後回し！　手伝うから僕を船の外に出して！」

　はじめて、男の子の顔に感情らしきものが浮かぶ。薄うす茶ちや色の瞳ひとみを少しだけ見開き、錬の顔を見上げる。その視線を真まっ直すぐに受け止め、錬は小さく笑ってみせる。

「このままじゃ僕らも共倒れだからね。仕方ないよ。……その代わり、あとでちゃんと事情を説明してね？」

　数秒の沈ちん黙もく。

「……はい」

　小さな声で答え、男の子はぺこっと頭を下げた。

　スクリーン越しの闇やみ空ぞらに、血色の装甲が翻ひるがえる。Hunter Pigeonの真しん紅くの船体がこちらのすぐ傍そばをかすめて走り抜け、正体不明の攻撃によって白銀色の荷電粒子砲の砲身が大きく抉えぐれる。時間がない。男の子が向かって左手の壁かべを指さし、白い壁へき面めんが生物のように震ふるえて外部に通じていると思おぼしき扉が出現する。錬はうなずき、そっちに向かって駆け出そうとして、

「待ってください！」

　いきなり、フィアに腕を摑つかまれた。

　予想外のことに驚おどろき、「え？」と少女を振り返る。フィアはいつの間にか錬のすぐ後ろに立っている。思いがけなく強い力で錬の腕を引き、息がかかるぐらいに顔をよせ、

「あの……私にまかせてくれませんか？」

「え……？」

　思わず、フィアの顔をまじまじと見つめる。フィアの背から光の束が広がって、錬のⅠ－ブレインに同調する。思考と思考が直結し、少女の意図を一いつ瞬しゆんで理解する。

「えっと……そりゃ、確かにフィアの方がそういうのは得意だろうけど……」

　男の子の立場が分からないこの状況で、うかつなことはできない。錬れんが本気で戦って男の子と一いつ緒しよにHunter Pigeonを撃げき墜ついしてしまい、あとで『やっぱり悪いのはこっちでした』なんてことになったら目も当てられない。一番いいのは相手に損害を与えずにこの場を離脱すること。そしてフィアは、この場の誰だれよりも『相手を傷つけない戦い』を得意としている。

　だけど……でも……

「……私じゃ、信用できませんか？」

「え！　や、そ、そういうわけじゃなくて！」

　落ち込んだような少女の顔。大慌てで首を振り、必死に言葉を探す。

「だから……その……」

　フィアはそんな錬の顔をじっと見つめ、くすっと笑った。

「わかってます。……私のことちゃんと信用してて、でも心配してくれるんですよね」

　少女はにっこり微笑ほほえんで、エメラルドグリーンの瞳ひとみを静かに閉じた。

「だけど……私だって錬のことが心配で、錬を助けたいっていつも思ってるんですよ？」

　桜色の唇が、そっと錬の頰ほおに触れた。
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（システム稼か働どう率を七十五パーセントに設定。予測演算開始）

　操そう縦じゆう席のシートから身を乗り出し、ヘイズはオーケストラの指揮者のように右手を構える。うなじから延びた有機コードは船のメインシステムに直結し、船外の大気の状態をナノメートル単位の精度でヘイズのⅠ－ブレインに伝える。

　思考演算をHunter Pigeonの演算機関に同期。自分と船の全能力の七十五パーセントを使って、空気の運動を一分子単位でトレース。

　空気分子の配列を逆算し、論理回路の展開に必要な『音』を導みちびき出す。

（予測演算成功。「破砕の領域Erase Circle」展開準備完了）

　目標は船外、五〇〇メートル前方。Hunter Pigeonの進行ルートに立ちふさがる、白銀色の螺ネ子ジの群れ。

　その集団に照準を合わせ、ヘイズは親指と中指を弾はじく。

　生み出された音は操縦席前方のマイクに取り込まれ、周波数と振幅を厳げん密みつに保ったまま船体表面のスピーカーから放出される。微細な音は船外の空気を震ふるわせ、その運動をほんのわずかだけ変更する。わずかな変化は加速度的に増幅して、目標点の周囲の空気をヘイズが望む通りの位置に配列していく。

　空気分子の配列が、吹雪ふぶき舞まう空のただ中に、直径三〇メートルに亘わたる円形の『論理回路』を描き出す。

　論理回路とは特殊な幾何学パターンの組み合わせによって一定の情報構造を与えられた図形・紋もん様ようの総称であり、通常は建築材に刻み込んで物理的な強度を高めたり、銃弾に焼き付けて速度を高めたり、といった目的で用いられる技術。だが、ヘイズの生み出した『空気の論理回路』は、そういった通常のものとは一線を画かくす。

　固体ではなく空気分子によって描かれた論理回路は、風の流れに従って時間とともに微細にその姿を変化させ、結果として発生する情報構造体のわずかな変位は魔ま法ほう士しのⅠ－ブレインが行う『情報制御演算』と同様の効果を発生させる。

　論理回路に接触した流体金属メルクリウスの螺ネ子ジが『情報解体』の効果で原子単位に分解され、一いつ瞬しゆん後にただの水銀として再凍結、地表めがけて降り注ぐ。

　これが破砕の領域Erase Circle。

『記き憶おく領域を持たない出来損ないの魔法士』であるヘイズのためにリチャードが生み出した、この世でヘイズただ一人にしか扱えない能力だ。

（Ⅰ－ブレイン疲労蓄積率三パーセント。システム正常。予測演算成功）

　立て続けに三度指を弾はじき、左右と直下の三方向から襲おそいかかろうとしていた螺子を数百本まとめて消し飛ばす。三〇メートルあまりを切り取られた螺子はウィリアム・シェイクスピアの黒い本体部分へと巻き戻り、互いに融とけ合って白銀の翼つばさを再形成する。

　螺子に対する攻こう撃げきを繰くり返してすべての流体金属メルクリウスを消去し、攻撃手段を失った相手を捕ほ獲かくする──

　面めん倒どうな作戦だが、ヘイズには他ほかに選択の余地がない。情報構造体の強度を考えればウィリアム・シェイクスピアの本体に破砕の領域Erase Circleが効くとは思えないし、仮に効果があったとしても、それでは本当に相手を撃げき墜ついしてしまう。

　リチャードから受けた依頼は『エドワード・ザインを生かしたまま捕らえ、持ち去られたサンプルを無傷で取り返すこと』。

　生かして、とか、無傷で、とかいうところが、今回の仕事の最優先事項だ。

「……ったく、面めん倒どうな話だな！」

　叫ぶと同時にⅠ－ブレインを回転させ、有機コードを介して演算機関に命令を飛ばす。船体全容積の七十五パーセント以上を占めるHunter Pigeonの主動力部『ＷＺ－０型演算機関』はヘイズの思考を正確に読みとり、重力と慣性を制御して機体を急停止、後方から追いすがる白銀の螺子をやり過ごし、そのまま船首を天頂に向けて自由落下。

　間髪入れずに弾いた指が一秒前までHunter Pigeonが存在していた空間に直径三〇メートルの論理回路を刻み、霧む散さんした流体金属の螺子が水銀の粒となって降り注ぐ。

『うわわ！　なになになに？』

　操そう縦じゆう席を取り巻く立体映像ディスプレイの一枚が、甲かん高だかい少女の声で叫ぶ。船体後方の倉庫区画で翼つばさを休めていたファンメイが、急きゆう激げきな船の加速についていけずにひっくり返っている。とりあえず、この戦せん闘とうでは少女の出番はなし。対人・対魔ま法ほう士し戦闘においては圧倒的な力を発揮する『龍りゆう使つかい』も、一〇〇〇メートル単位の広範はん囲いで展開される飛行艦かん艇てい同士の戦いにおいては見事なまでの役立たずだ。

『ファンメイ。とりあえず翼は外して、操縦席に戻られた方がよろしいのでは？』

『だめ！　これがないと戦えないの！　わたしもちゃんと役にたつんだからあ！』

　が、そんな理屈はファンメイには通用しない。龍使いの少女はいまだにやる気満々で、ハリーの説得にもがんとして首を縦たてに振ろうとしない。口にこそ出さないが、自分の体を治すためにヘイズがこの依頼を受けたのを気にしているのだろう。

　気持ちは分からないでもないが、人間には向き不向きというものがある。

　ため息を吐つきつつ機体を立て直し、相対距離二〇〇〇メートルの位置に浮遊するウィリアム・シェイクスピアの漆しつ黒こくの船体をメインディスプレイ正面に捉とらえ、

「……なんだ？」

　Hunter Pigeonの行く手を遮るように、小さな人ひと影かげが浮かんでいた。

　船外カメラの映像を拡大し、その姿をメインディスプレイに大写しにする。金色の髪にエメラルドグリーンの瞳ひとみ、エドワード・ザインと一いつ緒しよにいたあの少女。なんの支えもなしに宙に浮かんでいるということは、彼女も魔法士なのだろう。

　……ったく、次から次へと。

　内心でそんな言葉を呟つぶやき、機体を静止させて少女の出方をうかがう。『予測演算』に特化されたヘイズのⅠ－ブレインは、相手の攻こう撃げき手段を知らないことにはなんの役にもたたない。まずは、少女の能力を見極めることが重要だ。

　ディスプレイの向こう、闇やみ色の空を背景に、少女の金色の髪が揺れる。

　大きなエメラルドグリーンの瞳で真まっ直すぐにこっちを見つめ、少女はにっこり微笑ほほえみ、

　──次の瞬しゆん間かん、メインディスプレイ越しの空を光の束が埋め尽くすのと、膨ぼう大だいな量のエラーメッセージがヘイズのⅠ－ブレインを駆けめぐるのが同時だった。

（不正アクセスを検出、検出、検出、検出、検出、検出、検出検出検出検出検出検出検出検出検出検出──侵入者撃退ルーチン異常終了。目標は防ぼう壁へきを突破、船体制御システム第一層に到達。第二から第八までの防壁の展開に失敗──）

「なんだ！　なにがどうなってる！」

　あまりのことに対処が追いつかない。Ⅰ－ブレインを介してHunter Pigeonのメインシステムに侵入し、血の気が引く。翼つばさのような光の束のイメージがシステム全領域を好き勝手に飛び回り、制御権を次々に奪い取っていく。十と重え二は十た重えに張り巡らされているはずの侵入者撃退ルーチンはどういうわけか機能を果たさず、それどころか光の翼つばさを守るようにヘイズの行く手に立ちふさがってくる。

「くっそったれ！」

　Ⅰ－ブレインをフル回転させて、必死に船の制御回復を試みる。メインディスプレイに広がる光の束は、金髪の少女の背を中心に空を覆おおい尽くさんばかりに広がっている。

　光で形作られた、一対の天使の翼。

　その背に守られるように、ウィリアム・シェイクスピアの漆しつ黒こくの船体がゆっくりと浮上を開始した。

　ヘイズは脳内で演算機関に命令を飛ばし、Hunter Pigeonのメインシステムはその命令を拒絶する。通常のハッキングとはわけが違う。システム内部のどこにも破は壊かいや書き換えの痕こん跡せきは見られず、ただ制御権だけが失われている。こっちの言うことを聞かない以外は艦かん内ないの全機能になんの障害も見られず、そのことがかえって無ぶ気き味みだ。

　頭上のサブディスプレイの一枚に、横線三本のマンガ顔が表示される。

『ヘイズ、あまり良くないお知らせです』

「どうした！」

『演算機関の制御権が、侵入者に移行しました』

　言葉の意味を理解するのに、二秒ほどかかった。

「──んなバカな話があるか！」

　叫んでみたところで事態は好転しない。操そう縦じゆう室が大きく斜めに傾き、Hunter Pigeonの一五〇メートルの船体がヘイズに断りもなく降下を開始する。とうとう船外カメラの映像が消滅し、代わって『ごめんなさい』という文字がディスプレイ一杯に表示される。

　操縦席から立ち上がろうとして、体が思うように動かないことに気づく。

「……マジかよ」

　天使の翼はディスプレイから抜け出て部屋中に広がり、なだめるようにヘイズの体を包み込んでいた。

「ヘイズ！　どうしたの！　なんで落ちてるのよぉ！」

　扉が開ききるのももどかしく、ファンメイが操縦室に転がり込んでくる。『黒の水』は部屋の外に置いてきたらしく、背中からは細い紐ひも状の触手が二本、扉の隙すき間まに延びている。『ごめんなさい』に埋め尽くされた室内をぐるりと見回し、光の束をまったく無視してヘイズに駆け寄るなり、

「なにこれどうなってんの？　ハリー壊こわれちゃったの？」

「お前……」

　見て分かんねえのかよ──そう言いかけて気づく。ファンメイはこの光の中でも平然と動いている。少女には、天使の翼が見えていない。

　ふと気づく。龍りゆう使つかいの能力、『絶対情報防御』。少女の肉体を構成する『黒の水』は細胞の配列によって微細な論理回路を形成し、あらゆる情報構造体攻こう撃げきを完全に遮断する。

　……そういうことか。

　自分が見ている『光の翼つばさ』は、おそらくⅠ－ブレインに侵入した情報構造体によって脳内に構築された幻だ。船の制御システムだろうと魔ま法ほう士しのⅠ－ブレインだろうとコンピュータであることに変わりはない。圧倒的な演算速度で情報の側から相手を制御する──それがあの金色の髪の少女の能力なのだろう。

　自分もハリーもHunter Pigeonも、その力の前には為なす術すべがないのはよく分かった。

　だが、ファンメイなら。

　いかにとんでもない能力だろうと、それが『相手の情報を支配する』能力である限り、龍使いには通用しない。

　まだ、ゲームは終わってねぇみてえだな……

　思うように動かない体で、ヘイズは一つ指を鳴らした。

「──ファンメイ、お前の出番だ」

　前置きなしのその言葉に、少女が「ふぇ？」と首をかしげた。
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　大きく深く息を吸い込み、フィアは天使の翼を空いっぱいに広げる。闇やみ色の大気を光で満たし、心の内に世界を取り込む。効果範はん囲いを直径五〇〇〇メートルに設定。対象空間内の全存在情報をⅠ－ブレインの記き憶おく領域に転写。物質、空間、生物、無生物──光の翼が届く限りのすべてを情報として脳内に再構築し、対象と自分の間に『完全なリンク』を確立する。

（「同調支配」に成功）

　吹き抜ける風は暖かく、髪を揺らす感触が心地よい。マイナス五〇度の凍こごえた大気も秒速三〇メートルの突風も、フィアが望めば春のそよ風へとその姿を変える。数値演算によって動作を細かく定義された普通の魔法士の能力と違い、すべてを感覚のレベルで処理する『同調能力者』のⅠ－ブレインは複雑な命令を必要としない。大気運動の制御も重力の書き換えも、フィアにとっては指を動かすのと同じくらい簡かん単たんなこと。意のままにならないものはなにひとつ存在せず、あらゆる事象が五感のレベルで認にん識しきできる。

　魔法士三人分と飛行艦かん艇てい二隻分の情報をいっぺんに取り込むのは不安だったが、今のところⅠ－ブレインが機能停止する様よう子すはない。演算機関の存在情報というのは思ったよりも大きくないらしい。

　……なんとか、うまくいきました。

　あらゆる情報構造体を意のままにする同調能力も、決して万能というわけではない。人間や人工知能などの『高速で思考する物体』を取り込むには、それなりの脳内容量を必要とする。通常の空間や無生物の存在情報ならほぼ無む尽じん蔵ぞうに制御できるが、人間が相手ならたとえそれが魔ま法ほうが使えない一般人でもせいぜい二〇人が限度。その上、特殊なデバイスを使ってあらかじめ目標物を設定しておかないと、能力の効果範はん囲いは自動的に自分を中心にした球形に広がってしまう。当然、敵だけを選んで支配するなんて器用なこともできない。

　要するに、人が密集したところで下へ手たにⅠ－ブレインを起動すると、『同調能力』は周囲の人間を無差別に取り込んで勝手に容量不足による機能停止を引き起こしてしまう。

『フィアの力はものすごく強いけど、同じくらいものすごく不器用だから気を付けてね』

　そう言って、黒髪の少年はいつもフィアのことを心配してくれるのだった。

　……錬れんさん、今のうちです。

　後方に浮遊するウィリアム・シェイクスピアの船内に心の声を届け、意い識しきの焦点を二〇〇〇メートル向こうに漂うHunter Pigeonにあわせる。船の制御システムの情報を認識。船内には人ひと影かげが二つ。一人は操そう縦じゆう席に座る赤髪の青年。一房だけ青く染めた前髪と、左右色違いの薄うす茶ちや色と赤の瞳ひとみが特徴的だ。そしてもう一人は……

　え？

　なにかの間違いかもしれないと思い、脳内に構築された『世界のコピー』をもう一度検索しなおす。やっぱりだめ。船の制御システム越しに伝わる情報と、実際の船内空間の情報が矛む盾じゆんしている。青年の言葉にしきりにうなずく、三つ編あみお下げの少女の姿。肌にぴったりと付く黒い戦せん闘とう服に、背中から延びた触手のような器官。船内カメラは確かにその姿を捉とらえているのに、情報の海の中にはそんな存在情報は影も形も見あたらない。

　……違います……これ……

　完かん璧ぺきに写し取ったはずの世界情報の中に、ぽっかりと人型の虚うろが開いている。周囲の情報は確かにそこに人間がいることを示しているのに、いくら探ってもなにも見つからない。

　論理構造の破は綻たんにⅠ－ブレインがエラーを起こし、同調支配が弱まる。

　自由を取り戻しそうになったHunter Pigeonを慌てて脳内に取り込もうとして、少女の姿を見失ってしまったことに気づく。

　どこ？

　答は正面、Hunter Pigeonの直上。船体上部のハッチから躍おどり出た黒髪の少女が、背に生はえた二対四枚の漆しつ黒こくの翼つばさを羽ばたかせる。

　一対の鳥の翼と、一対の蝙蝠こうもりの翼。

　片側だけでゆうに五メートルはある大きな翼をいっぱいに広げ、少女は口元に小さな笑みを浮かべて、

[image: ]

「──いっくよー！」

　踊るように、空に身を翻ひるがえした。

　予想外の事態に頭が混乱する。なにが起こっているのか分からない。少女は翼つばさの一羽ばたきで大気を摑つかまえ、黒い風となって一直線に突っ込んでくる。とっさに大気の運動を制御し、少女の周囲に無風状態を作り出す。それでも少女の機動は止まらない。二対の翼から風を吐き、羽ばたく力で大気の壁かべを叩たたきつけ──そこまでのことが手に取るように分かるのに、肉眼では確かに見えているのに、少女の存在情報だけがⅠ－ブレインに認にん識しきできない。

　そんな、どうして──！

　瞬まばたきするほどの間に、少女は一〇〇メートルの距離まで近接。黒い翼の一枚が十二本の触手の槍やりに爆はぜ、こっちに向かって一直線に撃うち出される。とっさに周囲の空間を動かしても、生み出された重力波は触手の槍にかすりもしない。知覚も運動も加速できなければ予測演算も不得意なフィアのⅠ－ブレインは、こういう戦せん闘とうにはまったく向いていない。

　それでも、でたらめに繰くり出した攻こう撃げきの一つが、左前方から突っ込んでくる触手を偶然に捉とらえる。

　重力波によって半ばで引きちぎられた触手は、黒い水に融とけて雨のように闇やみ空ぞらを流れる。

　瞬しゆん間かん。

「──あぐっ！」

　頭をナイフで貫かれるような痛みに、危うく気を失いそうになった。

　重力波によって構造を破は壊かいされた触手の存在情報がいきなり『情報の海』の中に出現し、その損傷が同調作用によってⅠ－ブレインにフィードバックされた。周囲の空間の情報を無差別に取り込む『同調能力者』は、他者を攻こう撃げきしたり物を破壊したりすることができない。あらゆる損傷は同調作用によって自分自身の脳に逆流し、『痛み』として知覚されてしまう。相手の情報が認にん識しきできないせいで油断していた。

　必死に痛みを堪こらえ、顔を上げたときにはとっくに手遅れ。

　少女のにこにこ顔が、すぐそこにあった。

「わたしの勝ち、だよね？」

　黒い触手がフィアの両腕と両足に絡みつき、動きを封じる。締しめ上げる、というわけではない。こっちの体を傷つけないように、気き遣づかうような繊せん細さいな動き。

　少女は「ちょっと待ってね」と戦せん闘とう服のポケットをあさり、小指の先ほどの大きさの機械を取り出した。

「動いちゃだめ。ノイズメイカーつけるだけなんだから」

　機械を指につまんだまま、少女がゆっくりと近づいてくる。ほんの一メートル向こうに確かに少女の姿があるのに、相変わらずⅠ－ブレインはその存在が認識できない。逃げようと必死に身を捻ひねっても、黒い触手はびくともしない。

　格好いいことを言って飛び出したくせにこの有あり様さま。

　七ヶ月前の、なにもできなかった頃ころの自分の記き憶おくがよみがえり、涙が出そうになる。

　黒い翼つばさの少女は伸ばしかけた手を止め、傷ついたような顔で口を開きかけ、




「……え？」




　次の瞬しゆん間かん、少女が不ふ思し議ぎそうな声を上げ、その格好のままで静止した。

　激しい痛みがフィアの脳を貫き、「ごめん！　これしか方法がなくて！」とその頭を抱きしめられる。両腕と両足に絡みついていた触手はフィアと少女のちょうど中間地点の辺りで切断され、その損傷がⅠ－ブレインにフィードバックされたのだと分かる。そればかりではない。少女の背から生はえた残り三枚の翼はすでに根本から切断され、落下しかけたままの姿でやはり空中に静止している。

　物理定数の書き換えによる、時間単位の改変。

　情報の海の異常な乱れに同調能力が強制終了される。自分が『時間の流れが加速された空間』の中に浮かんでいるのだと、唐突に理解する。

「……大丈夫？　まだ痛い？」

　心配そうな少年の声。痛みが完全に治まるまで三秒待ってから、顔を上げて笑って見せる。

　目の前には黒髪の少年の姿。

　天あま樹ぎ錬れんは安心したように息を吐き、それから右手に握ったナイフに視線を落として、

「また月つき姉に怒られるね」

　ナイフの柄つかに埋め込まれた紫色の結晶体に、小さな亀き裂れつが走った。

　半透膜状の球形の揺らぎがフィアと錬の周囲を包み込み、二人を外界の物理法則から遮断している。『自己領域』と呼ばれるこの揺らぎは本来なら近接戦せん闘とう特化型魔ま法ほう士し『騎き士し』が用いる能力で、物理学の最も基本的なパラメーター『光速度』『プランク定数』『万有引力定数』を書き換えることで自分の周囲に『都合がいい物理定数が支配する空間』を作り出す。

　本来なら騎士のⅠ－ブレインと専用デバイス『騎士剣』なしには起動できないこの能力を再現するために、錬のナイフには兄・真ま昼ひると姉・月つき夜よの手で仕掛けが施されている。柄に埋め込まれた結晶体は擬ぎ似じ的に騎士剣の能力を再現するためのデバイスで、錬はこれと自分のⅠ－ブレインをあわせることで、領域内の時間で三分だけ『自己領域』を展開することができる。

　ちなみに、これはまだ未完成の試作品で、一回起動すると二度と使えなくなってしまう。

　月夜からは『なにが起こるかわかんないから、ほんっっっっとにどうしようもないとき以外は使わないこと！』と釘を刺されているはずだ。

「ごめんなさい……あの……私……」

「謝あやまることなんてないよ。──それより、急がないと！」

　紫の結晶体が音を立てて砕け、自己領域が消滅する。周囲の空間が時間の流れを取り戻し、三つ編あみお下げの少女が斬きり飛ばされた翼つばさと共に真っ逆さまに落ちていく。

　落下態勢のまま、呆ぼう然ぜんとこっちを見上げる少女の顔。

　その顔に向かって小さく頭を下げ、フィアは天使の翼を展開する。

　Hunter Pigeonの演算機関をもう一度取り込み、航行プログラムを自動操そう縦じゆうに設定。船の行く先を地表に向け、錬に手伝ってもらって時間稼かせぎのプロテクトをかける。

「なんとか……うまくいきましたね」

「うん。フィアのおかげだよ」

　背後に影かげ。ウィリアム・シェイクスピアの漆しつ黒こくの船体が、二人のすぐそばに近づいてくる。流体金属の翼が手を振るように二度三度と揺れ、操そう縦じゆう室に通じる扉が船体表面に出現する。二人はその中に身を滑り込ませ、それを確認したように扉が融とけてただの壁かべに戻る。

　ほうっ、と安あん堵どの息を吐く二人。

　錬が「そうだ」と呟つぶやき、部屋の中央の生命維い持じ槽そうに向きなおった。

「自己紹介がまだだったっけ。僕は天樹錬。こっちがフィア。よろしく！」

「よろしくお願いしますね」

　フィアは錬と目配せを交わし合い、男の子に向かってにっこり笑って見せる。

　男の子は、そんな二人の顔をぼんやりと見つめ、生命維持槽のガラス越しにぺこっと頭を下げた。
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　流体金属の翼つばさが、空に舞まう。

　十二枚の白銀の翼を広げた漆しつ黒こくの鳥が、雲海の向こうに消えていく。

　操そう縦じゆう席のシートからはるか上空一万八〇〇〇メートルの映像を見上げ、ヘイズは深々とため息を吐ついた。

「……面めん倒どうなことになって来やがったな」

『追いますか？』

　天てん井じようのスピーカから流れるハリーの声にも、やる気が感じられない。今から追っても到底追いつけないことはハリー自身が一番よく分かっているはずだ。

「やめとけ。それより、先生に連絡だ」

　了解、という声を上の空で聞きながら、サブディスプレイの一枚に視線を走らせる。ようやく斬きり飛ばされた『黒の水』をすべて回収し終えたのだろう、ファンメイは荷電粒子砲の砲身に腰掛け、ひどく落ち込んだ様よう子すで翼をしおれさせている。

『……ごめんねヘイズ。失敗しちゃった……』

「あーわかったわかった。今コーヒー入れてやるから、んな落ち込むなって」

　シティ・ロンドンと通信がつながるにはまだ時間がある。ヘイズは操縦席から立ち上がり、少女が映っているのとは別のディスプレイを指で弾はじいて目の前に引き寄せた。

「……しっかし、とんでもないのが出て来やがったな」

　Hunter Pigeonのデータベースを総ざらいしてやっと見つけた。黒髪に黒目の、東洋人の少年の姿。名前、所属、年ねん齢れい、その他ほかいっさいが不明。分かっていることは二つ。依頼達成率一〇〇パーセントの便利屋だということと、複数の異なる系統の能力を操あやつる特異なⅠ－ブレインを有しているということ。

　七ヶ月前のシティ・神こう戸べ崩ほう壊かい事件にも関与したと噂うわさされる、恐らく世界で最高レベルの魔ま法ほう士の一人──通称『悪魔使い』。

　……面倒なことになって来やがったな。

　鉛色の雲の天てん蓋がいを見上げ、ヘイズはもう一度、ため息を吐いた。







　　第三章　空を抱く大樹　～Seed of Wish～







　──その少年は、エドワード・ザインと名付けられた。




　最初に発見されたとき、少年は生きているのが不ふ思し議ぎな状態だった。体温三〇度、瞳どう孔こう散大、血圧六〇、脈拍消失寸前。マイナス二〇度近い空気に長時間さらされたためだろう、タイル張りの床に横たわる少年の身体からだにはうっすらと霜しもが張り付き、空に向かって見開かれた瞳ひとみはそのままの形で凍り付いていた。

　三年前、西暦二一九五年四月五日──

　スイス地方、シティ・チューリッヒ跡地の調査に向かったシティ・ロンドン自治軍の部隊がその少年を発見したのは、全くの偶然だった

　チューリッヒ跡地から北に一〇〇キロ。公式記き録ろくには残されていない、廃棄されて久しい地熱発電プラントの地下施設。内部には膨ぼう大だいな研究データや機材が残され、何者かが研究施設として利用していたことは明白だった。本国からの指示でチューリッヒ跡地の調査は中止。作戦目的を変更したロンドン軍の兵士はプラント内部をくまなく探索し、やがて、一つの部屋にたどり着いた。

　地上監かん視し所を改装したと思おぼしきその部屋は円形の天てん井じよう全体を透明な強化プラスチックのドームに覆おおわれ、外界の様よう子すが一望できるようになっていた。管理システムの記録は室内の空調系統が停止してから丸一週間が経過していることを告げ、それを裏付けるように、チタン合金の壁かべ越しに入り込んだ冷気が床と壁と天井のすべてを氷の薄うす膜で包んでいた。

　部屋の中央の席には、三〇代半ばの女の死体。

　その傍かたわらに倒れる、氷こおり漬づけの少年。

　誰だれもが最初、それを、ただの凍死体だと思った。

　少年の命を救ったのは、兵士の一人がたまたま持ち込んでいた、情報制御の検出器だった。魔ま法ほう士しの能力を感知するそのセンサーが機能停止寸前だった少年のⅠ－ブレインに反応し、小さな警けい告こく音を発した。少年がまだ生きていることに気づいた兵士達はすぐさま応急処置を施し、少年は氷漬けの唇から声にならない吐息を漏らした。

　その後の解析によって、少年が、少なくとも一ヶ月はその場所に倒れたままであったことが判明している。

　少年はすぐさまシティ・ロンドンに連れ帰られ、医い療りようスタッフの治療で一命を取り留めた。

　少年と共に発見された死体は屍し蠟ろう化していたおかげで損傷もほとんどなく、その正体を突き止めるのに大して時間はかからなかった。




　エリザベート・ザイン、という女がいた。

　アルフレッド・ウィッテンは彼女を「怪物」と呼び、天あま樹ぎ健けん三ぞうは彼女を「天才」と呼んだ。

　魔ま法ほう士しの正式名称『ウィッテン・ザイン型情報制御能力者』にその名を残す、情報制御理論創始者の一人。Ⅰ－ブレインの生物学的構造とその育成過程の基き礎そ理論をただ一人で生み出した、人類史上最も偉大な大脳生理学者。

　だが同時に、彼女は、同時代の科学者の中で最も孤独な日々を過ごした人物として知られていた。

　──社会不適格者。

　彼女を少しでも知るものは、一人の例外もなく、彼女をそう評した。

　エリザベート・ザインにとって、この世のすべては『研究に役立つもの』と『立たないもの』の二つに大別されていた。そして彼女は、『研究の役にたたないもの』をなにひとつ必要としなかった。彼女が研究以外のことを口にするのを見たことがある者は十人に満たず、当たり前の挨あい拶さつを交わしたことがある者に至っては片手で足りた。

　朝起きる。食事を取る。研究する。食事を取る。研究する。寝る──毎日がその繰くり返し。

　お前は研究のために生きているのかと誰だれかが冗じよう談だんで問えば、彼女はためらいなくその通りだと答えた。

　彼女はまた、その常軌を逸いつした研究スタイルでも有名だった。解剖と生体実じつ験けんが欠かせないはずの大脳生理学という分野において、彼女はただ一度の実験も行わず、ただ一体の献体さえも解剖しなかった。

　すべては端末のデータ上の仮定と、思考実験の産物。

　シティ・ロンドンでの十年に及ぶ研究員生活で彼女が生み出した膨ぼう大だいな『机上の空論』は、科学の歴史を三〇年は進めたと言われている。

　彼女のこのスタイルは、情報制御理論の完成以降も変わることはなかった。二人の共同研究者──アルフレッド・ウィッテンと天樹健三が次々に新しい実験体を生み出していく中、彼女はあくまでも基礎研究を続け、決して現実の『魔法士』を作成しようとはしなかった。

　こんな逸いつ話わが残されている。ある日、同僚の学者が彼女に問うた。君は完かん璧ぺきな理論を生み出したのに、なぜそれを現実の役に立てようとしないのか、と。

　エリザベート・ザインは首をかしげ、心底不ふ思し議ぎそうに問い返した。完璧な理論はそこにある。この上いったいなにが必要なのか、と──

　どうして『自分の理論を現実の役に立てなければならない』のかが、彼女には、本当に理解できなかった。

　仮定と思考実験を繰くり返し、美しい理論を構築すること。

　ただそれだけで、彼女は足りていた。




　西暦二一八六年の大気制御衛えい星せい暴走事故のあとも、彼女の研究への情熱はまったく衰えることはなかった。魔ま法ほう士しの兵器利用を進めようとする軍に自分の研究が邪じや魔まされることを嫌ったエリザベートは、大戦勃ぼつ発ぱつ後の混乱期にシティ・ロンドンを脱出。その後の足跡はシティ・ロンドンの公式記き録ろくには残されていないが、調査隊がプラントから回収した資料を見るに、どうやらヨーロッパ各地を転々としながら研究を続けていたらしい。

　彼女がどこかのシティに協力すれば、あるいは戦局を大きく動かし、大戦を早期に終結させることも可能だったかもしれない。

　そして、やはり、そんなことは彼女にとってはどうでもいいことだったのだろう。

　大戦終結後の西暦二一九二年、彼女の人生に一つの変化が訪れる。スイス地方の太陽光発電プラント跡に移り住んだエリザーベート・ザインは、なんの気まぐれか、そこで一体の魔法士を生み出す。以降の三年間、彼女はその魔法士と共に研究の日々を送り、西暦二一九五年の三月、ウイルス性の内ない臓ぞう疾しつ患かんが元でこの世を去ることになる。

　最後まで、世界を省みることなく。

　最後まで、ただ己の理論だけを信じて。

　彼女の人生が本当に満ち足りたものだったのか──それは、誰だれにも分からない。

　シティ・ロンドンに保ほ護ごされた、エリザベート・ザインの生涯ただ一人の作品。

　少年は、エドワード・ザインと名付けられた。
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「……ま、だいたい、話は分かった」

　ヘイズは一つ指を鳴らし、シート型のディスプレイをテーブルから取り上げた。応接室の中央に設しつらえられたテーブルはきれいな木目調で、データディスクの山はおろかチリひとつ見あたらない。椅い子すの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、目の前でディスプレイをひらひらと振ってみる。紙の書類を模した薄うす膜状のディスプレイには、生命維い持じ槽そうの羊よう水すいに浮かぶ少年の姿が映し出されている。

　短くそろえた薄茶色の髪に、同じ色の瞳ひとみ。張り付いたような無表情でこっちを見つめる、十歳ほどの白人の少年。

　シティ・ロンドンの最高機密、人形使い『エドワード・ザイン』。

「要するにここの軍は、拾い物でおまけに正体不明の実じつ験けん体を、訳も分からずに使ってたってことだな？」

「……もう少し遠回しな表現ができんのか？　お前さんは」

　テーブルの向こうでリチャードが苦笑する。着流し白衣とだてメガネという相変わらずの格好だが、胸元にはしっかりと軍の認にん識しき票ひようが光っている。

　燃もえかすのタバコを灰皿で潰つぶし、新しいのを一本取り出して火をつけ、

「実際、当時の研究員も対処に困ったらしい。Ⅰ－ブレインを解析してとりあえず人形使いだってことは分かったが、脳の構造が恐ろしく複雑な上に、記き憶おく領域もプロテクトの塊かたまりで手がつけられない。本人の口からなにか聞き出そうにも、日常会話すら満足にこなせない」

　タバコを口に当て、ぷかりと煙を吐き出し、

「……まあ、それでも命令されたことはなんでもやるし、Ⅰ－ブレインの能力も信じられんほど高い。なんだかんだで軍の情報制御理論研究部が引き取って、開発が終わったばかりの『シェイクスピア』のテストパイロットにしちまったんだが……」

　そこでふと言葉を切り、意地の悪い笑みを浮かべて、

「ところで……なかなか似合ってるな、その格好」

「殴るぞ」

　ヘイズは即答し、上着の裾すそをつまんで盛大なため息を吐ついた。

　せめてもの抵抗に派は手でに着崩した血色のスーツは、ロンドン自治軍正式採用の制服を染め直した特注品だ。真っ赤なロングジャケットに真っ赤なスラックス、胸元に大きく覗のぞいた防ぼう刃じんシャツは深い黒色で、ダークブルーと白を基調にした本来のデザインとは似ても似つかない代しろ物ものになっている。

「あのな、先生。オレはべつに好きで着てるわけじゃねぇんだぞ？　制服着るのも契約条項の一部だって言うから、この色なら着てやるっつっただけで……」

「あーわかったわかった」

　誠意のカケラも感じられない口調でヘイズの言葉を遮り、リチャードは火がついたままのタバコを指先でくるりと回す。ヘイズはあとに続けるつもりだった膨ぼう大だいな量のセリフを飲み込み、もう一度ため息。今さら先生に文句を言ったところで始まらないし、そもそも選択の余地がないのだからどうしようもない。

　シティ・ロンドン第二〇階層、情報制御理論研究部Ａ棟。壁かべのデジタル時計が示す日時は『十月三日午前一時』。ウィリアム・シェイクスピアとの交戦から十二時間が経過した今、ヘイズはオフホワイトに統一された応接室の真ん中に、暗い血色の軍服姿で座っている。

　襟えり元に縫ぬいつけられた階級章には、ロンドン自治軍の客員士官を表す赤い三本線。

　まさか自分が軍の人間になる日が来るとは、夢にも思わなかった。

　契約期間は未定。所属はロンドン自治軍・情報制御理論研究部。階級は中佐扱い。

　報酬は二人分の市民ＩＤとあらゆる生活の保障、そして、ファンメイの治ち療りよう。

　……確かに、一週間前にリチャードの許もとを訪れたときには、その条件で納得した。

　だが、こうしていざ軍服に袖そでを通してみると、自分がなにかとんでもない間違いを犯してしまったような気がしてくる。生まれてからこっち、ヘイズは軍隊という代しろ物ものについて、ろくな想い出を持っていない。

　自分を勝手に生み出して勝手に捨てたのが軍なら、自分から家族を奪ったのも軍だ。

「まあ、そう情けない顔をするな」苦笑混じりのリチャードの声。「何度も言うが、これがベストの選択だ。お前さんたちの存在を公おおやけにしておけばシティ・モスクワも派は手でには動けんし、うちロンドン軍の連中に対する牽けん制せいにもなる。……下へ手たに裏から保ほ護ごした日には、連中、あの子を実じつ験けん動物扱いしかねんからな」

　不ふ承しよう不ぶ承しよううなずく。リチャードの言う通り、今や世界でただ一人の龍りゆう使つかいとなったファンメイは、世界中の研究者が欲しがる貴重なサンプルだ。シティ・モスクワは言うに及ばず、このシティ・ロンドンにしても、リチャードの口添えがなければ少女を人間扱いしてくれるとは思えない。

　そのファンメイは、シティ・ロンドンにたどり着くなり『久々に頑張って疲れたから寝るの』と宣言し、今ごろは割り当てられた官舎の自室でぐっすり夢の中のはずだ。

　寝る前に計った体温は三十六度九分。

　微熱とは言え、相変わらず原因は不明のままだ。

「……マジで大丈夫なのかよ、あいつ……」

　無む意い識しきに呟つぶやき、はっと我に返る。考えていたことがそのまま口に出てしまった。照れ隠しにそっぽを向き、横目にリチャードの顔色をうかがう。リチャードはなにが嬉うれしいのかわずかに目を細め、

「とりあえず、あの子のことは任せろ。軍の連中はあの子を人ひと質じちにお前さんを都合よく利用するつもりらしいが、その辺は私が上う手まくやる。……それより、だ」

　テーブルに身を乗り出し、ヘイズの手からシート型ディスプレイを取って、

「話を戻すぞ。ともかく、エドワード・ザインはロンドンの実験体として三年過ごした。態度は従順そのもので、自分からなにかを主張することも全くなかったから、ここの研究員も油断してたらしい」

　ディスプレイの縁ふちの操そう作さ端子を二、三度指でなぞり、テーブルに投げ出す。さっきまで表示されていた薄うす茶ちや色の髪の少年の姿はそこにはなく、代わってどこかの施設跡らしきものが映し出されている。

　アイルランド島北西部、地下二〇〇メートル。二ヶ月前のエドワード・ザイン脱走劇げきの引き金となった、大戦中の物と思おぼしき研究施設。その調査に護ご衛えいとして同行した少年はロンドンへの帰き還かん中に原因不明の暴走。施設内で発見された『世せ界かい樹じゆ』と呼ばれる実験サンプルを奪い行方ゆくえをくらませた──と、そこまでが、ヘイズが以前に聞かされた事のあらましだ。

　書類を模した薄紙状のディスプレイに手を伸ばす。

　と、それを見計らったようにリチャードが口を開いた。

「その施設な……エリザベート・ザインが戦後に使ってた物だ」

　思わず、手が止まった。

「マジか？」

「施設内のデータベースを検索して分かった。もともとはアイルランドのシティ・ベルファストが情報制御理論の研究のために建設したものなんだが、大戦中にベルファストの崩ほう壊かいと共に放棄されたのを、エリザベートが勝手に利用したらしい。……時期は西暦二一九一年の二月から一年ほど。そこで研究されてたのが」

「……あの種か」

　そういうことだ、とうなずき、リチャードは先を続ける。

「ま、あの実じつ験けん嫌いがなぜ机上の理論に満足せず、現実のサンプルを作成したのかはわからんがね。ともかく、エリザベートは翌年にはこの研究施設を引き払ってチューリッヒのプラント跡に移り住み、エドワード・ザインを生み出してる。……どうだ？　面おも白しろいだろう」

　面白いどころか、話ができ過ぎている。

　ヘイズはリチャードの顔を横目に、ディスプレイの記述に視線を走らせる。

　リチャードはすっかり灰の塊かたまりになったタバコを灰皿に弾はじき、

「面白いついでにもうひとつ。これはロンドン自治軍でも一部の人間しか知らんことだが……」

　そこで言葉を切り、少し考え、

「……その研究施設跡の調査命令、どこからも出ていない」

「は？」意味が分からない。

　リチャードはだてメガネを外し、いつになく真剣な表情で、

「命令書に改ざんされた跡が見つかった。おそらく、ネットを介して軍のメインシステムにアクセスしたんだろう。……実は、『世せ界かい樹じゆの種』って名前の実験サンプルが存在してるらしいって情報は、ここの軍もかなり前から摑つかんでてな」

　そもそも、ロンドン軍が『世界樹』の存在を知ったのは半年前。エリザベート・ザインが戦後に利用した無数の研究施設跡のひとつが、フランス中部の地下で発見されたときのことだ。軍の研究員は施設跡に残された膨ぼう大だいな資料をシティに持ち帰って解析し、その中に、『世界樹』と呼ばれるサンプルに関するいくつかの研究記き録ろくを発見した。

　それは、驚おどろくべき内容だった。

　この一件はすぐさまシティ・ロンドンの最高議ぎ会かいに報告され、最高議会は直ただちに軍に『世界樹の種』の探索を命じた。同時に、情報制御理論研究部には『世界樹』研究のための専門グループが設立された。軍はヨーロッパ中の研究施設跡やプラントをくまなく調査してさらに詳しい『世界樹』の資料をシティに持ち帰り、しかし肝心の『種』の所在に関してはなんの情報も得られないまま四ヶ月が過ぎた。

　つまり、二ヶ月前に『世せ界かい樹じゆの種』が発見された段階では、アイルランド地方の研究施設跡に『種』が隠されていることはおろか、そもそもそんな施設が存在していることを知っていた者さえ、ロンドンには一人もいなかったことになる。

「……ようするに、だな」ヘイズは口元に指を当て「『世界樹の種』の隠し場所を突き止めたどっかの誰だれかが、わざわざ裏から軍のシステムに侵入して、調査隊とエドワードをそこに向かわせたってことか？」

　リチャードは、そうだ、とうなずく。

　ますます話がややこしくなってきた。

　ヘイズはシート型ディスプレイをテーブルに放り出し、椅い子すの背に勢いよく体を預けた。

「エドワード・ザイン本人が犯人、ってことはねぇのか？」

「それも含めて調査中だが、可能性は低いな。あれは軍の機密に関かかわるようなラインからは常に遠ざけられていたし、そもそもハッキングや防ぼう壁へき破りの能力を持っていない」

「なら、怪しいのはあいつらか……」

　あいつら、というのはもちろんエドワード・ザインと一いつ緒しよにいた二人の魔ま法ほう士しのことだ。『悪魔使い』の少年と、『天使の翼つばさ』を操あやつる少女。あの二人が黒幕だとすると一応の説明はつく──そう思い、リチャードの顔を見る。

　リチャードは肩をすくめ、ゆっくりと首を横に振った。

「……違うのか」

「司令部の連中も最初はそう思ったらしくてな。ここ半年ほどの『悪魔使い』の行動記き録ろくは調べがついてる。ここロンドンに侵入するとなるとそれなりに大がかりな仕掛けが必要なはずなんだが、どう調べても目立った動きが見つからない。……それどころか、ヤツはこの七ヶ月、西ヨーロッパ──特にシティ・ベルリンの周辺に近づくのを避さけてる節ふしがある」

「どういうことだ？」

「私に聞くな。わかるわけがなかろう」

「そりゃそうだ」ヘイズは呟つぶやき、タバコの煙で淀よどんだ天てん井じようを見上げ「……ったく、めんどくせえ話だな」

　逃げた魔法士を一人捕まえるだけだったはずの依頼が、どんどんややこしくなっていく。エリザベート・ザインの研究施設。そこにエドワード・ザインを向かわせた何者かの存在。少年に手を貸している二人の魔法士。そしてなにより、少年の目的──

「そういや、まだ肝心なこと聞いてなかったな」

　弾みをつけて椅子から起きあがり、ヘイズは一つ指を鳴らした。

「結局、その世界樹ってのはなんなんだ？」
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「うーん……」

　テーブルの上に無造作に置かれた種を、指でつついて転がしてみる。当たり前だが反応無し。微細な論理回路が刻まれた表面は金属を貼はり付けたように冷たく固く、上う手まく加工すれば銃の弾に使えそうだ。

「うーん……」

　鳥の羽のような飾りが付いた、手のひらほどの小さな種。飾り羽根の先端が有機コードの接続端子になっていることは、調べてすぐにわかった。どうやら本当に、これは一種の演算素子らしい。それ以上のことはまったく不明。試しにⅠ－ブレインと直接繫つないでみたが、上手く中に入れない。おそらく、表皮の論理回路がプロテクトの役目を果たしているのだろう。

「う─────ん……」

　両腕で頰ほお杖づえをついたまま、銀色の種から少し視線を動かす。隣となりに置かれた携帯端末の画面上では、膨ぼう大だいな量の文字列が今も上から下に流れ続けている。『ザイン表記』と呼ばれる情報制御演算の数式表現の一種で、計算がややこしい代わりに式が極端に少なくて済むのが特徴──と言っても、情報制御理論の研究者達が主に使うのは解析にほとんど計算を必要としない『ウィッテン表記』や理論全体の見通しがいい『天あま樹ぎ表記』で、こんなややこしい記法を使う人間はめったにいない。

「……ねえ、君」

　顔を上げ、テーブルの反対側に座ってコーヒーを飲んでいる男の子を見つめ、

「ほんっとうに、本当なんだね？」

　両手で抱えたコーヒーカップに口を付けたまま、男の子がこくこくとうなずいた。

　脳内時計が『午後八時』を告げる。椅い子すに座ったまま体を起こし、錬れんはうんっと大きく伸びをひとつ、右腕にぐるぐる巻きの包帯をほどき、再生処理用のゴミ箱に放り込む。男の子との戦いで切れた右腕の腱けんは、フィアに繫いで貰もらったおかげでもう痛くない。

　今日は、大変な一日だった。

　Hunter Pigeonのセンサーを誤ご魔ま化かすために雲の中に逃げ込んだ錬たちは、電磁波に満たされた暗い雲海の内部をそのまま真まっ直すぐ東に進んだ。十二年前の大気制御衛えい星せい暴走事故によって世界中の空にばらまかれた遮光性気体の雲は、その内部に特殊な電磁場を張り巡らせ、飛行艦かん艇ていの動力である情報制御型永久機関『演算機関』の動作を妨げる。

　男の子の説明──と言っても男の子は相変わらずほとんど声を発しなかったから、錬は操そう縦じゆう室の全天表示型ディスプレイに映し出される数式と専門用語の羅ら列れつを読んだだけ──によると、ウィリアム・シェイクスピアは電磁場に浸食された外部装甲を生物の新しん陳ちん代たい謝しやのように分解再構築し続けることで、電磁場の演算機関への侵入を防ぎ、雲海内部での航行を可能としているらしい。

　あのHunter Pigeonが本物なら向こうも同様の航行能力を備えているはずだが、高レベルに帯電した雲は『通常のセンサー類の働きを阻そ害がいする』という機能も同時に持ち合わせている。シェイクスピアは追っ手の目を欺あざむくために、動きづらい雲の中を六時間以上もかかってロシア地方西部の上空に到達。演算機関の動作を限界まで抑えて自由落下で地表面に降り立った船体は、今度は地表面すれすれをゆっくりと西に引き返した。

　スイス地方中部、錬れんたちのそもそもの依頼元である小さな町に帰り着いたのは、脳内時計が『午後六時』を告げる頃ころ。ウィリアム・シェイクスピアを凍土の下に隠し、宿代わりの空き家に戻った三人は、ともかく町の長おさに『プラントはシティに目をつけられていて危険だからしばらく近づかない方がいい』と連絡を送った。

　それから錬とフィアは男の子の服を着替えさせ、コーヒーを入れてパンを焼き、言葉を発しない男の子が思考を直接表示できるように携帯端末を準備して、このリビングのテーブルで事情聴取を始めたのだった。

「……じゃ、もう一回聞くよ？」錬は銀色の種を指さし「ようするにこれは、植物細胞をベースに使った自己成長型の演算素子なんだね？」

　相変わらずの無表情で、男の子がこくっとうなずく。最初に着ていたぶかぶかの軍服は目立ちすぎるということでとっくに処分してしまい、代わりに貸してあげた錬のシャツとズボンはやっぱりぶかぶか。うなじから延びた有機コードは携帯端末に接続され、両手に抱えていたはずのコーヒーカップはいつの間にやら焼きたての合成小麦パンに変わっている。

　もそもそとパンを頰ほお張ばるその姿に、錬はふと、ニンジンをくわえたウサギを想像した。

「……で」気を取り直して、質問を続ける。「君を追ってたのはロンドン自治軍で、君は軍から脱走してきた。合ってる？」

　これで三度目の同じ質問。べつにいじめているわけではない。端末を介した男の子の説明はこっちの問いかけに一つか二つの単語を返すだけの簡かん潔けつきわまりないもので、わかりにくくて、だから錬としては自分がなにか勘かん違ちがいをしているのではないかと不安なのだ。

　パンをくわえたまま男の子がうなずく。予想通りの反応。錬の疑問はちっとも解消されない。Hunter Pigeonと言えば、ここ数ヶ月は『空賊』を名乗ってシティの──主にモスクワ軍の輸ゆ送そう船を襲おそっていることで有名だ。それがシティ・ロンドンに雇われているというのは、錬にはちょっと理解できない。

「……まあいいや。それは後回し……。で」

　いったん言葉を切り、姿勢を正して、表情にとぼしい男の子の顔をまっすぐに見る。

「軍はその『世せ界かい樹じゆ』を育てて、マザーコアの代わりに使おうとしてる……ってことだよね？」

　こくっとうなずく男の子。

　かすかに手が汗ばむのを錬れんは感じた。

　それこそが、この子がロンドン自治軍に追われている一番の原因だった。

　西い暦二一九八年まの地球に、六つだけ残された人類の砦とりで、シティ。情報制御理論を応用した永久機関『マザーシステム』によって稼か働どうするこのドーム都市において深刻な問題となっているのが、制御中枢である魔ま法ほう士しの脳──マザー・コアの老朽化だ。情報の過負荷によって機能停止の危機にさらされるマザーシステムを維い持じするために、各シティは全精力を傾けて新たなマザーコアを開発し、あるいはより効率的なシステムの運営手段を模索している。

　マザーコアの代だい替たい品。

　ロンドン軍が動くには、十分すぎる代しろ物ものだ。

「さっきのあれ、もう一回、見せてくれる？」

　錬の言葉に、男の子がもう一度こくっとうなずく。携帯端末の小さなディスプレイに、鳥の羽のような形をした銀色の種がマンガ絵で表示される。錬が見守る前で種は芽を出し、小さな苗なえ木ぎが生まれる。小さなな苗木は細い若木になり、土に根を張って成長を続けていく。そのとなりに物差しで表示された樹きの高さは、信じがたい値を刻んでいく。

　種のサイズを表す四センチに始まり、一メートル、十メートル、一〇〇メートル、最後には一〇〇〇メートル──

　無む意い識しきに、左ひだり隣どなりの席を横目にうかがう。

　つなぎ姿の少女が、コーヒーを注ぐ手を止め、食い入るように画面を見つめている。

　自然界ではあり得ないサイズに成長した世せ界かい樹じゆの下に表示される、『マザーコア』の文字。

　零れい下か四〇度の大気とやむことのない吹雪ふぶきに満たされたこの世界で、全人口の三〇パーセント、六〇〇〇万人あまりの命を支える、情報制御理論の粋すいたる永久機関。

　それは、少女にとって特別な意味を持つ言葉だ。

『……フィア』

　頭の中で少女の名を呼ぶ。フィアは弾はじかれたように顔を上げ、ぎこちなく微笑ほほえむ。

　細いその肩を抱き寄せてあげたくなり、手を伸ばしかけてやめる。

　男の子に視線を戻し、言葉を続ける。

「だけど、君はこの種を他ほかのことに使いたくて、だから軍から逃げてきた」

「……はい」

　久しぶりに聞く男の子の声。

　端末の映像がさらに変化し、画面の中の『樹』が成長を再開する。同時に数式表示用の小さな窓が画面の隅に出現し、目で追いきれないほどのスピードで大量の方程式と数値データが次次に表示されていく。

　当たり前の樹木の形をしたその物体は成長を続け、高度が三万メートルに達したところで止まる。タイミングを計ったように最後の数式が表示される。

　それは、『世せ界かい樹じゆ』と呼ばれるこのシステムの、概念式だった。

　一見すると巨大な植物にしか見えないこいつは、実は植物細胞をベースに分子レベルから合成された一種の生体コンピュータだ。発芽した世界樹の苗は通常の植物とまったく同じ成長プロセスを経ながら、種の段階で書き込まれた目的に必要な機能を自分自身で生成していく。

　単純な目的には小さな体、より高度な目的にはより大きな体。

『世界樹』は設定された動作目的を達成するのに必要なサイズまで自身を成長させ、自動的に情報制御演算を開始する。

　もちろん、完かん璧ぺきなシステムなどというものはこの世に存在しない。男の子の説明をそのまま信じるなら、世界樹の成長限界はせいぜい一〇〇〇メートル程度。それ以上のサイズが必要な情報制御演算を行おうとすれば、成長に失敗した世界樹が枯こ死しする可能性が発生する。

　三万メートル──世界樹がそこまで成長できる確率は、良くて五パーセント。

　そして、男の子がやろうとしているのは、確かにそのリスクを冒すだけの価値がある試みだった。

「本当に……」錬れんは息を吸い込み、吐き出した。「本当に、これで雲を分解して、青い空を取り返せるんだね？」

　携帯端末の画面が切り替わり、青い背景にただ一言『空』の文字。

　まったく表情を動かさずに、男の子がうなずいた。
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　……錬と、フィアと、たぶん男の子が生まれるより、ずっと前の話だ。

　十二年前、西暦二一八六年五月十四日。この地球上に生きる者なら誰だれもが知っている、人類の栄光の歴史に終止符が打たれた日。

　発生の日付から暫ざん定てい的に『コード５１４』と呼ばれた、遮光性気体の流出事故。南極と北極の上空二万メートルにひとつずつ浮かぶ大気制御衛えい星せいが原因不明の暴走を引き起こし、世界中の空を、光を通さぬ黒雲で覆おおい尽くした。

　エネルギー供給の九〇パーセント以上を太陽光発電に頼っていた人類は瞬またたく間に混乱状態に陥り、わずかに残された地熱や風力発電プラントの占有権を巡って勃発した世界大戦は、二〇〇億を越えようとしていた全人類の九十九パーセントを死に追いやった。

　一人の勝者も生み出さないまま、大戦は終結。

　二億人足らずに数を減じた人類は、今や世界に六つとなった積層型閉へい鎖さ都市『シティ』に閉じこもり、あるいは発電プラントの周囲に細々と身を寄せ、世界を覆う鉛色の雲の下、零れい下か四〇度の大気の中で静かに滅びの時を待っていた。

　もちろん、希望を捨てない者たちはいた。

　彼らはわずかに残された化石燃ねん料りようを掘り起こし、演算機関に頼らない旧世紀の飛行機械を生みだし、高度二万メートルの鉛色の雲の中にあって今なお遮光性気体を吐き出し続ける大気制御衛星に挑み、

　ただの一人も、帰ってこなかった。

　たび重なる挑戦が失敗に終わり、とぼしい化石燃料が瞬またたく間に掘り尽くされ、次第に、諦あきらめが人々の心を覆おおい始めた。

　シティ・マサチューセッツの雲上航行艦かんが近距離からの大気制御衛えい星せいのスキャンに成功し、今なお稼か働どうし続ける信じがたいレベルの防ぼう衛えいシステムが確認されるに及んで、人々の落胆は絶望に変わった。

　いつしか、人は、空を見上げることをやめた。




　　　　††††††††††††††




「ねえ……どう思う？」

　翌日、十月三日、朝七時の台所。

　暖めなおしたパンにバターを塗りながら小声で問う錬れんに、フィアは「え？」と洗い物の手を止めた。

　昨日のつなぎの上下の代わりに、細い体を包むのはセーターと吊つりスカートという見慣れた取り合わせ。彼女はこの格好が大のお気に入りだ。

　洗いかけの皿とスポンジを持ったまま、肩越しにこっちを振り返り、

「どう思う……って？」

「だから、昨日の、あの子の話」

　泡まみれの皿をお湯につけ、フィアは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。どうしてそんなことを聞くのかわからない、とでも言いたげな様よう子すだ。

「だって、錬さん、昨日は信用するって」

「や、確かにあの子にはそう言ったけど……」

　フィアの言う通り、錬は昨日の夜、事情説明を終えた男の子に『君のこと信用するよ』と答えている。男の子はぺこっと頭を下げ、フィアは嬉うれしそうにうんうんとうなずいて、その場はそれでお開きとなり、三人は二階の寝室で眠りについた。

　が、男の子の言葉を鵜う吞のみにするほど錬はバカではない。『信用する』と言ったのは、とりあえず男の子を安心させて、考える時間を稼かせぐための方便だ。

　少なくとも、錬はそのつもりだったのだが……

「フィアはどうなの？　あの子の言ったこと、本当だと思う？」

「当たり前じゃないですか」

　少女は両手の泡をきれいに洗い落とし、まっすぐ錬れんに向き直った。

「錬さんは、信じてないんですか？」

　言って、小さく笑う。

　この子がこういう笑い方をするのは、本心を隠しているときだ。

　……そっか。

　フィアの気持ちが、錬にはわかる気がした。

　青空を取り返す──その言葉が少女にとってどれほどの意味を持つか、錬は知っている。一〇〇〇万人の命を奪い、世界に七つ残されたシティの一つを地球上から消し去った、八ヶ月前の事件。シティ・神こう戸べのマザーコアとして生み出され、人間らしい喜びなどなにひとつ知らずに死んでいくはずだった少女と、そんな少女に、遠い日になくした娘の姿を重ねた一人の老人。

　娘の復ふく讐しゆうのために世界を敵に回したその老人は、最期に少女の身を案じながら死んでいった。

　たぶん、フィアは今でも、神戸が消滅したのは自分のせいだと思っている。

　思って、心のどこかでいつも自分を責め、考え続けている。

　願わくば、もう一度あんな事件が起こることがないように。

　いつか空を覆おおう雲が晴れて、世界が太陽の光を取り戻して、みんなが笑って生きていける日がやってくるように──

　フィアは、男の子の言葉を信じているのではなく、信じたいのだろう。

「も……もちろん、僕も信じてるよ」

　答えて、少女の顔色をうかがう。フィアは、ほうっと息を吐き、にっこり微笑ほほえむ。

　胸に突き刺さるかすかな罪悪感を、錬は無理やり振り払う。少女に心を読まれないように、思考の一部にプロテクトをかけておく。

　……ま、いいよね？

　とにかく、今のままでは情報が少なすぎて動きの取りようがない。男の子の真意を確かめるためにも、しばらくは行動を共にする必要がある。それなら、男の子を信用したことにしておいた方がなにかと都合がいい。

　もし、あの子が自分たちを騙だましているのだとしたら──

　……フィア、泣くだろうな。

　できるなら、錬も、男の子のことを信じたかった。

　隣りん室しつのリビングからかすかな足音。金属製のドアノブがゆっくりと回転し、扉の隙すき間まから薄うす茶ちや色の髪の男の子が顔を覗のぞかせる。台所に入って扉を閉め、相変わらずの無表情で部屋を見回し、そのまま、無言で入り口の近くに立ち尽くす。

　先に動いたのはフィアの方。濡ぬれた両手をタオルで拭ふき、袖そでまくりを直して男の子に近づき、

「おはようございます、エドさん」

　男の子はまったく反応なし。錬は、思わず声を上げた。

「エド？」

「はい、エドワード・ザインだから短く縮ちぢめてエド。昨日、寝る前に考えたんです」

　振り返ってそう答え、フィアはふと顔を曇くもらせて、

「あの……おかしいですか？」

「そ、そんなことないよ！　いいんじゃないかな？」

　大慌てで首を振る。フィアはたちまち顔を輝かがやかせた。

　膝ひざをかがめて男の子──エドに目線を合わせ、にっこり微笑ほほえみかける。

「エドさん、朝はなにが食べたいですか？」

　男の子はほんの少しだけ首を傾かしげ、人差し指で自分を示す。ちょっと反応が遅すぎる気もするが、『エド』というのが自分のことだとようやく理解したらしい。

　台所をぐるりと見回し、錬れんの傍そばに近寄り、バターを塗りかけのパンをじっと見つめ、錬の顔を見上げ、それからもう一度、なにかを探すように台所を見回し……

「なに？　このパンが食べたいの？」

　エドは錬の顔に視線を戻し、ゆっくりと首を横に振る。どうやら違うらしい。と、Ⅰ－ブレインにかすかなノイズ。台所の流しを構成するステンレスが融とけた蠟ろうのように変形し、小指ほどの太さの銀色の螺ネ子ジがゆっくりと突き出してくる。

　鎌かま首くびをもたげた蛇のように錬の目の前でいったん静止し、空中で折れ曲がって、手のひらほどの大きさの三角形を作る。

　さっぱり、わけがわからない。

「……あ」唐突に、フィアが声を上げる。「もしかして、昨日のおにぎりが食べたいんじゃないですか？」

　こくこくとエド。どうやら当たりだったらしい。錬が口を開くより早く、フィアが「わかりました」と部屋の隅に駆け寄った。錬とフィアが食べる分の食料は、必要経費ということで町の住人に分けてもらっている。小さな保管庫から合成品の米を取り出し、調理器に放り込んでスイッチを押し、なぜか錬に向かって、

「それじゃあ、ご飯の準備は私がやりますから、錬さんはお買い物に行ってきてください」

「え？　買い物って？」

「だから、エドさんの日用品です」フィアはちらりとエドを見下ろし、錬に視線を戻し「町の広場に隊商さんが来てるって、今け朝さ、お隣となりの人が言ってました。だから、歯ブラシとかタオルとか……服だって、いつまでも錬さんのを貸してあげるわけにはいかないし……」

「あ、そっか」

　フィアの言う通り、エドは今日も、錬が貸してあげたぶかぶかのシャツとぶかぶかのズボンに身を包んでいる。いつまでもこの格好のままではかわいそうだし、なにより錬の着る服が足りなくなってしまう。

「わかった。じゃ、ちょっと行ってくるね」

　そう言って、錬れんは台所を飛び出しかけ、

（高密度情報制御を感知。危険、回かい避ひ）

　床から突き出したワイヤー状の螺ネ子ジが、なんの前触れもなく錬れんの両足に絡みついた。

「うわっ！」

　体勢を崩して転びそうになり、寸前のところで踏みとどまる。

　ゆっくりと振り返ると、そこには薄うす茶ちや色の髪の男の子の姿。

　錬の服の袖そでを摑つかみ、くいくいと引っ張る。

「な、なに？」

　なにか悪いことしたかな？　と悩み、視線でフィアに助けを求める。

　少女は錬とエドの顔を見比べ、あ、と呟つぶやき、

「一いつ緒しよに行きたいんですか？　お買い物」

　相変わらずの無表情で、エドがこくっとうなずいた。




「……どうしてこうなるかなあ」

　ついつい、そんな言葉を呟いてしまう錬だった。

　町の端からまっすぐに延びる大通りは、錬が借りた家の前を横切って、そのまま町の中央の広場につながっている。大通りと言っても、その幅はせいぜい四人乗りの小型フライヤーがどうにか横に並んで行き違える程度の狭いもので、そこかしこではげた舗ほ装そうの下から凍った土がのぞいている。

　頰ほおに当たる風は刺すように冷たく、吐き出した息は唇を離れたとたんに白く染まる。朝の九時という時間にもかかわらず薄暗い町。見上げれば、空のずっと高いところから降りてきた白い雪の結晶が、町の周囲を覆おおうように展開された大気の境界面にぶつかって次々に溶けて消えていく。

　こういう風景は、どこの町でも変わらない。

　その大通りの端っこを、錬はエドと手を繫つないで歩いていく。

「大丈夫？　寒くない？」

　錬の問いかけに、エドは首を横に振る。ぶかぶかの服にぶかぶかの外がい套とう、首のマフラーまでなぜかぶかぶかに見えるのは、エドの巻き方が下へ手たくそだからだ。笑いながら身をかがめ、マフラーをなおしてあげる。エドはおとなしくされるがまま。表情がまったくない人形のような顔で、錬の手をじっと見つめる。

「……これでよし、っと」

　マフラーをきちんと巻きなおしてしまったせいでかえって服のぶかぶか加減が目立ってしまったような気がするが、きっと気のせいだろう。

　エドはきれいにまとまったマフラーの端を両手でつまみ、ぺこっと頭を下げた。

　五分ほど歩いて町の中央にたどり着く。道の両側に続いていた灰色の街並みが唐突に途と切ぎれ、二人の前には直径五〇メートルほどの円形の広場。すり鉢状に一段低くなった広場では、輸ゆ送そう用フライヤーを改造した隊商の露ろ店てんが全部で十台ほど店を構えている。

　その広場の入り口で、ふいにエドが足を止めた。

「ん？　どうかした？」

　錬れんの背中に隠れるように、エドがぴたっと身を寄せて来る。周囲の様よう子すをうかがうように首を半分だけつきだして、そのまま動こうとしない。

「なに？　入りたくないの？」

　ぶんぶんと、首を横に振るエド。ためしに足を一歩前に進めてみると、それにあわせるようにエドの足も前に動く。体はやっぱり錬の後ろに隠れたまま。恐こわがっている、というのとは少し違う。錬の体を盾にして、どこかに隠れている敵を警けい戒かいしているような動き。

　なにかあるのかと辺りを見回してみるが、これといって危険そうなものは見あたらない

　変なの。

　内心で首を傾かしげつつ広場に足を踏み入れる。エドが腰にくっついたままだから少し歩きにくい。ためしに足を速めてみると、エドも慌てたようにあとをついてくる。それならと急停止してみたとたん、「あ」と小さな声がして背中に軽い衝しよう撃げき。振り返って見れば、エドが少し赤くなった鼻を押さえてこっちを見上げている。相変わらずの無表情なので考えていることはよくわからないが、たぶん痛かったのだろう。

　笑いそうになるのをどうにかこらえ、エドに向き直って「ごめんごめん」と謝あやまる。

　少し膝ひざを曲げて目線の高さを合わせ、薄うす茶ちや色の髪をくしゃくしゃと撫なでる。

　……なんか、けっこう楽しいかも。

　自分よりずっと年上の兄と姉と町の住人たちとに囲まれて育った錬は、弟とか妹とかいうものに憧あこがれを持っている。隊商が町を訪れたときなどに自分より少し年下の子供に会う事もないではなかったが、そういう子供たちも現実に生きた時間では遙はるかに年上なのが常で、錬はいつもぎこちない態度を取ってしまっていた。

　小さな動物みたいに自分の後を追いかけてくる、薄茶色の髪の男の子。

　兄の真ま昼ひると姉の月つき夜よが自分の世話を焼くときどうしてあんなに楽しそうなのか、ちょっとだけわかった気分だ。

「ほら、行くよ」

　エドの小さな手を引いて、とりあえず日用品の類たぐいを扱っている店に足を向ける。フライヤーの輸ゆ送そう用コンテナの片面を開いて、屋根や商品棚を広げた即席の露店。コンテナの横幅はせいぜい五メートルほどの中型で、他ほかの店もだいたい似たようなもの。錬が普ふ段だん暮らしている町を訪れる『ヴィド商会』などの隊商に比べると、店の数も大きさもずいぶん小規模だ。

　町長に聞いた話では、スイス地方にはここ以外にも小さな町が数多く存在していて、その間を定期的に巡回するために隊商集団もいくつかの小さなグループに分かれて、平均して週に一度という錬れんにしてみれば夢のような間隔で町を訪れているのだという。

　閑散とした大通りと違って、広場には多少ながらも人の姿がある。

　ここ数日で見知った幾人かの町の住人と挨あい拶さつをかわし、錬はエドと一いつ緒しよに店に入りかけ、

（大規模情報制御を感知）

　いきなり、Ⅰ－ブレインが警けい告こくを発した。

　とっさに戦せん闘とう態勢を取りかけ、すぐに様よう子すがおかしいことに気づく。周囲の住人がそろってあんぐりと口を開け、こっちに視線を集中させている。

　ものすごく、嫌いやな予感がした。

　ぎいっと音が聞こえそうなぎこちない動きで、錬は体ごと後ろを振り返り、

　やっぱり。

　色とりどりの天然野菜を両腕に抱えたエドを見下ろし、思わず手のひらで顔を覆おおった。

　十メートルほど向こうの食料品を扱う露ろ店てんでは、商品を並べるかごがまるまるひとつ空になり、売り子らしき若者が目を丸くしている。

　広場の舗ほ装そうタイルから突き出したレンガ色の螺ネ子ジが一本、かごの中に入り込んで、色つやの良いトマトに巻き付いている。

「……それ、お金は？」

　そういう問題ではないような気もするが、とっさに他ほかの言葉が思いつかない。

　エドは大量の食料品を両腕に抱えたまま、こっちを見上げてまばたきひとつ。

　レンガ色の螺子がトマトを抱えたままするすると巻き戻り、主あるじの許もとに帰ってこようとする。

「だから、おーかーね。払ってないでしょ？」

　わからない、というふうに、エドが首を傾かしげた。

　野菜売りの若者が軽く頭を振り、大おお股またでこっちに駆け寄ってくる。ようやく自分の仕事を思い出したらしい。町の住人たちもどうにか茫ぼう然ぜん自失から立ち直り、ひそひそとなにかを話し始めている。困った。とにかく盗とったものだけでも返さなければと、せいいっぱい恐こわい顔でエドを睨にらむ。

　腕の中の野菜と、十メートル向こうの空っぽの野菜かごを交互に指さして、

「ほら、すぐに返してきて！　それからあの人にもちゃんと謝あやまって！」

　エドは相変わらずの無表情でこっちを見上げ、こくっとうなずき、

（大規模情報制御を感知）

「……え？」

　錬が間抜けな声を上げたときには、とっくに手遅れだった。

　舗装タイルから突き出した数十本の螺子が、次々にエドの手から野菜を取り上げ、十メートル向こうの露ろ店てんめがけていっせいに突とつ撃げきを開始した。

　こっちまであと五歩というところに迫っていた野菜売りの若者は、ぎょっと顔を強こわばらせて立ちすくんだ。こういうのを蛇に睨にらまれたカエルと言うのかもしれない。レンガ色の螺ネ子ジの群れはその先端を槍やりの穂ほ先さきのようにとがらせ、キャベツやキュウリやニンジンやタマネギを器用に抱えて、Ⅰ－ブレインを持たない普通の人間には到底視認できない速度で若者の傍そばをすり抜けていく。

　キャベツが、キュウリが、ニンジンが、タマネギが、若者の肌のわずか数ミリ外側を、唸うなりをあげて突っ切っていく。

　ほんの十秒足らずですべての野菜がかごに収まり、レンガ色の螺子は何ごともなかったかのように元の舗ほ装そうタイルに巻き戻って消滅する。エドは、これでいい？　というふうにこっちを見て、踵きびすを返し、いまだに動こうとしない若者に駆け寄る。

　恐怖に引きつった顔を見上げ、きちんと『気を付け』をして、深々と頭を下げる。

　錬れんは、思わず天を仰いだ。




「──いい？　まずひとつ目」

　舗装タイルに片かた膝ひざをついて目線をエドに合わせ、錬は指を一本立てる。

「欲しい物があったら、必ず僕に言うこと。勝手に人の物を取ったら相手の人が困るからね、絶対そういうのはなし。わかった？」

　こくっとエドがうなずく。錬は「二つ目」と指をもう一本立て、

「こういう町の中では、絶対に魔ま法ほうは使っちゃダメ。世の中には『魔法士なんてだいっきらいだ』っていう人もいるし、そうでなくても僕らがほいほい力を使ったら普通の人が恐こわがるからね。そういうのもなし。わかった？」

　こくこくとうなずくエド。錬は「三つ目」と指をもう一本立て、

「返事をするときはうなずくだけじゃなくて、ちゃんと声に出すこと。しゃべるのが苦手なのはわかったけど、それでも『はい』は言えるんだから。わかった？」

「……はい」

　小さな声で答えるエド。錬は「よしっ」と笑い、薄うす茶ちや色の髪をくしゃくしゃと撫なでた。

　隊商の露ろ店てんが並ぶ町の中央広場。コンテナの裏手の人が通らない一角で、錬はエドと向かい合っている。さっきの騒さわぎからそろそろ十分。一時は騒そう然ぜんとしていた町の住人も、どうにか落ち着きを取り戻して今はそれぞれ買い物に戻っている。あの野菜売りも、よく謝あやまったら許してくれた。隊商の一員という仕事柄、魔法士とのごたごたにも少しは経けい験けんがあるらしい。

　とにかく話が大きくならなくて良かった。あれだけの騒ぎを起こしたのだから、町の外に叩たたき出されても文句は言えないところだ。

　それにしても。

　……この子って、どういう子なんだろ。

　自分のやったことがわかっているんだかいないんだか、相変わらず無表情なエドの顔を、錬れんはじっと見つめた。

　シティの住人だということを差し引いても、エドの非ひ常じよう識しきさは目に余る。人前で平気で魔ま法ほうは使うし、人の物だって勝手に取る。『買い物』とか『お金』とかいう概念を理解しているかどうかさえ怪しい。初めて出会った頃ころのフィアだって、ここまでひどくはなかった。

　それとも、と思い直す。

　もしかすると特別なのはフィアの方で、シティの魔法士というのはみんなこんなふうに、普通の人間にとっては当たり前の常識を知らないまま日々を過ごしているのかもしれない。

「とにかく、これからは気をつけてね」

　錬は立ち上がり、エドの頭をぽんぽんと叩たたいた。

　どうやら、この子には教えてあげないといけないことが山積みらしい。例えば町での暮らし方とか、例えば普通の人間とのつきあい方とか。その前にまず、まともに会話する練習から始めた方がいいかもしれない。

　もちろんエドのことを信用したわけではないし、もしかしたらエドが自分の敵かもしれないということもわかっている。

　だけど、それはそれ、これはこれだ。こんな危なっかしい子を放っておけるわけがない。

　……真ま昼ひる兄に言ったら、『考えが甘い』って怒られるよね。

　自分でも呆あきれてしまうけど、悪い気はしなかった。

「じゃ、買い物の続きに行こっか」

　エドの薄うす茶ちや色の瞳ひとみを見下ろして、錬はにっこり微笑ほほえんだ。

「……はい」

　小さな声でそう答え、エドは錬の服の袖そでをつかんだ。
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「……そーなんだぁ……」

　テーブルのコーヒーに視線を落とし、ファンメイは神妙な顔で呟つぶやく。カップの縁ふちを指で弾はじいて、クリーム色のミルクコーヒーに浮かぶ波紋を見つめる。水玉模様のテーブルは足の短い小さなヤツで、少女はその前にクッションを敷しいて座っている。ブラウスにスカートの普ふ段だん着ぎ姿。右手には飾り気のない銀色の指ゆび輪わ。今日は朝から検査でいそがしかったらしく、いつもならきれいな三つ編あみにまとめている長い黒髪を首のところでリボンで束ねている。

　上目づかいにこっちを見上げ、口を開きかけ、少し考える素そ振ぶりを見せて、

「……じゃあ、あの子って、ホントに外のことなんにも知らないんだね……」

「ま、そういうことだ」

　努めて軽い口調で答えて、ヘイズは自分のカップを口に運んだ。

　シティ・ロンドン第二〇階層、軍用第十五ポート。壁かべのパンダ時計が告げる時刻は『十月三日午後三時』。整備ドックに繫けい留りゆうされたHunter Pigeonの艦かん内ないに潜もぐり込み、ヘイズはファンメイとテーブルを挟んで向かい合っている。カップに口を付けたまま、見るともなしに部屋を見回す。ベージュ地にピンクの水玉模様の壁、同じく水玉模様のベッド、笹ささの葉をくわえたパンダのぬいぐるみ、本棚には水玉のブックカバーが掛かった数冊の本──居住区画に設けたファンメイの私室には、少女の趣しゆ味みに合わせた家具やお気に入りの私物が並んでいる。

　テーブルの上には無数の立体映像ディスプレイ。

　今回の事件に関して、昨夜のリチャードの話を元にヘイズが調べた限りの資料が、ロンドン自治軍の極秘機密まで含めてごちゃごちゃと表示されている。

『世せ界かい樹じゆ』と呼ばれる自己成長型演算素子の概要、それをマザーコアに利用しようというシティの計画、『世界樹』発見の奇妙な経緯、そしてなにより、エドワード・ザインという少年のこと──

　午前中の検査を終えたファンメイをここに呼び出したヘイズは、一時間以上もかかって、ようやくすべての説明を終えた。

　シティの動力源である永久機関『マザーシステム』に関する基本的な知ち識しきは、ずいぶん前にファンメイにも叩たたき込んである。本来なら魔ま法ほう士しのⅠ－ブレインを用いるそのシステムを植物で代用するという発想に驚おどろいたのか、ファンメイは初めのうち『すごーい』とただただ目を丸くするばかりだった。が、話がエドワード・ザインのくだりに入ると、少女は無言で顔をうつむかせ、必死になにかを考えているようだった。

『……ヘイズ。見つけました』

　天てん井じようのスピーカーから響ひびくハリーの声。横線三本のマンガ顔がテーブルの上の立体映像ディスプレイ群を押しのけて出現し、二人に向かって頭を下げるようにひらりと揺れる。ハリーは、こういう細かい演出がやたらと得意だ。

『軍部の機密データベースに保存されていました。ヘイズの読み通りです。とりあえず、こちらにすべてコピーしてありますが……』

　両目を表す横線をにゅにゅっと曲げて困り顔を作り、

『本当にご覧らんになりますか？　解析なら私だけでもできますが』

　問われて、ヘイズはとっさにファンメイに視線を移す。ハリーが見せようとしている『資料』は、自分やファンメイのような人工培養の魔法士にとっては決して気持ちのいいものではない。特に少女の場合は、治りきっていない心の傷を抉えぐることにもなりかねない。

「そーだな……」ヘイズはひとつ指を鳴らし「じゃ、それは後回しっつーことで」

「──ダメっ！」

　だんっ、とテーブルに両手をついて、ファンメイは勢いよく身を乗り出した。

「そんなのぜーったいダメ！　どーせそんなこと言って、わたしだけのけ者にする気なんでしょ！　わたしだってあの子のこと知りたいの！」

「いや……お前そう言うけどよ」

　今からハリーが見せようとしているものがなんなのかは、ファンメイも知っているはずだ。

「大丈夫！」ファンメイは顔いっぱいに笑みを浮かべ、右手の握り拳こぶしを元気よく突き上げ「そんなに心配しなくても、わたし、全然平気なんだから！」

　少女の笑顔はほんのわずかにぎこちない。強がっているだけなのは明らかだが、それを指摘してもファンメイは絶対に認めないだろう。

　内心でため息をつき、ハリーに目配せする。
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『了解』という声を残して横線三本のマンガ顔が消え去り、ディスプレイのひとつが一メートル四方ほどに拡大表示された。

　半透明な画面をかすかなノイズが走り、タイトルもなにもなく唐突に映像が始まる。

　研究施設と思おぼしき暗い部屋。闇やみをほのかに照らすライトの緑光。壁かべを伝うパイプの群れ。

　生命維い持じ槽そうの薄うす桃もも色の羊よう水すいに浮かぶ小さな人ひと影かげ。

　意志の感じられない人形のような瞳ひとみで、ガラス筒の外の世界を見つめる少年。年はおそらく八歳ぐらい、あるいはもっと幼いかもしれない。一糸まとわぬ体には無数のチューブや電極が接続され、ときおり少年の唇から漏れた気泡が、その隙すき間まをぬうように上っていく。生命維持槽の周囲では白衣の研究員たちが、操そう作さ端末を叩たたきながらしきりになにかを話し合っている。声は聞こえない。この映像には音声が収しゆう録ろくされていない。

　画面の右上隅に表示された記録日は『二一九六年六月二日』──少年が軍に保ほ護ごされてから一年と二ヶ月後。

　人形のような少年は、人形のように動かない。

　その姿が幼い日の自分に重なって、ヘイズは小さく息を吐いた。

　──ロンドン自治軍の研究員は、エドワード・ザインを、文字通り『道具』として扱った。

　少年が生命維持槽の外に出るのは一ヶ月に一度の精密検査のときと、軍の作戦で船シエイクスピアの操そう縦じゆう槽に乗り換えるときだけ。食事なんてものは存在せず、栄養補給は血管に繫つながれたチューブから。一日の大半を微睡まどろみの中に過ごし、午後からのわずかな時間を研究員の実じつ験けんに費やす。

　そんな日々を、少年は三年余りも過ごした。

「……ねぇ、ヘイズ……」

「どうした？」

「この子、なんかかわいそうだね……」

　いかにもファンメイらしい発言に、一いつ瞬しゆん、返答に詰まる。

「……あのな、さっきさんざん説明しただろーが。こいつは」

「わかってる……」

　消え入りそうな声でヘイズを遮り、ファンメイは顔をうつむかせ、

「わかってるの……けど、でも……」

　小さな肩が、今にも泣き出しそうに、ひくっ、と震ふるえる。

「いや、だからな……」

　どうにもうまい言葉が見あたらない。ヘイズは盛大なため息を吐つき、ファンメイの頭をぽんぽんと叩たたいた。

　少女の言いたいことはよくわかる。これは人間の生活ではない。もしここの軍の研究員がエドワードに生命維い持じ槽そうで生きることを強制していたのだとしたら、今すぐ研究部に乗り込んでそいつらを一人残らず殴り倒してやるところだ。

　だが、事実はさにあらず。

　まともな人間ならとうてい耐えられないだろうこんな生活を望んだのは、他ほかでもない、エドワード・ザイン自身だった。

　少年がシティに保ほ護ごされた当初は、研究員たちも少年を人間として扱おうとしたらしい。衰弱しきった少年の身体からだは生命維持槽の羊よう水すいから長時間離れることはできなかったが、それでも手の空すいた者が暇を見つけては少年を外に連れだし、一いつ緒しよに食事を取り、街を案内してやり、どうにか少年と言葉を交わそうと毎日のように語りかけた。

　そして、そんな努力のすべては、徒労に終わった。

　少年は、誰だれかの命令がなければ、なにもすることができなかった。『食べろ』と命じられなければ決して食事に手をつけようとはせず、トイレに行くときでさえ視線で人に許可を求めた。街に連れ出した若い研究員が『ここで動かず待っていろ』と命じてみたところ、少年は自動販売機の前で八時間以上も、指一本動かさず、瞬まばたきひとつせずに立ち尽くしていたらしい。

「はい」と「いいえ」以外の言葉を知らず、自分から口を開くことは決してない。放っておけば何日でも生命維い持じ槽そうの中でぼんやりとしているし、それで不自由を感じている様よう子すもない。研究員たちが少年を人形として扱うようになったのも、仕方のないことだったのだろう。

　少年の従順な態度は、軍の作戦においても変わることはなかった。命じられればどんなことでも完かん璧ぺきにやってのけるし、殺人に対してもためらいがない。ロンドンに保ほ護ごされてからの三年半で少年が撃げき墜ついした飛行艦かん艇ていは二〇機を数え、殺傷人数は一〇〇〇人単位に及んでいる。

　あらゆる命令を完璧にこなし、己の意志というものをいっさい持たない、まさに理想的な兵器。

　そんな少年が、初めて自らの意志で起こした脱走劇げき。

　……やっぱ、鍵かぎはエリザベート・ザインか。

　少年と『世せ界かい樹じゆ』を繫つなぐその一点に、今回の事件は集約されている気がした。

「ねえ、ヘイズ……」

　そんなことを考えていると、いきなりファンメイが顔を上げた。さっきまでの神妙な態度はどこへやら、元気いっぱいににこにこ笑い、

「どうして、わたしにそんなことまで教えてくれるの？　この仕事にわたしを連れてくの、あんなに嫌いやがってたくせに」

　思わせぶりに言葉を切り、わざとらしく「そっかー」とひとりでうなずいて、

「そうよねー、またあの女の子が出てきて船が飛べなくなったら困るもんね」

　えっへん、と胸を張り、

「やっぱり、今回はわたしがいないとダメみたいねっ！」

「ちげーよ」ヘイズは思わず苦笑し「なんも教えないでほっといたら、お前、ぜったい勝手に調べようとするだろ。……ここはシティだからな。そーいう危ないのは禁止だ」

　しばしの沈ちん黙もく。

　ファンメイは「ん？」と首を傾かしげ、十秒ほどそのままの体勢でヘイズの顔をじっと見つめ、そこでようやく意味が理解できたらしく「あ！」と声を上げた。

「なにそれ！　じゃあ、わたしはお留る守す番ってこと？」

「だから、初めっからそう言ってるだろ」

　ヘイズは冷え切ったコーヒーを飲み干し、

「これからも調べたことは全部教えてやるから、仕事はオレとハリーに任せて、お前は先生んとこでおとなしくしてろ」

「ダメなのーっ！　ぜーったいにダメ！」

　ファンメイはぷうっと頰ほおをふくらませ、ヘイズの軍服姿をびしりと指さし、

「わたしのせいでヘイズがそんな変な格好しなきゃいけなくなったんだから、手伝うったら手伝うの！　それに、そのエドワードって子の居場所見つけても、あの女の子が出てきたらどうしようもないじゃない！」

「そっちは今、先生と対策考えてるとこだ」ヘイズはひらひらと手を振り「とにかく、ダメなもんはダメ。わかったな？」

　元気な態度を装ってはいるが、ファンメイの体調はいまだに回復していない。担当の医い療りようスタッフから聞いたところでは今け朝さの体温は三十七度と少しで、原因はいまだに不明のまま。日常生活にはどうにか支障がないレベルだが、健康にはほど遠い状態だ。

　今の状態の少女を戦いに駆り出すことなど、できるはずがない。

「──ヘイズのばかぁっ！」ファンメイは憤ふん然ぜんと立ち上がり「いーもん！　先生に言いつけてやるんだからぁ！」

「言いつけるってお前……」

　先生に言ってどーすんだよ、というセリフを続ける間もなく、ファンメイは部屋を飛び出してしまった。

　呼び止めようとしたときにはすでに手遅れ。小刻みな少女の足音はどんどん遠くなっていき、やがて消える。

　思わずため息。

　ヘイズは額ひたいに手を当て、わしわしと前髪をかいた。

「ったく。なんでこーなるんだよ……」

『……怒らせてしまいましたね』

　立体映像ディスプレイのマンガ顔がヘイズの目の前に出現し、目と口にあたる横線をにゅっと曲げて笑顔を作る。四角いフレームの角が手かなにかのようにひらっと曲がり、ヘイズの頭を撫なでるように二度三度と揺れる。

『修行が足りませんよ、ヘイズ。これは以前から指摘していることですが、あの年とし頃ごろの子供の心理というものは多た分ぶんに不安定な面があり、こういう微妙な場面では細心の注意が……』

「──ハリー」

『なんですか？』

　ヘイズはハリーの笑い顔をじろっと睨にらみ、

「なんか面おも白しろいことでもあったか？」

『これが私の標準の顔ですが、なにか』

　澄すました声で、ハリーが答える。
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「……まあ、ヘイズの言う通りだな」

　診察室の椅い子すに足を組み、リチャードは短くなったタバコを灰皿で潰つぶした。

「今の状態のお前さんに戦せん闘とうをやらせるのは、主治医としても賛成できん。少なくとも、その熱の原因がわかるまでは大人おとなしくしておいた方がいいと思うが？」

　足の上で両手を軽く組み、口元に淡い笑みを浮かべる。

　顔は笑っているのに、だてメガネの奥の瞳ひとみだけが笑っていない。

　思いがけなく鋭するどいその眼光に、ファンメイは一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。

「で、でも！　でもね……！」

　なにか言わなければ負けてしまうと思い、とりあえずそう叫んでみる。言ってしまってから続きをなにも思いつかないのに気づき、時間稼かせぎに天てん井じようを見上げる。

　かすかに淀よどんだタバコの煙が複雑な模様を描き、換気口に吸い込まれていく。

「だから……えっと……」

　診察用の丸椅子の上でお尻しりをもぞもぞ動かし、必死に言葉を探す。

　と、リチャードが苦笑するように息を吐いた。

「わかったわかった。なら、こうしよう」

　机の上のライトにスイッチを入れ、着流し白衣に袖そでを通して、

「今から私がお前さんを診察して、その熱がただの熱かどうか調べる。何もわからなければお前さんの勝ち、後は好きにすればいい……どうだ？」

「え、ど、どうって言われても」

　リチャードの自信ありげな顔に、ファンメイは少しひるむ。

　だけど、ここで先生の話を蹴けったら、自分が本当は病人なんだと認めたことになってしまう。

　ファンメイは意を決して、せいいっぱい自信満々にうなずいた。

「いいよ！　こんな熱、ホントになんでもないんだから！」

　リチャードは「ほう」と呟つぶやき、傍かたわらから銀色の診察台を引き寄せた。

「では、足を見せてくれるかな？」

「え……」

　今度こそ、ファンメイは言葉を失った。

「どうした？　なにか困ることでも？」

「べ、べつに困らないけど……」

　内心の動揺を必死に押し隠し、右足の靴を脱ごうとする。

「右じゃない、左だ」先生は、見逃してくれなかった。

「……どうしても、左じゃなきゃダメ？」

　だめだ、とリチャードがうなずく。

　観念して、ファンメイは左足の靴とソックスを脱いだ。

　裸はだかになった左足を診察台にのせる。冷たい感触に「ひゃっ」と悲鳴を上げそうになる。

　リチャードの手が、迷いなく左足の親指に触れた。

「……先生、すごいね」

　どうやら誤ご魔ま化かしはきかないらしい。ファンメイは観念し、小さく笑った。

「ヘイズもハリーもぜんぜん気が付かなかったのに……先生は、なんでもお見通しなんだ」

「いつからだ？」

「四ヶ月前……『島』を出たすぐ後ぐらいから」

　一見すると、どこにも異常がない左足の親指。

　リチャードが少し力を加えると、指は本来ならぜったい曲がらない向きに、ぐにゃりと曲がった。

「痛みは？」

「そういうのはぜんぜん……」首を横に振り「ホントなの。自分でもおかしいとは思うんだけど、べつに気持ち悪い感じもしないし……」

　ゴムのように好き勝手に変形する左足の親指を、ファンメイはぼんやりと見つめる。不ふ思し議ぎな感覚だ。自分の指が関節もなにもかも無視して軟体動物みたいに曲がっているのに、足の神経は痛みはおろかわずかな違和感さえも感じていない。

「こうなっているのは、この指だけか？」

「……ときどき……一週間に一回ぐらい、右手の小指と、それから左手の中指も。……今はなんともないけど」

「そうか……」

　リチャードは呟つぶやき、手のひらでファンメイの額ひたいに触れた。

「おかしいのはそこだけじゃないだろう。頭痛は？　目眩めまいや吐き気は？　体が自動的に動いたり、意い識しきが飛んだりすることはないか？」

「頭痛はちょっと。目眩は二回ぐらいで、他ほかはべつに……」

　ため息混じりに答えて、ファンメイは診察台から足をおろした。

「先生って、ホントになんでもわかってるんだね……」

　うつむき、右手の指ゆび輪わを握りしめ、何度もためらってから顔を上げる。

　心の中に降り積もっていた不安の塊が、言葉になって飛び出した。

「ねぇ先生。わたしの体どうなってるの？　わたし、ちゃんと治ったはずなのに！　ルーティにお薬もらって、カイにプロテクト外してもらって……だから、もうなんともないはずなのに！」

　身体制御能力特化型魔ま法ほう士し『龍りゆう使つかい』は、出来損ないの欠陥品だった。

　龍使いの体内に取り込まれた外部増設端末『黒の水』は時間と共に進化し、最終的には能力者本体のⅠ－ブレインを乗っ取って暴走してしまうという、致命的なバグを抱えていた。

　暴走のデータを収集するために、シティ・北京ペキンによって建造された実じつ験けん施設。

　死ぬことを前提に生み出された、四人の実験体。

　ファンメイは──李芳美リー・フアンメイと呼ばれた少女は、その中の一人だった。

　今ここにいる十四歳の『李芳美』と、あの島で空を夢見て死んでいった、もう一人の、十六歳の『李芳美』──ファンメイの頭の中には、二人分の記き憶おくが書き込まれている。

　培ばい養よう槽そうのガラス筒の中で生まれ、暴走の恐怖に怯おびえ、それでも最後まで希望を捨てなかった生まれる前の『わたし』。

　その記憶を受うけ継ついだ今の自分もまた、本当ならあの島で、暴走によって死ぬはずだった。

　戒蒼元カイ・ソイゲン、飛露蝶フエイ・ルーテイ、そして雷小龍レイ・シヤオロン──三人の友人の命と引き替えに、ファンメイは死を免まぬかれた。カイとルーティの命がけの抵抗によって脳内に潜ひそむプロテクトは解除され、黒の水の暴走は食い止められた。

　そして、シャオロンは……

　いつもケンカばかりしていたひねくれ者の少年は、ファンメイに生きる勇気をくれた。

　自分は、生きることを許されたはずだった。

「先生、正直に教えて……わたしの体、ホントは治ってないの？」

「いまは、まだなんとも言えん」

　リチャードは、ファンメイの視線を真っ向から受け止めた。

「だが、心配するな。お前さんの体は、わたしが責任をもって治ち療りようする」

「……ホントに……？」

「本当だとも」

　リチャードは表情を和やわらげ、かすかな笑いを含んだ声で、

「『治りませんでした』なんてことになった日にはヘイズのやつに殺されかねんからな……私も命がけだ」

　自信ありげなその態度に少しだけ気分が落ち着く。ファンメイはうなずき、どうにか笑顔を作って見せた。

　リチャードの大きな手が、ファンメイの頭を撫なでる。なんだか安心する。ファンメイは「ありがとう」と言おうとして口を開きかけ、ふと大事なことに思い至った。

「……先生、お願いがあるの」

　靴下を脱いだままの左足に視線を落とし、

「この足のこと、ヘイズとハリーには黙だまってて欲しいの……」

「ん？」

　リチャードはかすかに眉まゆをつり上げ、そうか、と呟つぶやいた。

「……足のことを隠してたのは、ヘイズのやつに知られたくないからか」

「うん……元気なフリしてないと、二人とも心配するから」

　お願いします、と頭を下げ、そのままの姿勢でしばらく様よう子すをうかがう。

　いつまで待っても返事は返ってこない。

「……やっぱり……ダメ？」

　おそるおそる顔を上げると、目の前にはリチャードのしかめっ面つら。

　怒られるかな？　と思い、少し体を固くする。

　と、リチャードは小さく息を吐き「あいつもまだまだ修行が足りんな」と呟つぶやいた。

「わかった」うなずき、目を閉じて「その代わり、体がおかしいときはどんなささいなことでも私に知らせること。……約束できるか？」

「先生、ありがと」ファンメイは笑い、机の上の靴下に手を伸ばした。「それじゃ、わたし帰るね。……ヘイズに謝あやまらないといけないから」

　親指の向きに注意して靴下と靴を履はき、椅い子すから立ち上がろうとして、

「あれ……？」




　──いきなり、目の前が暗くなった。




　部屋の明かりが消えたのかと一いつ瞬しゆんだけ思い、すぐにそうではないことに気づいた。Ⅰ－ブレインが視神経の異常を訴え、すぐに異常は全身に広がった。ほんの数秒で下半身の感覚が消え去り、体がぐらりと傾かしいだ。

　なにかに摑つかまろうと、必死に右手を突き出した。

　突き出したそれは、もう、右手ではなかった。

　腕の肘ひじから先は無数の触手に枝分かれして、診察室の床や壁かべや天てん井じように突き立っていた。

　先生の名前を呼ぼうと、口を開いた。

　唇から漏れるかすれた呼気は、声ではなかった。

　なにもかもがあまりにも唐突で、恐怖を感じる暇さえもなかった。

　体が床に叩たたきつけられるまでの一秒が、永遠に感じられた。

　まぶたは確かに開いているはずなのに、なにも見えなかった。

　リチャードがなにか叫んだ気がしたが、よく聞こえなかった。

　闇やみが、意い識しきを塗りつぶした。
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　知らせを聞いて駆けつけたヘイズの前に、異様な光景が広がっていた。

　情報制御理論研究部、Ａ棟培養室。強化カーボンの扉を押しのけるようにして飛び込んだヘイズを待っていたのは、巨大な円筒ガラスの生命維い持じ槽そうだった。

「……来たか」

　リチャードが一いつ瞬しゆんだけ視線をこっちに向け、すぐに操そう作さ端末に向き直る。数人の白衣の研究員たちが、立ち尽くすヘイズの前をあわただしく駆け回る。暗い部屋、壁かべを走る無数のパイプ、淡いライトの緑光に照らされて、ガラス筒の羊よう水すいに浮かぶ少女の姿。

「なんだ……こりゃ……」ヘイズは呻うめいた。

　ファンメイの体は、人間のものではなかった。

　一糸まとわぬ少女の体は首から上だけを残して真っ黒に染まり、両腕と両足は付け根のところから解けて無数の触手を形成していた。生気の感じられない少女の唇からはときどき小さな気泡が立ち上り、かろうじて少女が生きていることを主張していた。軟体動物のように変わり果てた少女の四し肢しは身じろぎひとつせず、薄うす桃もも色の羊水のわずかな流れにあわせて力無く揺れていた。

　傍かたわらのディスプレイを横目ににらむ。体温四十三℃、心拍数三八〇。まともな値ではない。並の人間ならいつ死んでもおかしくないレベルだ。

「先生！　なんだよこれ！　なにがどうなってる！」

「落ち着け……」

「落ち着いてられるかよ！」

　ヘイズは猛然と振り返り、リチャードの両肩を力任せにつかんだ。

「どういうことだ！　なんで体の構造が書き変わってる！　これじゃまるで……！」

　──暴走。

　その言葉を、ヘイズはかろうじて飲み込んだ。

「いいから落ち着け」

　リチャードは肩にのったヘイズの両手をつかみ、思いがけなく強い力で引きはがした。

「……簡かん単たんに現状を教えるぞ。原因はまったく不明だが、この子の脳は正常に機能している。Ⅰ－ブレインは肉体構造維持の命令を出しているのに、『黒の水』の方がそれを受け付けん状態だ」

　ヘイズの体を乱暴に押しのけ、部屋の出口へ向かう。

「ここのシステムを総動員して解析中だが手が足りん。……騒さわいでいる暇があったら、お前の演算能力を貸せ」

「おい！　どこ行くんだよ！」

「司令部に要よう請せいして軍の演算システムを借りてくる。お前はそいつらの指示に従え」

　肩越しに振り返って研究員を示し、一いつ瞬しゆんも立ち止まることなく部屋を後にする。

　強化カーボンの扉が、音もなく閉ざされる。

　ヘイズは唇をかみ、ぐったりと動かないファンメイを見上げ、

「──くそったれ！」

　操そう作さ端末の画面を、力任せに叩たたいた。







　　第四章　巷に雨の降るごとく　～"Wheel of fortune" go rounds～







　覚えているのは、透明なドームの向こうに広がる空の闇やみ色。

　展望室の円形の天てん井じようを埋め尽くす、鉛色の雲の天てん蓋がい。

　エリザが最後に望んだ、遙はるかな空の情景──




　……強い風を、肌に感じた気がした。

　ウィリアム・シェイクスピアの船体表面を滑る空気の流体運動データが有機コードを介してⅠ－ブレインに流れ込み、一いつ瞬しゆんだけ、激はげしい嵐あらしの中に生身で放り出されたような錯さつ覚かくを少年に与えた。

　右手の指を小さく動かし、暖かな羊よう水すいの感触を確かめる。肺からゆっくりと空気を吐き出し、目を開ける。うつろな意い識しきが最初に捉とらえるのは、操そう縦じゆう槽そうを満たす羊水の淡い桃色と、視界の端に揺れる無数の黒い線の群れ。少年の身体からだに接続された無数の相互リンク用ケーブルは、先端部分で皮ひ膚ふに同化して神経系に直結し、少年の意識と船シエイクスピアの管制システムを情報構造体のレベルで融ゆう合ごうさせている。

　半透明な羊よう水すいの向こうに透すけて見えるのは、円筒ガラスの内側に映り込む自分の顔。

　流れにたゆたう薄うす茶ちや色の髪と、焦点の定まらない同じ色の瞳ひとみ。ガラスの曲率に従っていびつに引き伸ばされたその顔は、羊水の流れにあわせて不規則に揺らめいて、元の形などわからない。

　まともな鏡かがみを最後に見たのがいつのことか、少年はよく覚えていない。

　だから、これが今の自分の顔。

『エドワード・ザイン』と呼ばれる、少年の顔。

（作戦開始まで、二四〇秒）

　システムメッセージが脳内に表示され、機体の最終チェックが始まる。船シエイクスピアの流体装甲が捉とらえる外界の様よう子すが『視覚』という形に変換されてⅠ－ブレインに流れ込み、少年の視界を浸食する。薄桃色の羊水と歪ゆがんだ顔が目の前から消え去り、少年の意い識しきは高度一万七〇〇〇メートルの虚こ空くうへと投げ出される。

　船外ライトの淡い光を吞のみ込んで、世界は一面の闇やみ。舞まい落ちる雪の結晶が少年の目の前をひとつ、ふたつと通り過ぎ、いくらも進まないうちに昏くらい空の底に消えていく。

　雪の軌跡をたどるように、意識を上に向ける。

　見上げた先に広がるのは、鉛色の雲の天てん蓋がい。

　固体のような雲が世界の果てまでを隙すき間まなく覆おおい隠し、ときおり煌きらめく雷光が、一いつ瞬しゆんだけ山の稜りよう線せんにも似た雲海の姿を少年の脳に焼き付ける。

　……いつもとなにも変わらない、空。

　エリザが最後に望んだ、遙はるかな空。

（作戦開始まで、二〇秒）

　少年は目を閉じ、小さく息を吐いた。




　──少年がシティ・ロンドンに保ほ護ごされてから、三年が過ぎていた。

　西暦二一九八年四月二日──その日も、いつもと変わりのない一日だった。

　軍部の要よう請せいで研究棟の生命維い持じ槽そうからウィリアム・シェイクスピアの操そう縦じゆう槽に移された少年は、命令されるままに、フランス地方北部のとある町に向かった。

　目標の直上、高度一万七〇〇〇メートルの地点で最終的な準備を終えた船は、通信素子の向こうから与えられる軍司令部士官の命令に従って、降下を開始した。

　高度一〇〇〇メートルに到達するまではほんの十秒足らず。小さな町の姿が闇の向こうから姿を現した。円形の町を十字に走る二本の通り、その間を縦じゆう横おうに走る細い小道。四角い箱のような家々と、通りをまばらに行き交う住人たち。中央の広場では少年よりもさらに小さな子供たちが駆け回り、その傍そばでは数人の男女がなにかを話し合っているようだった。

　あとになってから少年が調べたことだが、その町はシティ・ロンドンの地下に不正にラインを引き、マザーシステムの生み出すエネルギーを間借りすることでかろうじて町の機能を維い持じしていた。

　軍の再三の警けい告こくを無視した町に対する実力行使──同時にそれは、似たような手段でシティ・ロンドンに寄生している他ほかの町に対する警告でもあった。

　少年は船体表面に展開していた偏光迷彩を解除し、降下を再開した。一〇〇〇メートルを隔てた眼下の町では、船に気づいた住人たちが呆ぼう然ぜんとこちらを見上げていた。

　通信素子の向こうの士官が、殲せん滅めつしろ、と命じた。

　少年は、言われた通りにした。

　虐殺が始まった。




　……町が無人の廃はい墟きよと化すのに、三分とかからなかった。

　ウィリアム・シェイクスピアの船体表面から突き出した無数の流体金属の螺ネ子ジは、少年の思考に忠実に従い、二〇〇名近い住人を一人残らず串くし刺ざしにしていった。

　住人たちの大多数は為なす術すべもなく逃げまどい、幾人かの者が銃を手にして螺子に立ち向かった。白銀色の螺子の槍やりは、そのどちらの頭上にも等しく降り注いだ。家に逃げ込んだ多くの者は扉ごと螺子に貫かれ、地下の耕作プラントに隠れた数十名は換気口から侵入した一本の螺子に為す術もなく蹂じゆう躙りんされた。ガス圧式の機関銃を構えて大通りに飛び出した男はトリガーを引く機会さえ与えられずに、数十本の螺子に揉もまれてぼろ屑くずと成り果てた。

　町の中央の広場では、子供をかばおうと両手を広げて螺子の前に立ちはだかった若い女が、子供ごと貫かれてそのままの格好で絶命していた。

　……その女の髪飾りが、ふと、少年の気を引いた。

　そんな飾りを、エリザが身につけていたような気がした。

　町の外れに船を下ろし、操そう縦じゆう槽そうの外に抜け出して、緊きん急きゆう時のために用意されている防寒着を身に纏まとった。通信素子の向こうで士官が何か言ったような気がしたが、よく聞こえなかった。

　船から降り立ち、慣れない足で道を覆おおう舗ほ装そうタイルを踏みしめ、血色に埋め尽くされた大通りを歩いた。

　中央の広場にたどり着き、立ち尽くす女の死体に歩み寄って、髪飾りに手を伸ばした。

　花びらを模したと思おぼしき銀色の髪飾りは、少年の記き憶おくに残るエリザの物とは、少しだけ形が違っていた。

　少年は髪飾りを投げ捨て、元来た道を引き返そうとした。

　と。

　広場の端でうつ伏せに倒れていた男が、かすかなうめき声を上げた。

　螺子の攻こう撃げきに脇わき腹ばらを貫かれ、白い服を真っ赤に染めて、それでも男は生きていた。

　少年は反射的に一歩あとずさり、男に向き直った。男は腕の力でどうにか起きあがろうとして、こらえきれなくなったように激しく咳せき込み、再び舗ほ装そうタイルの上に倒れた。

　肘ひじの力で上体を押し上げ、射い殺ころすような目で少年を睨にらみ、口くちの端はから血を滴したたらせ、言葉を紡いだ。

　……人形……つか……

　少年はⅠ－ブレインに命令を送った。

　地面から突き出した舗装タイル色の螺ネ子ジが、男の心しん臓ぞうを貫いた。

　それっきり、男は動かなくなった。
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「……どうしたの？」

　いきなり立ち止まってしまったエドの背中に、錬れんは小声で問うた。

　ほんの少し間があって、エドがこっちを振り返る。錬が買ってあげた紅茶色のコートはあつらえたようにぴったりのサイズで、小さな体が余計に小さく見える。相変わらず無表情なその顔は、やっぱりなにを考えているのかよく分からない。薄うす茶ちや色の目をぱちっとしばたたかせ、なんでもないという風に首を振り、錬の服の裾すそをつかんでさっさと歩き出す。

「あ、ちょ、ちょっと……」

　とっさに抗こう議ぎの声を上げても、エドが立ち止まる気け配はいはない。後ろ手に握りしめた錬の服をぐいぐい引っ張り、足早に先を進んでいく。

　錬は内心でため息を吐つき、それ以上の質問を諦あきらめた。

　軽く五〇メートルは幅がある広い通り。両側には画一的な様式の建築物が建ち並び、フライヤーの速度制限を表す立体映像の標ひよう識しきが気まぐれなノイズに揺らめいている。砂を流すようなざわめきが絶えずあたりに響ひびき、湿気を含んだ冷たい空気が肌にまとわりつく。気温はたぶん十度前後。どうやら、温度調節のシステムがうまく機能していないらしい。吸湿効果のある舗装タイルが吸いきれなかった水がそこかしこで小さな水たまりを形成し、舞まい落ちる無数の水滴が波紋を重ね合わせている。

　目を上げれば、視界に飛び込んでくるのはパイプむき出しの灰色の空と、その空を青く切り取る正八角形の布。

　空からは水の粒が絶え間なく降り注ぎ、防水加工を施された布に当たって弾はじけた音を立てている。

　幅一メートルほどの布には強化カーボンの骨組みが放射状に張り巡らされ、その中心から延びた柄つかの先を、錬はエドに引っ張られているのとは反対の手で掲げている。前を歩くエドの頭上にも同じ形の、こちらは若草色の布が掲げられ、弾かれた水滴が細い流れを作って骨組みの先からしたたり落ちている。

『傘』というのがどういうものか知ち識しきとしては理解していた錬れんだったが、実際に使うのは生まれて初めてだった。

　──シティ・ロンドンには雨が降る。

　マザーシステムの機能低下に伴い大気の浄化能力に深刻な問題を抱えたロンドンでは、空気に混じった細かいチリやほこりを洗い落とすために、天てん井じようから定期的に水を散布する。降水は週に一度、時間にしてほぼ半日。最上層の第二〇階層から降り始めた雨は各階層の『地じ盤ばん』で濾ろ過かされながら最下層の第一階層に到達し、そこで回収されてシティの循じゆん環かん系の中に再び取り込まれる。

　生活に傘が必要な街など、世界中でおそらくここだけだろう。

　珍しそうな顔をしないように気をつけて、道行く市民とすれ違う。当たり前のように傘をさした男女の二人連れは、錬とエドのことなど気にも留めずに通り過ぎていく。ロンドン市民にとっては雨など慣れっこなのか、通りにはまばらながらも人ひと影かげがある。脳内時計が告げる時刻は『十月九日午前十時五分』。わざわざ雨の中を出歩く者はいないだろうと思って今日を作戦日に選んだのだが、当てが外れた。

「……あと、どのくらいかかりそう？」

　心持ち足を速めながら、前を行くエドに小声で問う。と、その声を合図にしたようにエドが立ち止まった。

　人目をはばかるように周囲に視線をさまよわせ、服の裾すそから手を離して錬に向き直り、通りの脇わきの路地を指さす。三階建てほどの建物に挟まれた路地は薄うす暗ぐらく、突き当たりには緊きん急きゆう避ひ難なん用の非常扉らしきものが姿を覗のぞかせている。

「なに？　あそこに入ればいいの？」

　エドは「はい」とうなずき、錬の服の裾をつかむ。どうやらこの子の計画では、非常扉からシティの外殻部分に侵入するつもりらしい。錬の経けい験けんから言うと、シティの建造時に最初に作られる外殻には、住民はおろか軍でさえも知らないような作業用通路が残されていることが多い。軍司令部のある第二〇階層に向かうには、おそらく最も安全なルートだろう。

　エドの案内で、というのが少し不安だけど。

　……本当に大丈夫なのかなあ。

　無表情なエドの顔を見下ろし、錬はもう一度、心の中でため息を吐ついた。




　──ロンドン軍の資料庫に、大事な物を取りに行かないといけない。

　エドが突然そんなことを言いだしたのは、六日前のあの日、隊商での買い物から帰ってきた錬とエドが、フィアと三人で朝食を済ませたあとのことだった。

　と言っても、エドは相変わらず「はい」と「いいえ」以外の言葉を発しなかったから、会話のほとんどは端末を介したデータのやりとりによって行われた。それによると、シティ・ロンドンの軍司令部にはヨーロッパ各地の研究施設跡からかき集められた『世せ界かい樹じゆ』に関する膨ぼう大だいな資料が保存されていて、世界樹の種を発芽させるためにはどうしてもそれらの資料が必要なのだという。

　ディスプレイ越しのたどたどしい説明を要約すると、どうやらエドは種を起動させるための詳しい方法をまったく知らないらしい。そのあたりの理論は『世界樹』の制作者によっていくつかの資料に分割されていて、そもそも錬れんが最初にエドと出会ったあのプラントでも、エドはその記き録ろくを回収していたということだった。

　そして、それらの資料の中でも最も重要な『種に起動目的を書き込むプロセス』の資料を握っているのは、よりによってロンドン自治軍。エドの話では、軍は種が発見されるずっと前から、専門のプロジェクトチームを設けて世界樹に関する調査研究を進めていたらしい。

　……そんなわけで。

　六日がかりで準備を終え、十九階層の廃棄されて久しい無人ポートから市内に潜せん入にゆうした錬は今、カビと埃ほこりに満たされたシティ・ロンドンの外殻通路を、エドの案内でずりずりと這はい進んでいるのだった。

　ちなみに、二人とは別ルートでシティに潜もぐり込んだフィアは、第八階層の民間用ポートの近くで行動中だ。彼女は公共端末のブースから一般回線にアクセスし、シティのネット構造を支配して錬とエドをサポートしてくれる手はずになっている。

　フィアを一人で残すのは不安だったが、だからといって錬が一いつ緒しよに残るわけにはいかないし、エドをボディーガードに残したのでは道案内がいなくなってしまう。それ以前に、『私のこと、信用できませんか？』なんて悲しそうに言われてしまうと、錬には反論のしようがない。

　いざとなったら自分だけでも逃げるようによく言い含めておいたから、たぶん……

「……大丈夫かなあ……」

　ついつい、そんなことを呟つぶやいてしまう錬だった。

　前を進むエドが動きを止め、首だけでこっちを振り返る。声が聞こえたのかもしれない。

「なんでもないよ」と笑ってみせると、エドは小さくうなずいた。

　暗くて窮きゆう屈くつな通路を、再びずりずりと這い進み始める。第十九階層の非常扉から延びた通路は最初のうちは十分に広かったのだが、何度か枝分かれを繰くり返すうちに次第に細くなっていき、今では錬が四つんばいになってどうにか通れる程度にまで狭せばまっている。

　おそらく、ここはまともな通路ではなく、シティの建設中に建築機械用のケーブルか何かを通すために使われた穴なのだろう。

　床の隅に積もった埃の厚さはどう見ても三〇年分以上はありそうで、二人の体が動くたびに細かい粒子が宙に舞まい上がり、目や鼻に飛び込んでくる。

　先を行くエドが、くしゅん、とくしゃみをひとつ。

　錬れんは小さく笑い、ふと、顔を曇くもらせた。

　これを言いだすとややこしくなりそうだから黙だまっていたのだが、錬には少し気になることがある。エドはどうやってこんな通路の存在を調べたのだろう、というのがそれだ。

　通常、こういったシティ建設当時の作業用通路は、大戦中に資料が散逸してしまって軍や政府ですら存在を把握していないというのが常だ。例えばメルボルン跡地の裏通りにでも行けばシティの『詳細』な地図を入手することも可能だが、そういった地図はどこかの便利屋が大戦前の施設から発掘したり命がけでシティに潜せん入にゆうして調べ上げたりした物で、少なくとも表のルートで簡かん単たんに手に入る代しろ物ものではない。中でもシティ・ロンドンの情報は市場に出回っている数が極端に少なく、錬もここ六日間がんばってみたのだが、とうとう地図を入手することはできなかった。

　ほんの二ヶ月前までシティの住人だったエドが、なんのコネもなしにこんなルートを一人で調べるのは、ものすごく難しかったはずだ。

　……考え過ぎかな。

　いくら常じよう識しきがなくったって、この子も魔ま法ほう士しなんだから──そんな言葉で、錬は無理やり自分を納得させた。

　三〇分ほど通路を這はい進むと、唐突に目の前が開けた。細い通路の終点は直径二メートルほどの円形の空間につながり、その天てん井じようからはさらに、まっすぐ縦たて穴あなが延びていた。

　目を凝こらして縦穴を覗のぞき込んでみるが、いったいどこまで通じているのか見当も付かない。

「……とにかく」

　錬はエドの前に膝ひざをつき、紅茶色のコートに付いた埃ほこりを丁寧に払った。

「ここを、上に行けばいいんだね？」

「……はい」

　エドはこくっとうなずき、元通りきれいになったコートを両手で撫なでた。




　　　　††††††††††††††




「──入るぞ」

　というリチャードの声に、ヘイズは、はっと目を開けた。

　いつの間にか眠ってしまっていたらしい。応接室のソファーに身を起こし、腫はれぼったいまぶたを指で強く押さえる。テーブルの片隅に埋め込まれたシート型のタッチパネルに触れ、立体映像の時計を呼び出す。『十月九日午後一時』。最後に時計を見たのが十一時を少し過ぎた頃ころのはずだから、それほど時間は経たっていない。

　ソファーから立ち上がり、背後の扉に向き直る。計ったようなタイミングで扉がスライドし、その向こうにはリチャードの姿。着流し白衣にだてメガネといういつも通りのスタイルだが、顔に浮かぶ疲労の色は濃こい。

　ここ数日は、二人ともほとんど眠っていなかった。

　ファンメイの体を突然襲おそった『黒の水』の変質現象は、発症の翌日には腸や胃などの消化器系にまで及んだ。肉体の一部であることを放棄した黒の水は薄うす膜状の黒い組そ織しきに変質し、生命維い持じ槽そうの羊よう水すいに揺らめいた。両腕と両足にくわえて腹部から下の半身を奪われた少女の体はとても生きた人間のものとは思われず、操そう作さ端末のディスプレイに表示されるステータス値だけがかろうじて命の存在を主張していた。

　平均体温四十五度。心拍数四二〇。脳波レベルは平常時のおよそ十倍。

　栄養供給を絶たれているはずの脳と心しん臓ぞうと肺がどうして機能不全を起こさないのか、誰だれにも説明できなかった。

　リチャードの指揮の下もと、ロンドンの研究員と医い療りようスタッフたちは考え得る限りの手を尽くした。もちろん、ヘイズも協力した。医学や大脳生理学の専門家でないヘイズは治療手段を考えることはできなかったが、それでもⅠ－ブレインの演算能力を使って解析を手伝うぐらいのことはできた。

　懸けん命めいな治療が功を奏したのかどうかは分からない。ともかく、発症から五日目の朝、黒の水は唐突に本来の機能を回復した。ファンメイの四し肢しと腹部は元の形を取り戻し、脳波と脈拍もどうにか正常と言えるレベルにまで落ち着いた。

　だが、少女の体温は依然として三十九度前後という高い値を示し、意い識しきが戻る気け配はいも見えない。医療スタッフの手で通常の集中治療室に移された少女は、それからずっと、ベッドの上で眠り続けていた。

「……おはよう、って時間でもねぇか」

　ヘイズは、せいいっぱい作り笑いを浮かべ、

「先生、調子はどうだ？」

　リチャードは無言。ヘイズの側そばを横切ってテーブルの反対側に回り込み、ソファーに腰を落としてポケットからタバコを取り出す。

　火のついていないタバコをくわえるでもなく、テーブルに視線を落とす。

　そのまま、いつまでたっても動こうとしない。

　ヘイズは眉まゆをひそめ、リチャードの向かいに座った。

　ひどく、嫌いやな予感がした。

「……なんか、あったのか？」

　リチャードは、まだ吸ってもいないタバコを灰皿で潰つぶし、口を開いた。

「お前さんに報告がある。……いい知らせと、悪い知らせだ」

　四つ折りに畳まれたシート型ディスプレイをポケットから取り出し、テーブルの上に広げて、

「とりあえず、いい方からだ。さっき医務局の方から連絡があってな、ファンメイが目を覚ました」

「マジか？」思わず、テーブルに身を乗り出す。

　リチャードは「ああ」とうなずき、

「連絡をよこしたヤツの話だと、まだ少し熱がある以外は健康そのもの、体にも脳にも異常は見られない。本人は倒れてた間のことはなにも覚えてないらしくてな、『お腹なかが減ったからおいしいものが食べたい』そうだ」

「そっか……」

　深々と息を吐く。ひとまず安心した。あとでハリーにも知らせてやろう。

　ソファーに座り直し、シート型ディスプレイを手に取る。

　次の言葉を口にするには、努力が必要だった。

「……で、悪い方ってのは？」

　リチャードは目を閉じ、何かを考えるように腕を組んだ。

　うつむき加減に目を開け、ポケットから新しいタバコを取り出し、火をつけた。

「あの子の……ファンメイの、解析結果がでた」

　タバコの煙を深く吸い込み、吐き出し、

「結論から言うと」ヘイズが手にしたディスプレイを指さして「あの子の体を構成する『黒の水』は、正常に作動している」

「は？」

　意味が分からない。シート型ディスプレイに視線を落とし、縁ふちの操そう作さパネルに指で触れる。ディスプレイの表示が次々に切り替わり、ファンメイの体とⅠ－ブレインの解析結果を表す数値データを映し出していく。

　専門家ではないヘイズには細かいことまでは分からないが、このデータを信じる限り、確かに少女の体とⅠ－ブレインは正常に動作しているとしか思えない。

「この解析、おかしいんじゃねぇのか？」書類を模したディスプレイを、テーブルに放り出す。「現にあいつはあんなことになっちまったし、今も熱は下がってねぇんだろうが！　異常なしな訳あるかよ！」

「そこだ」

　リチャードは指で挟んだタバコを指示棒のようにヘイズに向け、

「その『異常なし』ってところがポイントだ。確かに、あの子の体を構成する黒の水は、Ⅰ－ブレインの命令を無視して肉体を勝手に作り替えた。あの子の『人間部分』である脳は、その過負荷に耐えられず昏こん睡すい状態に陥った」

「だったら……」

「だがな」ヘイズの反論をさえぎり、リチャードは続ける。「少し発想を変えて、あれが黒の水の、『龍りゆう使つかい』の本来あるべき姿だとしたらどうなる？」

　なにを訳の分からないことを。

　そう言いかけて、ヘイズはふと、口をつぐんだ。

　龍りゆう使つかいの肉体を構成する黒の水は、分子レベルで論理回路を刻まれた原形細胞の集合体だ。任意に進化と退化を繰くり返すこの細胞は、宿しゆく主しゆである龍使いの体内で独自の構造を形成し、最終的には龍使いのⅠ－ブレインを乗っ取ってしまう、『暴走』と呼ばれる現象を引き起こす欠陥品だった。

　ファンメイの友人だった一人の少女の決死の努力で、暴走の原因である脳の拒絶反応は抑えられ、ファンメイは死を免まぬかれた。

　だが、それは『ファンメイの体内に形成された黒の水の構造が消滅した』ことを意味してはいない。考えてみれば、当たり前のことだ。

『黒の水』含有率九〇パーセント──少女の体を構成する全細胞の中で、少女本来の物は脳と神経系統を形作っているわずか十パーセントに過ぎない。

　これまで、考えてみたこともなかった。

　そういう生物は、はたして『人間』と呼べるだろうか？

「……たぶん、お前さんが思ってる通りだ」リチャードの声。「拒絶反応が消えたことで安定したあの子の体は、Ⅰ－ブレインを主、黒の水を従とする共生状態にある。わかりやすく言うと、『脳を中心にした神経系』と『黒の水によって構成された肉体』が、それぞれ別個の生物として、互いに助け合って共存しているわけだ」

　脳は思考演算によって『従者』である黒の水の構造を維持し、黒の水は『主あるじ』である脳に酸素や栄養を供給すると同時に、脳に対する外敵の攻こう撃げきを防ぐ。

　ひとつひとつが論理回路を備えた黒の水は、思考演算による構造の維持さえあれば、独自に呼吸することもできれば食物から栄養を取り込むこともできる。細胞同士をつなぎ合わせて進化すれば、どんな形状でも思いのまま。論理回路によって保ほ護ごされた黒の水はあらゆる物理的損傷を瞬しゆん時じに修復し、あらゆる情報構造体攻撃を完全に遮断する。

「そこで質問だが──そういう生物が『人間』という形態をとり続けることに、いったいどんな意味がある？」

「そりゃ、もちろん……」

　言いかけて、ヘイズは言葉に詰まった。

　例えば、目がなくても物が見える生物は目を必要としない。肺がなくても呼吸できる生物は肺を必要としないし、胃や腸がなくても食物から栄養を取り込める生物は消化器を必要としない。手や足も同じ。生物の肉体という物は、ごく一部の例外を除いて、無む駄だなく、ただ『生きるために必要だから』存在している。

　少女の体を構成する黒の水は、もはや『人間』という形態を必要としていない。

　筋肉、骨格、内ない臓ぞう、皮ひ膚ふ──それらの『不要物』を構成し続けることは、黒の水と、その構造を維い持じしているⅠ－ブレインにとって、単なる負担でしかない。

「……おそらく、これが始まりだ」リチャードは、タバコの煙が漂う天てん井じようを見上げ「今はまだ、あの子の『人間部分』が黒の水の使い方に慣れていない状態だ。発作的に体が変質することはあっても、放っておけば勝手に元に戻る。だが、いずれはあの子の脳も『黒の水で構成されている』という自分の状態を受け入れ、効率的な利用法を学習し始める。病気じゃない。肉体の状態に最も適した形に、脳が進化するわけだ」

　言葉を切り、ヘイズの顔を正面から見み据すえ、

　リチャードは、その事実を告げた。

「──遠からず、あの子は人間の姿を維持することができなくなる」




　テーブルの片隅に浮かぶ立体映像の時計が、『午後二時』を示していた。

　リチャードはシート型ディスプレイを四つに折り畳み、ポケットにしまった。

　無言でソファーから立ち上がり、うずくまったままのヘイズのそばを通り過ぎ、部屋の扉に向かう。

　重く、のしかかってくるような沈ちん黙もく。リチャードの足音だけが虚むなしく響ひびく。

「──先生」耐えきれずに、口を開いた。

「……なんだ？」足音が止まる。

「オレは……どうすればいい？」

「……とにかく、あの子に能力を使わせないように注意しろ」

　背後で、リチャードが振り返る気け配はい。

「人間以外の形に身体からだを変化させると、脳がその状態を記き憶おくしてしまう危険がある。『人間の姿が最も安定した形だ』と脳に錯さつ覚かくさせて少しでも進化の速度を遅らせれば、それだけ時間が稼かせげる。私の方でも、もう少しデータを集めて、治ち療りよう法を探ってみる」

　昔よくそうしたように、ヘイズの肩に手を置き、

「月並みだが、希望は捨てるな」

「そーだな……」

　ヘイズは、力なくうなずく。

　と。

　甲かん高だかい警けい告こく音おんと共に、立体映像ディスプレイがテーブルの上に出現した。

　反射的に顔を上げ、『極秘』と記されたその文面に目を通す。読み進むうちに、思わず舌打ちをもらす。軍司令部で原因不明のシステム暴走が発生。第二〇階層全域の監かん視し・防ぼう衛えいシステムが、現在、機能を停止中。至急、調査に当たられたし──

　肩越しにリチャードが手を伸ばし、ディスプレイを指で弾はじく真ま似ねをする。

「逃げた鳥が、自分から籠かごに飛び込んできたらしいな」

「……ったく、このくそ忙しいときによ……」

　ヘイズはディスプレイをにらみつけ、ひとつ指を鳴らした。




　……二人がそれに気が付かなかったのも、仕方のないことだったのだろう。

　ヘイズもリチャードも連日の徹てつ夜やで疲労のピークにあったし、少女は足音はおろか、小さな呼吸音ひとつ立てなかったのだから。

　シティ・ロンドン第二〇階層、研究区画、情報制御理論研究部Ａ棟六階、第三通路。監かん視しカメラの死角にまぎれ、近くを通りかかる研究員もおらず、二人が会話する応接室の扉の前から走り去る少女の姿に気づいた者はいなかった。

　白い病人着に身を包み、素足にサンダルを履はき、長い黒髪を背中に振り乱して、少女は、無機質な光に照らされた通路を走り去っていった。

[image: ]

　少女が誰だれかと一いつ緒しよに食べるために持ってきた二人分の昼食は、扉の前に置き去りにされ、すぐに掃除ロボットに片づけられてしまい、誰の目にも触れることはなかった。

　数分後、研究棟の玄関を飛び出す病人着姿の少女を、数名の警けい備び兵へいが目もく撃げきしている。

　そのことを二人が知るのは、もう少し後のことになる。
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　通気ダクトのシャッターを取り外して、下の様よう子すを覗のぞき見る。ライトの冷たい明かりに照らされた、リノリウム張りの白い通路。幅二メートルほどの通路はダクトと併走する形で真っすぐ左右に延び、片方は十五メートルほど延びて行き止まり、もう片方は五メートルも進まないうちに曲がり角にぶつかって、その先がどうなっているかは分からない。目に映る範はん囲いに人ひと影かげはなく、等間隔に並ぶ扉から誰だれかが出てくる気け配はいもない。

　よっ、と掛け声ひとつ。錬れんは換気口から逆さまに体を突き出した。

　天井からつり下がっている監かん視しカメラと目が合ってしまい、なんとなく手を振ってみる。予定通りまったく反応無し。どうやらフィアが上う手まくやってくれたらしい。二〇階層全域の監視・警けい備びシステムは、現在、第十九階層の公共端末の前に座る一人の少女の支配下にある。

　ダクトの縁ふちをつかんでくるりと体を反転させ、音を立てないように通路に降り立つ。周囲に視線を走らせ、小さく息を吐き、換気口を見上げて、

「いいよ、降りてきて」

　換気口の暗がりの向こうで、エドがこくっとうなずいた。

　ダクトを構成する強化カーボンから数本の螺ネ子ジが生えだし、小さな体を下に運ぶ。それを横目に錬はさっそく行動を再開、『第二十七研究班』と書かれた目的の扉に歩み寄る。幸い、鍵かぎはかかっていない。扉を開け、入り口のすぐ近くに照明のスイッチを見つけ、明かりを灯ともす。白っぽいライトの光に照らされた室内は五メートル四方ほどの広さで、中央には会かい議ぎ用と思おぼしき大きなテーブルと椅い子すが十数個。左手の壁かべを一面に覆おおう棚には、データディスクや紙の資料がこれでもかと詰め込まれている。

　いったい何千枚あるのか、数えるだけでも日が暮れそうだ。

「……で」ゆっくりとエドを振り返り「この中から、探すの？」

　エドはこくこくとうなずき、錬の脇わきをすり抜けてさっさと部屋に入っていく。

　錬は額ひたいを押さえ、ため息を吐いた。

　シティ・ロンドン第二〇階層、情報制御理論研究部Ｅ棟。エドの案内でシティ外殻の作業通路を登り進んだ錬は、二〇階層と下の十九階層を隔てる巨大な地じ盤ばん構造の中に潜もぐり込み、そこから通気ダクトを使ってこの建物に侵入した。エドの示した道順は正確そのもので、二人は予定通りの時間にここまでたどり着くことができた。

　脳内時計が告げる時刻は『午後二時五分』。二〇階層全域の防ぼう衛えいシステムは二時きっかりのタイミングでフィアが役立たずにしてくれているはずだが、そうそうのんびりしているわけにもいかない。シティのネット構造を管制するマザーシステムの防衛機構に長時間対抗し続けるのは彼女の力でも難しいはずだし、あまり長居が過ぎるとアクセス元を特定されてしまう恐れもある。フィアには、ある程度時間を稼かせいだら防ぼう衛えいシステムに時限式のウイルスを仕込んで、先にシティを脱出するように言ってある。

「急がないと……」

　エドは棚の左端にとりついて、データディスクを一枚一枚取り出しては棚に戻しを繰くり返している。中身のデータを確認している様よう子すがないのがものすごく不安だ。

　錬れんは反対側から攻めることに決め、とりあえず右上のいちばん隅の一枚を取り出した。

　三センチ角のディスクの表面にはラベルが一枚。『92. 2. 11』という表記は、たぶん西暦二一九二月二月十一日という意味だろう。中身のデータに関する記述はどこにも見あたらない。

　仕方なしに、錬は携帯端末を取り出してディスクを読み出し、

「……エリザベート・ザイン？」

　小さな画面に表示されるデータ記き録ろく者の名前に、思わず声を上げた。

　どうやら、情報制御理論創始者の一人に数えられるその人物が、『世せ界かい樹じゆ』を生みだした人物らしい。考えてみれば、エドからは『世界樹』のシステム構造や機能について説明を受けただけで、制作者についてはなにも聞かされていない。エドが聞かれていないことを自分から語ることなどほとんどなかったし、錬の方でも、知っても仕方がないからということで気にしていなかったのだ。

　……そう言えば、エドの名前も、エドワード『ザイン』だよね。

　バカなこと考えてるなあ、と自分でも呆あきれる。いくらなんでも、そんなできすぎた話があるわけがない。頭を振って余計な思考を追い出し、データの解析に取りかかろうとして、

　その鼻先に、にゅっと小さな手が突き出された。

「うわっ！」

　反射的に一歩あとずさり、目の前の物体に視点をあわせる。相変わらずの無表情でこっちを見上げるエドの手には、ディスクが一枚のっている。

「なに？　これが探してるディスクなの？」

　はい、とうなずくエド。錬は「ホントかなあ」と内心で首を傾かしげ、とにかく端末にディスクを差し込んだ。数秒の間があって、画面にはパスワードの入力画面が表示される。確かに、錬が今まで調べていたディスクとは様子が違う。プロテクトを外そうとタッチパネルを叩たたいてみるが、どうもうまく行かない。どうやら、とんでもなく強固なプロテクトがかけられているらしい。

　……これは、持って帰って本格的に調べないと……

　錬はひとつうなずき、ディスクを取り出そうとして、ふと、こっちを見上げるエドの視線に気づいた。

　あ、と思う間もなく、エドの手が錬から携帯端末を取り上げる。ディスプレイの外枠から針金のような細い螺ネ子ジが数十本生はえ出し、ものすごいスピードでタッチパネルにパスワードを入力し始める。

「ちょ、ちょっと！」

　錬れんが声を上げたときにはとっくに手遅れ。数字と記号とアルファベットが組み合わさった四〇九六桁けたのパスワードの入力が完了し、実行キーに螺子の先端が触れる。

　画面いっぱいに表示される、『パスワード確認』の文字。

　ぽかんと口を開ける錬の前に、ディスクに収しゆう録ろくされた膨ぼう大だいなデータが展開される。

　それは確かに、錬たちが必要としている『世せ界かい樹じゆの育成プロセス』に関する資料だった。

　意外な展開に対応が思いつかない。そんな錬には目もくれず、エドは再び壁かべの棚に向かった。膨大な量のディスクを次々にチェックし、一枚を選んでコートのポケットに放り込み、また次の一枚を選んでポケットに放り込み……

「エド……もしかして、どれが要いるものか全部分かってるの？」

「はい」

　小さな声で答えるエド。すっかり主しゆ導どう権を取られてしまった錬は、なんとなく頭をかいた。どうしてエドがそんなことを知っているのかは分からないが、その辺りの詮せん索さくは後回し。これなら、思ったよりもずっと早く作戦を終えることができそうだ。

「じゃ、そっちは任せたね」

　この様よう子すでは、自分がいても邪じや魔まになるだけ。やることがなくなってしまった錬は発光素子を外し、警けい戒かいのために通路に戻った。作戦開始から十分、ここに兵士が駆けつけてくる気け配はいはない。もっとも、第二〇階層全域の防ぼう衛えいシステムを潰つぶしてしまったこの状態では、軍はうかつに兵員を動かすことができない。たとえ、こっちの狙ねらいが九十九パーセントこの研究部の資料だと分かっていても、防衛部隊はより重要度の高い軍司令部やマザーコアの存在する中枢区画に配置せざるを得ない。そこまでは計算済みだ。

　錬は周囲に視線を走らせ、リノリウム張りの通路をゆっくりと進み、

「ん？」

　ふと、突き当たりの扉に目を留めた。

　興きよう味み本位で近寄って、扉の前に立つ。やっぱり見間違いではない。壁と同じ色調の白い扉には『エドワード・ザイン』と書かれたプレートが貼はり付けられている。傍かたわらのタッチパネルを開けて有機コードでⅠ－ブレインに接続し、ＩＤリーダーとＤＮＡチェックと網膜認証が組み合わさった複合鍵かぎを一秒で殺す。

　扉が開くと、その向こうには濃のう密みつな闇やみ。

　思わず、息を吞のんだ。

　扉から差し込むライトの光に照らされる、そこは、広い円形の空間だった。直径三〇メートル、貝殻型の天てん井じようの高さは縁ふちのところで五メートル。中央の一番高いところがどう見ても十メートル以上あることから考えると、建物の二階分をぶち抜く形になっているのだろう。

　部屋の外周には様々な計器類が整然と配置され、高台になった中央の直径二〇メートルほどの部分には、錬れんの身長よりも遥はるかに大きな空っぽのガラス容器が等間隔に並んでいる。

「え？　でも、表には『エドワード・ザイン』って……」

　ポケットから発光素子を取り出して明かりを灯ともし、錬はこわごわと部屋に踏み入った。

　ガラス容器の林を縫ぬうようにして進んでいくと、予想通りの物が目の前に姿を現した。『エドワード・ザイン』と名前が記された、空っぽの生命維い持じ槽そう。魔ま法ほう士しの人工合成に必要ないくつかの設備が見あたらないから、どうも、エドがここで生まれたというわけではないらしい。

　なにか情報はないかと辺りを見回し、ガラス筒のすぐ傍そばの操そう作さ卓に気づく。二度三度とタッチパネルを叩たたき、立体映像ディスプレイを呼び出す。記き憶おく領域には研究データと思おぼしきいくつかのファイル。

　適当なものをひとつ選んで、ディスプレイに展開する。

　瞬しゆん間かん、錬は目を見開いた。

「これって……」

　生命維持槽の羊よう水すいに浮かぶ男の子の姿が、目の前に大写しになった。

　映像が時間を圧あつ縮しゆくして収しゆう録ろくされていることは、周囲を動き回る研究員たちの姿から明らかだった。画面の右上隅に表示されカウンターはめまぐるしい速度で時を刻み、背景に何なに気げなく映り込んだケーブル配線の変化が月日の移り変わりを示していた。

　そんな中、羊水に浮かぶ薄うす茶ちや色の髪の男の子だけが、時間の流れから取り残されていた。

　男の子は、人形のように感情のない瞳ひとみで、ただぼんやりとガラス筒の向こうを見つめていた。

　指が震ふるえて上う手まくタッチパネルが操作できない。何度目かの失敗のあと、ようやく別なディスプレイの展開に成功する。こちらには『エドワード・ザイン』に関する詳細な資料が、報告書の形でまとめられている。

　あの人形使いの男の子が、どこでどんなふうに生まれ、どうやってシティ・ロンドンに保ほ護ごされ、この部屋で三年間、どんな日々を過ごしてきたのか──

　激はげしい目眩めまいに襲おそわれ、錬は崩れるように床に膝ひざをついた。

　生命維持槽に浮かぶ人形のような男の子の姿を引き金に、遠い日の光景が記憶の闇やみの底から浮かび上がった。

　生まれてから兄と姉に拾われるまでの何年かを過ごした、培養槽の羊水の中の世界。意志も感情も思考も存在しない、ただ流れていくだけの時間。忘れ去られた研究施設を訪れる者は、自分を殺しにやってくる敵ばかり。目を閉じても、目を開けても、なにも変わらない光景。自分が生きているのか死んでいるのかも、自分は人間なのか違うのか、それさえも分からない虚うつろな時間──

　小さな手が頭に触れる。錬は、はっと顔を上げた。

　薄うす茶ちや色の髪の男の子が、無表情にこっちを見下ろしていた。

「……エド……君は……」

　エドはこくっとうなずき、操そう作さ卓に触れた。生命維い持じ槽そうに浮かぶ男の子の映像に、二重映しに『人形』という単語が表示される。次いで、立体映像ディスプレイがひとまわり大きなものに切り替わり、鮮せん烈れつな青色が闇やみを照らす。

　大戦前のものと思おぼしき記き録ろく映像。今ではもう普通の人間が目にすることは叶かなわない『本物の』空の光景。透すき通るような青の背景を白く小さな太陽がゆっくりと巡り、綿のような雲の下を翼つばさを広げた鳥が翻ひるがえる。

『にんぎょう……』

　ディスプレイに単語が表示され、そこで止まる。エドはじっと操作卓を見つめ、ひとつ、またひとつとタッチパネルを叩たたく。

　錬れんは立ち上がり、ディスプレイを呆ぼう然ぜんと見上げた。

『にんぎょう、ひとをころす。みんな、よろこばない』

　それは、エドが初めて見せてくれた、心からの声。

『あおいそら、みんなよろこぶ』

　一文字、また一文字と、たどたどしく言葉が綴つづられていく。

『にんげんみたいなことが、してみたい』

「……そっか……」

　錬はエドを見下ろし、小さな頭をそっと撫なでた。

　遠い日の、幼い自分の姿が、そこに重なった気がした。

　人形のように生きてきた男の子が、初めて手に入れた自分の『夢』。

　それをかなえてやりたいと、理屈もなにもなく思った。

「それじゃ、頑張らないといけないね」

　エドは相変わらずの無表情で、ぼんやりとこっちを見上げる。

　小さな手が、ぎゅっと服の裾すそをつかむ。

　……この子、笑ったらどんな顔するのかな？

　ふとそんなことを考え、錬はにっこりと微笑ほほえみ、




「──そこまでだ。動くなガキども」




　部屋の明かりが、いっせいに灯ともった。




　　　　††††††††††††††




　窓そう外がいから響ひびく雨音が、密度を増した。

　端末の画面から顔を上げ、フィアは椅い子すに座ったまま小さく伸びをした。

　一メートル四方ほどのブースは白塗りのパネルに前後左右と天てん井じようを覆おおわれ、正面にはめ込まれた窓から大通りの様よう子すをうかがうことができる。窓のガラスは半透過性になっていて、外からこちらを覗のぞくことはできない。中には立体映像式の端末に、机と椅子がひとつずつ。パネルで区切られた両りよう隣どなりには同じようなブースが全部で二〇個ほど連なっていて、それらのすべてを収める形で作られた公共端末ブースの建物は、第八階層を十字に走る大通りに面する格好で存在している。

　脳内時計が告げる時刻は『午後二時三〇分』。錬れんに言いつけられていた脱出の時間だ。端末を包み込んでいる天使の翼つばさを消去し、椅子から立ち上がる。口元に指をあてて視線を上向かせ、やり忘れたことがないかもう一度確認する。大丈夫、問題なし。二〇階層の防ぼう衛えいシステムはあと一時間は動かないはずだし、最後の仕掛けに仕込んだウイルスはそろそろ発動するはず。あとは、偽造ＩＤを使って第八階層の民間用ポートに潜もぐり込み、フライヤーでシティの外に脱出するだけだ。

　立体映像のディスプレイに『ご利用ありがとうございました』の表示。なんとなく申し訳なくなって「ごめんなさい」と頭を下げ、椅子の背からコートを取って羽は織おる。

　机の上に畳んでおいたストールに手を伸ばしかけ、ふと、その手を止める。

　……錬さんとエドさん、大丈夫かな。

　錬のことだから大丈夫だろうとは思うのだが、それでも不安なものは不安だ。本当は一いつ緒しよについていきたかったのだが、錬にはきっぱりと断られてしまった。

　後方からサポートする人間がいた方が動きやすい、というのがその理由。

　もちろん、そんなものはただの言い訳。いくら上う手まく思考をブロックしたって、顔色や態度を見ればわかる。要するに錬は、自分を危ないところに連れて行きたくないだけなのだ。

　そうやって気き遣づかってくれるのはうれしいけど、そんなふうに気遣われてしまう自分はあまり好きではない。もちろん、錬が心配するのも分かる。自分はシティ・神こう戸べで死んだはずの実じつ験けん体で、生きていると知られればベルリンやその他ほかのシティに追い回されてしまう危険な立場だ。

　だけど、自分は錬を助けたいし、それができるだけの力を持っている。

　せっかく備わっている能力なら、好きな人のために使いたいと、フィアはいつも思う。

　錬には、それが分かっていない。

　ストールを首に巻き、ため息をこぼす。錬にもらった最初のプレゼント。なんの変哲もない薄うす茶ちや色の織おり物ものは、今でもフィアの宝物だ。

　錬れんはいつも、自分のことを心配してくれる。

　錬はいつも、自分のことを好きでいてくれる。

　それに、甘えてはいけないと思う。

「……もっとがんばらないと、ダメですね」

　フィアは小さく笑い、何なに気げなく窓の外に視線を移し、

　視界の端に映る人ひと影かげに、目を見開いた。




　……降りしきる雨の中、行き交う雑踏から取り残されて、少女は、ひっそりと佇たたずんでいた。

　傘も差さず、通り沿いの店に雨を避さけることすらせずに、少女は往来の真ん中で静かに顔をうつむかせていた。

　長い黒髪はかわいそうなくらいずぶ濡ぬれで、水滴が次々にしたたり落ちては水たまりに小さな波紋を描いていた。身に纏まとった白い病人着はべったりと肌に張り付き、寒さを防ぐという本来の機能を果たしているようにはとても見えなかった。素足に履はいた小さなサンダルは泥にまみれ、むき出しの肌は白く、血の気が引いていた。

　それは確かに、あの日、フィアと戦った、黒い翼つばさの少女だった。

　フィアは一いつ瞬しゆんだけ呆ぼう然ぜんとなり、すぐに我に返って壁かべに立てかけておいた傘に手を伸ばした。もしかすると自分のハッキングがばれて、少女が追っ手に差し向けられたのかもしれない。少女の様よう子すはとてもそんなふうには見えないが、可能性がゼロとは言い切れない。と、なんの前まえ触ぶれもなく少女が歩き始めた。うつむいたまま、雨を避ける素そ振ぶりも見せず、とぼとぼと表現するのがぴったりな足取りで公共端末ブースの前を通り過ぎ、通りをまっすぐに歩いていく。

「あ……」

　危ない、と思ったときには遅く、体勢を崩した少女の体が水たまりに倒れる。周囲の雑踏が一瞬だけ止まり、何人かが少女に手を差し伸べる。少女はその手を払いのけ、今にも崩れそうな頼りない動きで立ち上がり、遠巻きに見守る周囲の者には目もくれずに歩きだす。

　……気がついたときには、体が勝手に動いていた。

　公共端末ブースの扉を力いっぱい引き開け、フィアは通路を大おお股またに歩く。『またお越しください』という立体映像の案内板を横目に大通りに飛び出し、周囲の雑踏にまぎれて傘を差す。本当は全力で走りたいところだが、作戦中のこの状態で目立ってしまうのはあまりよくない。ずぶ濡れの少女は通りを小道に逸それ、次第に人ひと気けのない方へと進んでいく。

　なにか、考えがあったわけではない。

　追いついてどうしようと思ったわけではない。

　ただ、フィアにはどうしても、少女をそのまま放っておくことができなかった。

　……錬れんさん、ごめんなさい。

　雨に煙けむるロンドンの街を、フィアは歩き続けた。




　　　　††††††††††††††




　無機質なライトの光が、ガラス筒の群れを照らしていた。

　錬れんはエドの小さな体を背中にかばう格好で、部屋の入り口、扉の前に佇たたずむ男を見み据すえた。

　歳としはたぶん二〇歳を少し過ぎた頃ころ。西洋系の白い肌に、薄うす茶ちや色と赤の色違いの瞳ひとみ。百七〇センチほどのやせた体を血色の軍服に包み、襟えり元もとにはロンドン自治軍の階級章。

　なにより目立つのは、その頭。

　癖くせの強い髪は見事なまでの赤で、前髪の一房だけを深い青色に染めているせいで余計にその赤が目立つ。

　男は射抜くような目で錬を睨にらみ、静かに口を開いた。

「悪いけどな……オレは今、お前らと遊んでる暇はねぇんだ。うちの大事なお姫様が、風か邪ぜこじらせて寝込んじまってよ」

　男が一歩踏み出す。背後で扉が閉まり、ロックの音が小さく響ひびく。

「大人おとなしく世せ界かい樹じゆの種を渡して投降するならよし。いやだってんなら、二度と物が食えねぇ体にしてやる」

　ちらりと男の後方、扉の様よう子すをうかがうが、後続部隊がやってくる気け配はいはない。錬の読み通り、重要度の低いこの施設に大量の人員を配備することはできなかったらしい。たった一人で挑んでくるということはこの男も魔ま法ほう士しなのだろうが、自分とエドを同時に相手できると思っているのなら大した自信だ。

　こちらまであと十メートル。そこで、男の足が止まる。

　右手がゆっくりと持ち上がり、オーケストラの指揮者のように目の前に掲げられる。

「……投降する意志なし、だな？」

　その口元に浮かぶ、凄せい絶ぜつな笑み。

　錬は小さく息をひとつ、腰のナイフを引き抜き、胸の前に構え、

「エド……来るよ」

（Ⅰ－ブレイン戦せん闘とう起動）

　次の瞬しゆん間かん、錬が脳内に命令を飛ばすのと、エドが「ぁ」と小さく声をあげるのと、男が無造作に一歩踏み出すのがすべて同時だった。

（「運動係数制御ラグランジユ」起動。運動係数を５、知覚係数を20に設定）

　額の裏側にシステムメッセージが表示され、世界が急きゆう激げきに速度を減じる。運動速度と知覚速度の比率は一対四。自分の体までスピードを失ってしまったような錯さつ覚かく。肌にまとわりつく空気がひどく重く感じられる。

　流れる水のようなゆるやかな動きで、一歩目の跳ちよう躍やく。

　同時に、二〇倍速の視界の中心で、男が疾走を開始する。

　獲え物ものを狙ねらう肉食獣じゆうさながらの動きで、男は身をかがめ、地を這はうように走る。右手の親指と中指を合わせて、眼前に掲げた正体不明の構え。こちらの五分の一にも満たないわずかな速度でブーツに包まれた足が地を蹴けり、十メートルの相対距離を少しずつ削り取っていく。

　迷うことなく正面から突っ込む。男の能力は不明だが、ここまでの動きを見るに、少なくとも身体能力を制御するタイプでないことは確かだ。それなら、このまま相手の懐ふところに潜もぐり込んで先手を取るのがベストの選択。上う手まくすれば、向こうが行動を起こすより早く勝負はつく。

　三歩の跳ちよう躍やくで男に近接。踏み込んだ左足を軸に身を捻ひねり、右手のナイフをまっすぐに突き出す。

　そこで初めて、気づく。

　錬れんが動作を開始した瞬しゆん間かんには、すでに、踏み出しかけていた男の足が向かって左にわずかに逸それている。

　……え？

　正確に男の腹を狙ねらったナイフは目標を大きく外れ、左腕の一ミリ外側を横切って虚むなしく空を貫く。男は踏み出した右足を中心に背中から回転して、錬の側面に回り込んでくる。

　血色の軍服が無機質なライトの光に翻ひるがえり、視界の左半分を覆おおう。

　まだ！

　崩れた体勢を無理やり立て直し、ナイフを引き戻しざまに男めがけて払う。ナイフが動き出した瞬しゆん間かん、またしても男の動きが変わる。まるで攻こう撃げきの軌道が予測できているかのように、男の体はすでにナイフの射程距離の外側に一歩後退している。諦あきらめない。相対速度はこちらの方がはるかに上。空を切るナイフを手元に引き戻し、回かい避ひ運動中の男に向かって突き出し、そのときにはすでに、男の運動はさらなる攻こう撃げきを回避するものに切り替わっている。

　今度こそ体勢が大きく崩れ、勢い余ってたたらを踏む。踏み込んだ右足に力を込めて倒れそうになるのをどうにかこらえ、半歩後ずさって男に向き直り、




　その眼前に、いつの間にか男の左手に出現した銃が、真っ黒な口を開けていた。
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　慌てて体を右にかわし、それを追うように銃口がぴたりとついてくる。それならばと頭を逆に傾けた瞬しゆん間かん、まるでそれを読んでいたかのように銃を構える左手が軌道を変える。どうにか銃口を振り切ろうと体を右に左に揺さぶるのだが、銃口は眼前を離れようとはしない。時間にして一秒と少し、わずか数十センチの攻防。おかしい。こんなことは異常だ。自分と相手の相対速度は五倍。相手の行動を見てからそれに対応するように動けば攻撃を回避することなど造作もないはずなのに、どうしても相手の予測を上まわることができない。

　こっちの方が速いのに──！

　錬れんがこれまで戦ったことのある、どんな魔ま法ほう士しとも異なる動き。速さでも手数でもなく、この男は予測の正確さだけで錬を圧倒している。こんなこと、錬にはできない。『短期未来予測ラプラス』はニュートン力学の範はん囲いで計算できる三秒先の『未来の可能性』を確率の高い順に示してくれるだけで、相手の動きをミリ単位で一通りに予測するなんて芸当はⅠ－ブレインの全能力を注ぎ込んでも不可能だ。

　引き金にかかった男の指が、動く

（「分子運動制御マクスウエル」起動。エントロピー制御開始。「氷ひよう盾じゆん」起動）

　発射音を表す空気振動を従えて、黒い銃弾が撃うち出される。同時に錬は脳に命令を送り、周囲の空気を低温下。表面に論理回路を刻み込まれた高速型の弾体は、十センチ先の標的に到達することなく運動を停止する。

　銃口を塞ふさぐように出現した、淡青色の結晶体。

『分子運動制御マクスウエル』の能力で情報の海に展開された仮想情報体『マクスウェルの悪あく魔ま』が、空気分子の運動を強制停止させて固体化させ、銃弾を受け止めていた。

　大きく後方に跳ちよう躍やくして十メートルの距離を稼かせぎ、錬はちらりと視線を横に走らせる。生命維持槽そうの陰に小さな体を隠し、エドが表情のない顔でこっちをうかがっている。なにやってるの手伝って──そう言いかけて気づく。ナイフを持つのと反対の手で手近な生命維持槽のガラス表面に触れ、

（「仮想精神体制御チユーリング」起動。ゴーストハックをオートスタート……不能。アクセスの確立に失敗。容量不足。「運動係数制御ラグランジユ」強制終了）

　Ⅰ－ブレイン内に展開された仮想精神体が、生命維い持じ槽そうを構成する強化ガラスへの進入に失敗し、行き場をなくして自然消滅する。足を伝って床面を構成するチタン合金への介入を試みるが、結果は同じ。どうやらこの部屋の構造物には、『人形使い』の能力を阻そ害がいする論理回路が分子レベルで刻み込まれているらしい。おそらく、この部屋はそもそも人形使いの研究開発のために作られたものなのだろう。

「エド──！」

　早く部屋の外に、と続ける暇はない。「仮想精神体制御チユーリング」の起動領域を確保するために「運動係数制御」は終了してしまった。本来の速度を取り戻した男の体は、空中に取り残された空気結晶の盾をかいくぐってすでに追つい撃げきの姿勢にある。

　不可解な構えの右手は目の前。

　銃を持つ左手は無造作に下。

　真しん紅くの軍服をゆるやかに翻ひるがえし、口元に嘲あざけるような笑みを浮かべて男が走る。

（「仮想精神体制御チユーリング」終了。「短期未来予測ラプラス」起動。短期未来予測を開始）

　コンマ二秒にも満たないわずかな時間でⅠ－ブレインの動作状態を変更し、次の一いつ瞬しゆんには血の気が引く。『銃弾の軌跡の予測』を表す半透明な黒線が二重映しに視界を埋め尽くし、「防御・回かい避ひ不能」と書かれた表示窓が脳内に出現する。これまでの戦せん闘とうから推定される男の予測能力を加味して計算を行った結果がこれ。こちらがどんな行動を選択しても、相手はそれを上回る予測によって必ず攻撃を当ててくる。だから、防御も回避も不可能。

　それなら──！

（「マクスウェルの悪あく魔ま」展開完了。「氷ひよう槍そう檻かん」起動）

『分子運動制御マクスウエル』の能力で固体化した空気結晶が、無数の淡青色の槍やりとなって男を取り囲む。いかに優すぐれた予測能力をもっていようと、これなら理論的に回避は不可能。分子運動の方向を一定に揃そろえられた槍の群れは、銃弾に匹敵する初速度を持って全方位から男に襲おそい掛かり、




　初めて、男の右手が動いた。




　オーケストラの指揮者のように掲げられた男の右手が、親指と中指を軽く弾はじいた。小さな音が周囲の空間を震ふるわせ、同時に、それが合図であったかのように、氷槍によって形成された檻おりに巨大な『穴』が出現した。

　槍の包ほう囲い網もうの一角、男の正面から迫っていた一群が、直径一メートルに亘わたって消滅。

　理論的に回避不可能なはずの攻撃を難なくやり過ごした男の体は、錬れんの目の前、相対距離一メートルの位置にあった。

　左手の銃がゆるやかに持ち上がり、躊ちゆう躇ちよなく引き金トリガー。

　直ちよく撃げきを避よけることができたのは、ほとんど奇跡だった。

　引き攣つれるような痛みが右みぎ頰ほおに走り、一いつ瞬しゆん遅れて後方で甲かん高だかい破は砕さい音が響ひびく。銃弾に打ち砕かれて飛び散る生命維い持じ槽そうの強化ガラスをラプラスの全方位視覚に捉とらえつつ、崩れかけた体勢を無理やり立て直して反はん撃げきを開始する。男の後方に取り残されたままの『氷ひよう槍そう檻かん』を無数の氷の銃弾に分解し、運動ベクトルを強制的に変更して男の背中に照準。同時に、自分自身は右手のナイフを構え、男の回かい避ひ軌道をふさぐ格好で右側方に回り込み、




　男は、右手の指を無造作に弾はじき、靴のかかとでチタン合金の床を打ち鳴らした。




（情報構造体攻撃を感知。演算速度：Ｓ。危険。防ぼう壁へき展開のために脳内容量を一部解放）

「──っ！」

　たったそれだけの行動で、錬れんの攻撃は強制的に中断された。数え切れないほどの氷の銃弾が見えない穴に吸い込まれたかのように消滅するのと同時に、発狂しそうな痛みが突き出しかけた右腕を襲おそった。

『天あま樹ぎ錬』の体を構成する情報構造体に対する、高レベルの情報解体攻撃。

　脳内に防壁を展開するまでの一いつ瞬しゆんで、右腕の存在情報は一時的に消滅寸前にまで破は壊かいされていた。

　あおりを食った右手のナイフと服の肘ひじから先が原子レベルにまで分解され、すぐに再結晶していびつな黒い塊かたまりへと成り果てる。剝むき出しの右腕は表面から噴ふき出した血と体液で真っ赤に濡ぬれ、痛みを表す数値データが脳内を駆け巡る。体組そ織しきの二〇パーセント近くが今の攻撃で壊え死し。痛覚を通常の状態に戻したら、おそらくまともに立っていることすらできないだろう。

　──いったい、なにが。

　自分がなにをされたのかがわからない。いや、男が情報解体攻撃を仕掛けたのだということは理解できる。だが、どうしてそんなことが可能なのかがわからない。

　錬が知る限り、魔ま法ほう士しの情報解体攻撃は人間、特に他ほかの魔法士の肉体を破壊することができない。物体の全情報の中でも最も根源に位置する『存在』そのものの情報を消去するには、相手をはるかに上回る演算速度が必要だからだ。昔、兄から聞いた話では、最高レベルの騎き士しがⅠ－ブレインを持たない一般人の肉体を情報解体することでさえ至難の業。まして、魔法士対魔法士の戦せん闘とうにおいて情報解体が致命的な攻撃手段となることなどありえない──そのはずだ。

　演算速度『Ｓ』。錬が知る最強の騎士の情報解体速度が『Ｂ』だから、男の攻撃はそれをはるかに上回る常軌を逸いつしたもの。まして男は、本来なら相手に接触しなければ不可能なはずの情報構造体攻撃を遠隔作用によって行っている。

　……そっか。

　錬れんは、やっと気がついた。

　あの日、ウィリアム・シェイクスピアのスクリーン越しに見た、遠隔作用による情報構造体攻こう撃げき。

　それでは、この男が──

「……人喰い鳩Hunter Pigeon」

　その呟つぶやきに応こたえるように、男の笑みが鋭するどさを増した。

　弾はじかれるように錬は後方に跳ちよう躍やくし、同時に男の右手が音を刻む。踏み出した右足をノイズが走り、脳内に展開した防ぼう壁へきが軋きしみをあげる。

（防壁を強化。容量、演算速度不足。「ラプラス」強制終了）

　Ⅰ－ブレインのシステムメッセージに血の気が引く。あらかじめ防壁を展開していたおかげでどうにかダメージを受けるのは免まぬかれたが、どうやら男の情報解体に対抗するためには脳の思考速度の半分以上を防壁展開に割り当てなければならないらしい。この状態では複数のプログラムの同時起動は不可能。敗北は時間の問題だ。

　どうすれば──

「……あ」

　空転しかかっていた思考が、ひとつの事実にたどりつく。Ⅰ－ブレインのわずかな残り領域を割さいて脳内時計を呼び出し、時刻を確認する。『午後二時二十九分五十五秒』。計画どおりならあと五秒で、フィアが第二〇階層全域に仕掛けた遅効性のウイルスが発動する。男がいかに優すぐれた予測能力をもっていようと、そこまで読むことはできないはずだ。男の左手が持ち上がり、銃口が冷たい光を放つ。引き金にかかった指に力がこもる。あとコンマ二秒、一──

　いま──！

　瞬しゆん間かん、錬が大きく右に踏み出すのと、部屋の照明がいっせいに消えるのが同時だった。

（防壁解除。「マクスウェル終了」。「空間曲率制御アインシユタイン」簡かん易い常じよう駐ちゆう。）

　男は戸と惑まどったように一瞬だけ動きを止め、すぐに我に返って右手の指を弾く。情報解体攻撃が、本来ならその瞬間に錬が立っているはずの床を円形に抉えぐる。

　錬は跳ぶ。

　空間曲率制御によって二メートルの距離を一メートルに圧あつ縮しゆくした錬は、本来よりも半瞬早いタイミングで男の懐ふところに飛び込む。

　男と錬、二人の視線が交差する。

　男の左手には銃が、錬の左手には予備のナイフがある。わずか数十センチの距離をはさんで、二人は同時に行動を開始する。男の左手が引き金を引き、撃うち出された銃弾は錬が生み出した空間の歪ゆがみにとらわれて見当違いの方向へ飛び去る。男が右手を弾いて空間の歪みを情報解体し、錬の体は流れるように男の左方に回り込む。左手のナイフが弧を描き、男はまるでその動きを読んでいたかのように回かい避ひ運動に入り、

　──空間の歪ゆがみに乗って数十センチの距離を転移した左手が、男の回避運動を先回りして右のわき腹の直前に出現した。

　男はかすかに目を見開き、左手の銃を最も近い目標である錬れんの右足に押し当てた。

　錬は躊ちゆう躇ちよなくナイフを男の腹に押し込み、男もまた、一いつ瞬しゆんの迷いもなく引き金を引いた。

　左手に感じるわずかな抵抗と、肉を切り裂くいやな感触。右足に感じる衝しよう撃げきと、痛覚を表す数値データの群れ──いくつもの感覚が脳内に交こう錯さくし、錬はナイフを引き抜きざまに飛び退すさった。男は崩れるようにその場に座り込み、血まみれの腹を右手で押さえ、震ふるえる左手で引き金を引いた。錬はその攻撃を回避しようと床を蹴けり、瞬間、力の入らない膝ひざがかくりと折れる。脳内を走る痛覚データの群れに空間の制御が間に合わず、闇やみの中、目の前に迫る銃弾がはっきりと見えた気がして──




「……え……？」

　甲かん高だかい金属音。

　正確に錬の額ひたいを撃うち抜くはずだった銃弾は、細い金属線の螺ネ子ジによって空中に縫ぬいとめられていた。

　男は立て続けに四度引き金を引き、さらに出現した数本の螺子がそのことごとくを受け止める。一本の螺子が男に襲おそい掛かり、男が指を弾はじいた瞬間に消滅する。

　二人の左方十メートル、部屋の入り口の扉。

　薄うす茶ちや色の髪の男の子が、いつのまにか通路に飛び出し、数本の螺子を従えていた。

　……そっか……部屋の電源が死んだから、扉のロックが解除されて……

　錬は男に背を向け、左足を引きずるようにして駆け出した。背後でいくつも銃声が響ひびき、甲高い金属音がそれを阻はばんだ。部屋の外に脱出、扉を閉ざし、壁かべのパネルに緊きん急きゆうロックのコマンドを叩たたき込む。銃弾が扉に爆はぜる高い金属音が何度か響き、やがて、あきらめたように音が途と絶だえて静寂が降りる。

　錬は、深々と息を吐いた。

　冷たい扉に背中を預け、座り込みそうになってしまうのをどうにかこらえる。いまさらのように噴ふき出した汗が頰ほおを伝い、心しん臓ぞうが悲鳴をあげる。一分でも休みが欲しいところだが、そんな悠長なことを言ってはいられない。この瞬間にも防ぼう衛えいシステムが回復して、警けい備び兵へいが駆けつけてこないという保証はない。

「……急がないと」

　呟つぶやき、ぼろ屑くずのように成り果てた右腕に視線を落として、ため息を吐つく。

　と。

「……いたい？」

　小さな声が、聞こえた。

「ちょ、ちょっとね……」反射的にそう答え、はっと我に返って「エド……いま……」

　エドは薄うす茶ちや色の瞳ひとみでこっちを見上げ、かすかに首を傾けた。

　小さな唇が、たどたどしく言葉を発した。

「……れん……いたい？」

　初めて聞く、「はい」でも「いいえ」でもないエドの声。

　右腕と右足の痛みが、全部まとめて吹き飛んだ気がした。

「大丈夫だよ」錬れんは小さく笑い、無事な左手で薄茶色の髪を撫なでた。「さ、用も済んだし、早く逃げるよ」

　エドはこくっとうなずき、いつものように錬の服の裾すそをつかんだ。




　　　　††††††††††††††




　サンダルのつま先が、舗ほ装そうタイルの継つぎ目に引っかかった。

　踏みとどまろうとした膝ひざがあっけなく崩れ、ファンメイの体は道のまん中の水みず溜たまりに投げ出された。

　派は手でな水しぶき。とっさに手をつくことすらできず、顔から地面に突っ込む。にごった水が鼻と口に入り込み、身を起こしてけほんけほんと咳せき込む。タイルにこすれて血がにじんだ頰ほおに痛みは感じない。これで何回ころんだか、もう覚えていない。のろのろと立ち上がり、うつむいたまま、足を引きずるようにして歩き出す。

　雨は止やまない。

　灰色の空から叩たたきつける、水の姿をした石いし礫つぶて。

　せっかく三つ編あみにまとめた髪はいつのまにか解ほどけてしまい、重ったるく濡ぬれて頰に張り付いている。泥にまみれた病人着は、いやというほど水を吸い込んで気持ち悪い。みっともない格好。夢遊病者のような、というのはきっと今の自分のことを言うのだろう。

　閑散とした暗い小道。どこをどう歩いたのか覚えていない。最後に人とすれ違ってから、ずいぶん経たった気がする。ここはどこだろうと考えてやめる。どこでもいい。行く当てなんてない。聞こえるものは二つ、雨のざわめきと自分の足音。雨の音って不ふ思し議ぎ。ざーざー、ざーざー、ちっとも静かじゃないのにすごく静か。

　まるで、世界が止まったみたい。




　──結論から言うと、あの子の体を構成する『黒の水』は、正常に作動している。




　盗み聞きするつもりなんてなかった。目が覚めたらおなかが減って、ちょうどお昼ご飯の時間で、せっかくだからヘイズと一いつ緒しよに食べようと思っただけ。こっそりと病室を抜け出してヘイズの居場所を調べて、あの部屋に行っただけ。先生が一緒にいるなんて知らなかった。

　あんな話をしているなんて、知らなかった。




　──遠からず、あの子は人間の姿を維い持じすることができなくなる。




「ルーティ、カイ……わたし、どうしたらいいのかな……」

　立ち止まり、右手の指ゆび輪わを外して、手のひらにのせる。冷たく雨に濡ぬれた指輪を握り締しめ、目を閉じる。

「シャオ……わたし、どうしたらいいのかな……」

　指輪の表面に刻み込まれた論理回路が、脳内にメッセージを展開する。

『これからも、がんばろう』

「……がんばってるよ……がんばってるけど、けどね……」

　呟つぶやき、口元を押さえて激しく咳せき込む。血の混じった苦い味が口の中に広がり、胸の辺りが激しく痛む。傍かたわらの壁かべに寄りかかり、荒い呼吸を繰くり返す。目の前が少しかすんだ気がする。頭が重い。熱があるのが自分でもわかる。

（身体制御効率低下。免疫機構に障害発生。雑菌汚染率、左肺：二〇パーセント、右肺：三十二パーセント。危険）

　そういえば昔、ルーティに聞いたことがある。体のほとんどの部分をⅠ－ブレインで管理している『龍りゆう使つかい』は、菌やウイルスなどの病気の元から体を守る免疫機構も当然Ⅰ－ブレインで制御している。だから脳による肉体の制御がうまくできていない状態で放っておくと、皮ひ膚ふ病や肺炎などの感染症に簡かん単たんにかかってしまう。

　雨宿り、しなきゃ……

　霞かすみのかかった頭でぼんやりと考え、ファンメイは一歩踏み出しかけ、

「……え……？」はっと、その足を止めた。

　雨にまぎれて聞こえる、小さな水音。自分のものではない、誰だれかの足音。ヘイズのものではない。リチャードのものでもない。もっと小さな、自分と大して変わらないくらいの誰か……

　こわごわと振り返り、目を見開いた。

　金色の髪に、エメラルドグリーンの瞳ひとみの少女が、そこにいた。

　あの日、自分と戦った魔ま法ほう士しの少女。

　大きな水玉模様の傘をさし、その顔いっぱいに驚おどろきの表情を浮かべていた。

「あ……」

　頭の中が、真っ白になった。

　どうしてこの子がここにいるんだろう、なんてことは、考えもしなかった。

　戦わなきゃ、と反射的に思い、指輪を握っていない方の左手を目の前に突き出し、Ⅰ－ブレインに命令を送




　──人間以外の形に身体からだを変化させると、脳がその状態を記き憶おくしてしまう危険がある。




　れなかった。頭に浮かんだその言葉にすべての思考がさえぎられ、Ⅰ－ブレインが戦せん闘とう起動を中断した。突き出した左手が恐怖に震ふるえ、右手で支えていないと構えていられなかった。鼻の奥につんと刺し激げきが走り、それはたちまちのうちに涙るい腺せんにまで及んだ。ファンメイは歯を食いしばり、ひぅっと息を飲み込んだ。

　本当は、ずっと我慢していた。

　ひとりで島を出たあの日から、ずっとずっと、ファンメイは我慢していた。

　自分の代わりに死んでいった三人の友達のために、最後まで自分を励ましてくれたひとりの少年のために。どんなに辛つらくても弱音は吐かない。どんなに寂しくても笑顔は絶やさない。いつも元気に、明るく、朗ほがらかに。生きている人間は笑わなければいけない。死んでしまった人間はもう二度と笑うことができないのだから、生きている自分はその分まで笑って、がんばらなければならない。

　泣かないこと。

　いつでも笑っていること。

　それが、ファンメイの戦いだった。

「……なんで……」

　だけど、もうだめだった。

「……なんで……わたしばっかり……」

　目の前に構えた両手が、力なく落ちた。

「なんでわたしばっかり、こんな目に遭あうのよぉ──！」

　やせ我慢する気力も、歯を食いしばる根性も、もう、ひとかけらも残ってはいなかった。

　ファンメイは泣き出した。顔をうつむかせ、肩を震わせ、声を張り上げてファンメイは泣いた。体中の水分を流し尽くしてしまいそうな勢いで、涙は後から後から溢あふれてきた。叫びすぎて呼吸困難に陥り、炎症を起こした肺がぎりぎりと痛み、それでも嗚お咽えつは止められず、激はげしく咳せき込んではまた泣き声を上げた。

　ふいに、目の前が暗くなった。

　Ⅰ－ブレインが、身体機能の低下を訴えた。

　足が体を支えられなくなり、がくりと膝ひざが崩れた。

　金髪の少女が傘を放り捨て、必死の形ぎよう相そうで駆け寄ってくる。

　逃げなきゃと思うのに、体が動かない。

　……シャオ、ごめんね。

　必死に左手を構えようとして、その手が力を失い、

　……わたし、がんばれないみたい……

　そこで、意い識しきが途と切ぎれた。
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　　　設定資料




【用語】




■情報制御理論

　世界のすべての事象は物理的に存在しているのと同時に情報としても存在しており、物質を変化させればその情報が書き換わるのと全く同様に、情報を書き換えれば現実の物質や物理法則を操あやつることができる、という理論。世界を構成するすべての情報の集合体を『情報の海』と呼び、一定以上の演算速度をもったコンピュータはこの情報の海に介入して情報を書き換え、物理法則を無視して現実の物質世界を操そう作さすることができる。

　公式記録では西暦二一八〇年ハノーバーのフリードリッヒ・ガウス記念研究所で生み出された。




〈一巻から抜粋〉

　世界は『情報』でできている。

　人の心も、物理法則も、所しよ詮せんは情報に過ぎない。ただ、それらの情報は広大で、この世界の本質に深く食い込んでいるために、固くて変質しにくいだけだ。

　ならば、こちらもより速くより強く、情報を押しつければいい。

　電子や光の流れを媒介せずに『情報』を直接操作することが可能ならば、物理法則はたやすく乗り越えることができる。

　ネットワーク構造を伝ってコンピュータのデータを書き換えることと、世界のすべての情報によって構成される広大で煩はん雑ざつな『情報の海』を伝って、物理定数や基本式を書き換えることとの間には、本質的な違いはなに一つない。

　世界で最初の一〇〇万ビット量子コンピュータが起動され、現実に『熱力学第二法則エントロピー増大の破れ』が観測された。『情報の海』の実在が確認され、二〇世紀の科学が切り捨てたあらゆるオカルトに再び科学の光があてられた。二十二世紀半ばのことだ。




■魔ま法ほう士し

　生体コンピュータ『Ⅰ－ブレイン』を脳内に埋め込まれ（あるいは生まれつき備え）、世界の情報を書き換えることで物理法則を超えた能力を操る人間の総称（生体細胞を使わない普通のコンピュータは、一般にⅠ－ブレインより遙はるかに演算速度が遅い）。Ⅰ－ブレインは『異常に皺しわの多い五センチほどの脳組そ織しき』という外観をもっており、大脳新皮質に文字どおり『埋め込んで』使われる。大戦中には多くの人間がⅠ－ブレインの埋め込み手術を受け、兵器として戦った。

　戦後になると、あらかじめⅠ－ブレインを脳内に備えた人間を細胞レベルから育成する技術が一般化し、後天的なⅠ－ブレインの埋め込み手術は行われなくなる。

　通常、魔ま法ほう士しの能力はⅠ－ブレインの形成段階で書き込まれたプログラムによって決定され、後天的に変化することはない（演算速度も同じ。作られたときのⅠ－ブレインの性能やⅠ－ブレインと本来の脳との相性によって決まった演算速度は、脳の劣化によって落ちることはあっても上がることはない）。

　大戦前に生み出された魔法士は、『騎き士し』、『人形使い』、そして分子運動制御に特化された『炎使い』の三タイプ。魔法士の大部分はこの三タイプに分類され戦前にはそれぞれ数千人単位で存在していた（他ほかの特殊な能力を持つ者はそれぞれ世界に一人～数名いる程度）。しかし、そのほとんどは大戦中にこの世を去り、現在は戦後に生み出された者も含めてそれぞれ数百人程度といったところ。




■論理回路

　特殊な幾何学パターンの組み合わせによって一定の情報構造を与えられた図形・紋もん様ようの総称で、建築材に刻み込んで物理的な強度を高めたり、銃弾に焼き付けて速度を高めたり、といった目的で用いられる技術。原子一個単位の微細な調整が必要なため、十分な設備がない状況での開発はきわめて難しい。




■騎士

　自身にかかる物理法則の制御に特化された魔法士。もっとも主要な能力は『身体能力制御』と呼ばれ、自身の体内の物理法則を改変し、筋力や反応速度、神経の伝達速度を増幅することで肉体の運動と五感の認にん識しきを数倍から数十倍に加速、同時に不自然な運動によって外界との間に生じる作用・反作用を打ち消すことで肉体を保ほ護ごする。

　また、騎士は、物理的強度の高い対象を攻こう撃げきするための手段として、『情報解体』という能力を併あわせ持っている。情報解体は接触した相手の情報に直接アクセスして相手の情報を攻撃する能力で、対象が情報の面から守られていない場合にはその存在情報を一時的に消去し、物理的には原子・分子レベルまで分解することができる。通常の船の装甲や建物の壁かべなどを破は壊かいするのには有効だが、人間、特に魔法士の肉体は情報の面から見ると非常に強固なため、効果は薄うすい（一般に、人間やコンピュータなどの『考える物体』は情報の防御が固い）。

　騎士は、情報制御をサポートするための外部デバイスとして『騎士剣』と呼ばれる剣型の装置を用いる。騎士剣は騎士のⅠ－ブレインの一時記き憶おく領域を拡張することで脳内演算をサポートし、情報解体発動の際には騎士の思考を伝達するアンテナの役目を果たす。また、変異銀（ミスリル。情報制御によってあり得ない結晶構造で固定された銀の不安定同素体）によって構成されたその刀身は物理的にも情報的にもきわめて強固であり、かつ騎き士しの肉体の一部として身体能力制御の範はん疇ちゆうに納めることができるため、近接武器として有効に機能する。

　騎士の中でも演算速度に優すぐれた一部の者は、『自己領域』と呼ばれるもうひとつの能力を持っている。これは、騎士剣の補助記き憶おく領域を限界まで使って情報制御を行うことで自分の周囲の物理定数を根本から書き換え、『自分にとって都合がいい時間、都合のいい重力』が支配する空間を生み出す能力で、生み出された空間と一いつ緒しよに動くことで亜光速での運動や重力を無視した飛行などを可能とする。欠点は、空間を書き換える能力であるために『自己領域』の中に入った敵にまで効果が及んでしまうこと（相手と同じ物理法則の中にいる以上、条件は全く同じで、しかも自己領域のためにⅠ－ブレインを使っている分だけ自分が不利になってしまう）。そのため、騎士が自己領域を展開して相手に近接攻こう撃げきを仕掛ける場合には「自己領域を展開してぎりぎりまで相手に近づく→自己領域を解除して身体能力制御を起動する→攻撃する」という余分なプロセスを経る必要がある。




　戦前、戦中を通じて世界中で一〇〇〇人以上が生み出され、そのほとんどが戦死した。騎士開発でもっとも有名なのはシティ・神こう戸べの『天あま樹ぎ機関』で、騎士と騎士剣の標準的なシステムはここで生み出されたものに準拠している。天樹機関で生み出された騎士の中でもっとも有名なのは、最強と呼ばれた『紅ぐ蓮れんの魔ま女じよ』七なな瀬せ雪ゆきで、彼女の騎士剣『紅蓮』には、七瀬雪本人の考案によって世界で最初に自己領域の起動システムが装備された。




■人形使い

　ゴーストハックに特化された魔法士。ゴーストハックとは物質に仮想意い識しきを送り込むことで無生物をむりやり生物化させて支配する能力のこと。生物化された物質は通常は腕や足などの生物の姿に変形し、設定された目的に従って自立的に行動する（初めに『これをやれ』と命令を与えておけば、いちいち細かい動きを指定する必要はない）。なお、送り込まれた仮想意識は対象の物質に思考させ続けない限り、十秒足らずで消滅してしまう。そのため、本来ならこの能力はコンピュータに制御された戦車や飛行艦かん艇ていに対する攻撃手段として用いられる（相手のコンピュータに仮想意識の構造を維い持じさせる）。

　戦前、大戦中を通じてもっとも多く作られた魔法士がこの人形使い。一般の軍隊に対して多大な戦果を挙げたが、そのために騎士の標的にされてほとんどが戦死し、現在残っているのはわずかしかいない。




　シティ・ロンドンでは、人形使いの能力をサポートするために、『メルクリウス』という物質が開発されている。メルクリウスは情報制御によって結晶構造に論理回路を刻み込まれた水銀の不安定同素体で、白銀色の液体金属という外観を持ち、ゴーストハックによって送り込まれる仮想意い識しきにきわめてなじみやすい性質を持っている。




■光使い

　時空の制御に特化された魔ま法ほう士し。自分の周囲の四次元時空をねじ曲げることで重力を操あやつって空を飛び、歪ゆがんだ空間によって相手の攻こう撃げきを逸そらすことができる（Shieldと呼ぶ）。また、局所的に閉じた空間を作ってその中で光や原子、分子を加速し、それを荷電粒子砲のように撃うち出すという遠隔攻撃を用いる（Lance）。撃ち出された荷電粒子は光と同じ速さで対象に向かうため、この攻撃を視認してからよけることはできない（視認と同時に着弾する）。

　欠点は、自分の周囲の空間しか操そう作さできないこと。そのため、光使いはＤ３（Dimension Distorting Device）と呼ばれる外部端末を用いる。Ｄ３は正八面体型をした握り拳こぶし大のガラスの結晶体で、内部には論理回路が刻み込まれ、光使いのⅠ－ブレインと情報の海の中で接続され、情報制御の補助を行う。Ｄ３は光使い本体と同様に重力制御で空を飛び、光使いはＤ３の周囲で自分の周囲と同様にShieldやLanceを使うことができる。

　大戦中にシティ・ロサンゼルスで三人が生み出されたが、そのうちの二人は戦死し、残る一人だったレノア・ヴァレルはマリア・Ｅ・クラインと名を変えて軍を脱走。現在は、マリアの娘であるセレスティ・Ｅ・クラインただ一名のみが生存している。




■龍りゆう使つかい

　身体組そ織しきの制御に特化された魔法士。体組織の構成情報を変化させることで肉体の強度を上げ、武器化して戦う。情報構造体として最高の強度を持つ「魔法士の肉体」を武器として戦うために、そもそも「情報解体」などの情報構造体攻撃に対して高い耐性を持つ上に、細胞の配列を制御して体組織の表面に情報防御用の論理回路を形成することで「情報」に対するあらゆる攻撃を遮断できる対騎き士し戦せん闘とうの切り札とも言うべき能力者。

　欠点は能力が自分にしか及ばないために攻撃手段が自分自身の肉体による物理的打撃に限られることと、体組織の許す限界までしかリーチが伸びないために遠距離戦に不向きであること。そのため、龍使いは『黒の水』と呼ばれる外部デバイスを使用する。黒の水は任意に進化と退化を行う特殊な細胞の集合体であり、龍使いと融ゆう合ごうして肉体の一部として機能する（具体的には、背中に翼つばさとしてつけたり、余分な腕として肩につけたり）。

　戦前にシティ・北京ペキンで開発されたが、黒の水に「使い続けるうちに術者の肉体に蓄積していき、最終的には独自の構造を形成して術者の自我をのっとり、暴走する」というバグがあったために開発実じつ験けんは失敗し、十三名の被験者は全員、黒の水の暴走によって死亡した。

　シティ・北京ではこのバグを修正するために『脳をのぞく肉体のすべてを黒の水で構成された被験体のコピー』を生み出し、さらに被験体を隔離して暴走による死亡までのデータをとるための閉へい鎖さ実じつ験けん施設（通称『島』）をヒマラヤ山脈の上空に浮かべた。

　その後、大戦中にシティ・北京ペキンが消滅したためにこの実験の記き録ろくは歴史から抹まつ消しようされ、西暦二一九八年に発見されるまでの間、施設の中では自動処理による実験が繰くり返されていた。シティ・自治軍の合同攻こう撃げきによって『島』は崩ほう壊かいし、内部に残されていた被験体のコピーもすべて消滅。現在は、この事件の際に島から助け出された李芳美リ・フアンメイ一名のみが生存している。




■シティ

　大戦より遙はるか昔、二十一世紀後期に世界の人口密度問題を解決するために作られたドーム型の積層都市。外観は直径二〇キロ程度の白い半球型で、頂上は地上からの高度一万メートルに達している。内部は高さ五〇〇メートルの層状の街が二〇層積み重ねられた構造になっており、一〇〇〇万人の人間が居住できる。




　戦前のシティは太陽光発電プラントをエネルギー源として稼か働どうしていたが、大気制御衛えい星せいの事故によって太陽光発電プラントが使用不能に陥ってからはマザーシステムをエネルギー源としている。マザーシステムとは魔ま法ほう士しの脳を中枢とする第二種永久機関で、シティ内部の熱を物理法則を無視して循じゆん環かんさせ続けることでシティの機能を維持する。中枢になる魔法士は「マザーコア」と呼ばれ、感情除去手術によって人間としての機能を奪われ演算素子として生きることになる。また、マザーシステムの制御は脳に多大な負担をかけるため、マザーコアの寿命はこれまでの最長記録でも十年ときわめて短い（シティ・神こう戸べの七なな瀬せ雪ゆき）。




〈一巻から抜粋〉

　ここに、植木鉢があったとしよう。

　上から見れば直径二〇キロの円形、横から見れば深さ五〇〇メートルの巨大な植木鉢だ。植木鉢にしては浅すぎるから、お盆と呼んでもいいかもしれない。

　植木鉢の厚みは、約一〇〇メートル。円形の外がい壁へきの内側に高さ三〇〇メートルの高層建けん築ちくを隙すき間まなく貼はりつけ、環かん状じようの交通路を通して超伝でん導どう推進のリニアを走らせる。余った二〇〇メートル分の外周と天てん井じようをスクリーンにして、コンピュータグラフィックの空を映写する。

　そうやって作った器うつわの中に、植物をふんだんにちりばめて一つの街を作る。一つの植木鉢の面積はおよそ三万ヘクタール。人間が生活していくのに必要と思われるあらゆる施設を詰め込んで、なお、一〇〇万人以上の人間がゆとりをもって暮らすことができる。

　この植木鉢を全部で二〇階層積み重ね、各階層間をエレベーターでつなぐと、その高さはおよそ一万メートル。天まで届く巨大なドームが完成する。

　内部は完全に外界から独立し、エネルギー供給以外の接触を必要とせず、あらゆる廃棄物は、その種類に応じて材料単位から原子単位にまで分解され、むだなく再利用される。

　一つの『完全な都市』を二〇分の一に圧あつ縮しゆくして詰め込んだ独立空間。それが『シティ』と呼ばれるシステムだった。




■雲

　西暦二一八六年五月十四日の大気制御衛えい星せい暴走事故によって世界にばらまかれた、難分解性の遮光性気体の雲。可視領域の光を吸収する性質を持つため、外観は黒、もしくは鉛色をしている。地球の全域、地上からの高度一万八〇〇〇メートルから二万二〇〇〇メートルの領域を覆おおい、地表に届く太陽の光を遮っている。このため、現在の地球は平均気温マイナス四〇度にまで寒冷化し、太陽光発電プラントもほとんどの機能を失っている。また、雲の内部は帯電によって特殊な電磁場が広がっており、この電磁場が発生させる情報のノイズが魔ま法ほう士しやコンピュータによる情報制御を阻そ害がいしている。そのため、情報制御を用いた永久機関以外にまともな動力の存在しない現在の地球では、雲の上に飛ぶのは通常の手段では不可能になっている。




■雲上航行艦かん

　雲の上に飛ぶ能力を備えた、特殊な飛行艦艇。船自体の高い能力に加えて、乗員として高い能力を持った魔法士を必要とするため、量産は不可能。現在、世界には三隻の雲上航行艦が存在する。

◎一五〇メートル級高速機動艦『Hunter Pigeon』

　戦前にあるシティで開発された、演算機関式の飛行艦艇の試作機。全長一五〇メートルの流線型の船体は紅くれない一色にカラーリングされ、側面には青いペンキで『Hunter Pigeon』と殴り書きされている（船体の色は元々灰色系だったものを、ヘイズの父が塗り替えた）。武装は船首の荷電粒子砲一門に、船体の両側面に埋め込まれたライン型のスピーカー（ここには元々バルカンなどの副武装が取り付けられていたが、後にリチャードの手で改造された）。主動力はＷＺ－０型演算機関。内部には操そう縦じゆう室と居住区画、倉庫区画が設けられ、それらのスペースを除いた船体内部の八割が演算機関（巨大なコンピュータ）で占められている。制御システムは『ハリー』という男性の疑似人格を持ち、『四角い画面に横線の目が二本と口が一本書いてあるだけ』というデフォルメされた顔の姿で操縦室に出現する。ヘイズが操作した場合の巡航速度は時速一万七〇〇〇キロで、瞬しゆん間かん値なら最高で秒速一万四〇〇〇メートル（時速約五万キロ）というスピードを叩たたき出すことも可能（通常、スピード重視で作られた輸ゆ送そう艇などの場合で、巡航速度時速一万五〇〇〇キロ、最高速度時速二万キロ。空母などはもっと遅い）。加えて、慣性制御による急停止、急旋回などの性能でも他ほかの飛行艦艇を圧倒的に凌りよう駕がする。戦前の船の中でも最高クラスの性能を誇っており、大戦によって技術レベルの低下した現在の地球でこれと同レベルの機動力の船を建造するのは不可能。

　戦前の船であるために、特に雲を突破するための機能が付加されているわけではないが、船自身の高い演算能力とマスターであるヘイズの能力をあわせ『演算機関に発生するノイズにあわせてシステムのファイアウォールを変化させ続ける』ことで雲の中での航行を可能にしている（そのため、雲の中での機動力は三隻の中で一番下）。

　制御システムの個性が強すぎたために廃棄処分されそうになっていたものをかつてシティの研究者であったヘイズの父が盗み出し、ヘイズに受うけ継つがれる。

◎七十五メートル級高高度索さく敵てき艦かん『FA－307』

　シティ・マサチューセッツが二一九六年に開発した、雲上での航行、および広範はん囲いの監かん視し・索敵を目的とする飛行艦かん艇てい。全長七十五メートルの細いナイフのような船体は銀灰色の装甲に包まれている。武装は船首の荷電粒子砲一門に、装甲内部に隠された近接戦せん闘とう用ワイヤーが多数。主動力はＸ７型演算機関。操そう縦じゆう室には演算機関とのリンクのために特殊な回線が組み込まれた生命維い持じ槽そう（操縦漕）が設置され、パイロットはこの中から脳内演算によって船を操あやつる。巡航速度は時速一万四〇〇〇キロ、最高速度は一万九〇〇〇キロ弱（索敵能力に多くの力を割いているため、同サイズの輸ゆ送そう船などに比べてスピードでは少し劣る）。

　その能力の大半は索敵・知覚機能に費やされており、マスターであるクレアNo.7の能力とあわせれば地球の裏側の特定個人の動きを把握することすら可能。また、その認にん識しき力によって雲の内部の電磁場の分布を完かん璧ぺきに把握し、それに対抗可能な情報を瞬しゆん時じに組み上げることで、雲の内部でも通常状態の一〇〇分の一程度の運動性能を維持することが可能（三隻の中で最速）。

　千里眼クレアヴオイアンスNo.7専用の機体として、彼女の能力をサポートする目的でウィザーズ・ブレイン・ファクトリーによって建造される。

◎二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』

　シティ・ロンドンが開発した、人形使いの搭乗を前提として設計された飛行艦艇の試作機。中心となる船体は全長五〇メートルの細く鋭するどい形状を持った黒色で、その周囲に流体金属『メルクリウス』によって構築された装甲をまとうことで、全体としては全長二〇〇メートルの柔らかな流線型の船体を形作っている。戦闘時にはこの流体金属の装甲を鳥の翼つばさ（六対十二枚）のように展開し、全長五〇〇メートル程度にまで広がる。

　基本的に武装の類たぐいは装備されていないが、メルクリウスを槍やり状に変形させての中距離攻こう撃げき、メルクリウスによって構築された荷電粒子砲による砲撃（粒子加速器の部分だけは中心ブロックに搭載されている）など、自由度はきわめて高い。

　巡航速度は時速八〇〇〇キロ弱、最高速度は一万四〇〇〇キロ（スピード重視で作られていない。通常の空母並みの機動性）。雲の内部を航行するさいには、表面の流体装甲を生物の皮ひ膚ふのように代たい謝しやさせ、中心ブロックへのノイズの進入を阻害する（機動力は、FA－307に少し劣る）。

　本来はロンドンで研究開発中の人形使いの誰だれかに使用されるはずだったが、最強の人形使いであるエドワード・ザインの発見と共に、必然的に彼の船となる。




〈演算機関：一巻から抜粋〉

　演算機関というのは、要するにばかでかいコンピュータだ。外部から取り込んだ空気を情報制御によって低温化し、差分の熱量でコンピュータを動作させて並列処理で重力制御を稼か動どう、さらに、熱量を奪い取った空気に運動量を付加して任意の方向に排出することで推力を獲かく得とくする、トムソン型第二種永久機関。




■ＷＢＦ（ウィザーズ・ブレイン・ファクトリー）

　二一九四年からシティ・マサチューセッツを中心に（一部、シティ・モスクワ協力）進められている、マザーコアの量産プロジェクト、およびそのプロジェクトの実行組そ織しきの総称。

　性能が低い代わりに生産の容易な魔ま法ほう士しを工場で自動的に大量生成し、それらを並列的に接続することでマザーコアとして利用する。コアひとつひとつの性能が低いため、その寿命は数日から数ヶ月と短いものだが、壊こわれたコアを順次新しい物に取り替えていけば、すべてのコアが同時に死なない限りマザーシステムが停止することはない。

　魔法士の自動生産システムは、遺伝子構造の決定に乱数を用いているためにかなりの割合で失敗作を生み出す。一方で、この乱数は数千体に一体の割合で、魔法士としてもきわめて特異な能力を備えた『規格外』の能力者を生み出すことでも知られている。偶然に生み出されるこういった『規格外』の魔法士はマザーコアの生産ラインからはずされ、名前を与えられてファクトリーのエージェントとして戦せん闘とうや諜ちよう報ほう活動などに利用される。

　西暦二一九八年現在、生み出された規格外の魔法士は全部で六〇体。その中で生き残っているのは、千里眼クレアヴオイアンスNo.7、モスクワに貸与中の幻影イリユージヨンNo.17、マサチューセッツを逃亡し指名手配中の二重デユアルNo.33の三人。




■賢人会議（Seer's Guild）

　シティ・メルボルン跡地を拠点に、世界中でシティの魔法士関連機関に対して諜報活動を行う謎なぞの組織。シティ・マサチューセッツではマリア・Ｅ・クラインにＷＢＦの研究の奪取を依頼し、ロンドンではエドワード・ザインに世せ界かい樹じゆのことを教えた。




【キャラクター】




■天あま樹ぎ錬れん　～元型なる悪あく魔ま使つかい～

　年ねん齢れい十四歳（実年齢九歳）、東洋系、男。癖くせのある黒髪、黒い瞳ひとみ。一人称『僕』。

　情報制御理論創始者の一人『天樹健けん三ぞう』が人生の最後に生み出した魔法士。西暦二一八九年六月、シベリア地方の地下にある非公式な研究施設で生まれる。制作者である天あま樹ぎ健けん三ぞうは錬れんの起動を待たずに肺炎でこの世を去り、自動制御によって培ばい養よう槽そうの中で目覚めた錬は、その半年後に天樹健三の子供である真ま昼ひると月つき夜よの双子に発見され、錬の能力をねらうシティ・モスクワに追われながら世界を転々とすることになる。

　その後は日本の小さな町に移り住み、便利屋として日々を過ごす。

　魔ま法ほう士しとしてきわめて特異なⅠ－ブレインを持ち、魔法士として能力を使うための基き礎そプログラムをいっさい持たない代わりに、本来なら書き換え不可能なはずのⅠ－ブレインの基礎領域をすべて後天的に書き換えることができる。そのため錬は、他ほかの魔法士の能力をプログラムとして自分の脳に書き込み仮想的に起動させることで、あらゆる能力を学習し、使用することができる（ただし、脳の中でプログラムを走らせて仮想的に動かす、という手間がかかっているため、能力そのものの強さはオリジナルな能力者には絶対にかなわない）。




　現在持っている能力は次のとおり。

◎短期未来予測デーモン「ラプラス」

　周囲の物質の運動を計算することで世界の動きを予測し、三秒先までの『起こり得る未来』を『可能性の高い順』という形で予知することができる。

◎運動係数制御デーモン「ラグランジュ」

　騎き士しの「身体能力制御」のコピー。運動能力を五倍、知覚能力を二〇倍にまで加速できる（体にかかる反作用を無視すれば運動を十五倍まで加速できるが、反作用で自分もダメージを負うことになる）。

◎仮想精神体制御デーモン「チューリング」

　人形使いの「ゴーストハック」のコピー。オリジナルの人形使いに比べると能力的には劣り、同時に生み出せるゴーストは通常で数個、他のコンピュータの演算速度を利用しても最大で二〇〇個程度と限られている（普通のレベルの人形使いの場合、自分のⅠ－ブレインの力だけで数十から百。最強の人形使いであるエドワード・ザインの場合は通常で一〇〇〇程度）。

◎分子運動制御デーモン「マクスウェル」

　分子の運動を制御する情報構造体『マクスウェルの悪魔』を展開し、周囲の空気を凍らせて盾にしたり、さらに運動量を付加して槍やりや銃弾として相手を攻こう撃げきする。さらに、空気から奪った熱量を一ヶ所に凝ぎよう縮しゆくさせることで、物体を燃もやしたり水蒸気爆ばく発はつを引き起こしたりすることもできる（この能力を、特に「炎えん神しん」と呼ぶ）。

　なお、本ほん編べんには登場していないが、この能力に特化した魔法士は『炎使い』と呼ばれる。




＊ここまでの能力は、二つまで同時に起動可能。

　ここからは、他の能力との同時起動は不可能。

◎空間曲率制御デーモン「アインシュタイン」

　光使いの「時空制御」のコピー。オリジナルに比べて能力が弱いため荷電粒子砲を撃うったりすることはできないが、空間を縮ちぢめて相手の攻撃をかわしたり、重力方向を変えて飛行したりすることは可能。なお、能力を制限して「簡かん易い常じよう駐ちゆう」すれば、空中で落下速度をゆるめたりといったある程度の能力を確保しつつ他ほかの能力を並列に使うことが可能。

◎世界面制御デーモン「サイバーグ」

　騎き士しの「自己領域」のコピー。起動にはオリジナルの騎士と同じく騎士剣が必要な上、得られる能力も本家の騎士に比べると弱い（たとえば紅ぐ蓮れんを使った場合、祐ゆう一いちが光速度の九十九パーセントで運動できたのに対して錬れんはせいぜい七〇パーセント）。




■天あま樹ぎ真ま昼ひる

　二十二歳、東洋系、男。すんなりとした黒髪。黒い瞳ひとみ。一人称『僕』。

　錬を拾って育てた兄。錬には「真昼兄にい」と呼ばれている。情報制御理論の技術者として天才的な腕を持ち、錬の戦せん闘とう用プログラムとその根幹になる基き礎そ部分をすべてデザインした。




■天樹月つき夜よ

　二十二歳、東洋系、女。長い黒髪、真昼とそっくり（双ふた子ご。ただし二卵性）。一人称『私』。

　真昼の双子の姉弟きようだいで、錬の育ての姉。錬には「月姉ねえ」と呼ばれている。機械全般に精通したエンジニアであり、機械作りを何よりの趣しゆ味みとする。その腕前は、実はシティの技術者顔負け。




■黒沢祐一　～黒衣の騎士～

　二十九歳、東洋系、男。短い黒髪、黒い瞳。一人称『俺おれ』。

　戦前のもっとも初期の頃ころにⅠ－ブレインの埋め込み手術を受けた、後天性の騎士。大戦前にシティ・神こう戸べで行われた魔法士開発プロジェクト「天樹プラン」に参加し、戦中には魔法士部隊「天樹機関」の一員としてアフリカで戦う。その後は終戦を待たずに恋人で上官であった「七なな瀬せ雪ゆき」と共に神戸に帰還し、しばらく日々を過ごす。

　終戦後、七瀬雪が神戸のマザーコアとして死んでからは世界各地をめぐり、あてもなくその日暮らしを続ける。二一九六年にシティ・ベルリンで客員士官として軍に招かれ、二年後の二一九八年に、マザーコアを巡って天樹錬と戦うことになる。

　騎士としての能力は、世界でも最高クラスのもの。身体能力制御の加速率は、騎士剣『冥めい王おう六式』を使った場合で二〇倍、『紅ぐ蓮れん』を使った場合には運動速度六〇倍、知覚速度一二〇倍。大戦の英雄として各地で名を知られる。




■七なな瀬せ雪ゆき

　二〇歳（死亡時）、東洋系、女。長い黒髪。一人称『私』。

　かつての神こう戸べ自治軍司令「七瀬静しず江え」の娘であり、祐ゆう一いちの恋人。騎き士し剣「紅蓮」を駆る最強の騎士として恐れられ、「紅蓮の魔ま女じよ」「最強騎士」と呼ばれた。が、戦争の悲惨さに耐えきれずに一年で退役し、黒沢祐一と共に神戸に帰き還かん。しばらく幸せの日々を過ごすが、大戦終結後は自ら神戸のマザーコアに志願し、命を落とすことになる。




■フィア　～天使～

　十四歳（実年ねん齢れい三歳）、西洋系、女。金髪、緑の瞳ひとみ。一人称『私』。

　ベルリンと神戸が共同で行ったマザーコア特化型魔法士の開発計画「天使計画」の完成体。「同調能力」と呼ばれる特殊なⅠ－ブレインを有し、他者の情報を脳内に取り込むことであらゆる情報防御を素通りして相手を情報の側から操あやつることができる（そのかわり、相手が受けた痛みや損傷はすべて痛覚としてフィードバックされてしまうため、相手を傷つけたり殺したりすることはできない）。

　七瀬雪に代わるシティ・神戸のマザーコアとして生み出され、ベルリンの研究所で三年近くを過ごす。同時に生み出された四〇体の験けん体たいはすべて処分され、悲しんでいるところを七瀬静江と出会い、「おばあさま」と慕うようになる。静江のたくらみによって錬と出会い、マザーコアになる運命を免まぬかれる。




■ヴァーミリオン・ＣＤ・ヘイズ　～異端なる空賊～

　西洋系、男、二十二歳（実年齢十二歳）。前髪を一房だけ青く染めた赤毛、茶色と赤の色違いの瞳。一人称『オレ』。

　大戦中にマサチューセッツで、アルフレッド・ウィッテンによって生み出された「出来損ない」の魔法士。本来記き憶おく領域となるべき部分がすべて処理中枢に置き換わってしまったためにいっさい魔法が使えず、失敗作としてシティ・メルボルンに売り渡されそうになったところを「Hunter Pigeon」を名乗る空賊に助けられる。以降二年間彼らと日々を過ごすが、ヘイズを追ってきたメルボルン自治軍に仲間をすべて殺され、一人で空賊船『Hunter Pigeon』と共に逃げ延びる。

　その後はロンドン近郊の小さな町でリチャード・ペンウッドと出会い、魔法士としての戦い方を教えられる。二年後に旅立ったヘイズはHunter Pigeonと共に便利屋として日々を過ごし、現在に至る。

　失敗作である彼のⅠ－ブレインはほとんどの部分が処理中枢に占められ、通常の魔法をいっさい使えない代わりに膨ぼう大だいな演算能力を有している。戦せん闘とう中にはその演算能力を駆使して相手の動きを完かん璧ぺきに予測し、理論的に回かい避ひ可能な攻こう撃げきをすべて完璧に躱かわしつつ、銃や、後述の「破砕の領域Erase Circle」「虚無の領域Void Sphire」による攻撃を行う。

◎『破砕の領域Erase Circle』『虚無の領域Void Sphire』

　ヘイズのためにリチャードが生み出した能力。周囲の空気分子の運動を完璧に予測し、そこに指を鳴らして小さな音を加えることで空気分子の動きを修正して論理回路を形成させる。

『破砕の領域』の場合にはこの論理回路は騎き士しの「情報解体」と同様の効果をもたらし、最大で直径五〇センチの厚みのある円形領域にふれた物質を原子単位に分解する（この情報解体の力は、祐ゆう一いちのものよりも強い）。

『虚無の領域』の場合には、生み出された論理回路は周囲の空気分子の運動を変更してひと回り大きな論理回路を形成する。この論理回路がさらに大きな論理回路を形成し、その論理回路がさらに……というふうに次々に巨大な論理回路が生成され、最終的に生み出された論理回路は最大で直径一〇キロの球形領域内の物質を、あらゆる情報防御を無視して情報解体する（ただし、虚無の領域は起動に膨大な演算を必要とし、その代だい償しようとしてヘイズのⅠ－ブレインは活動を停止。再起動には一万二〇〇〇秒以上の休息が必要）。




■李芳美リ・フアンメイ（ファンメイ）　～龍りゆう使つかい～

　東洋系、女、外見年ねん齢れい十四歳（実年齢七歳）。黒髪（三つ編あみお下げ）、黒い瞳ひとみ。一人称『わたし』。

　大戦前に旧シティ・北京ペキンが開発した魔法士「龍使い」の一人。オリジナルの「李芳美」は戦前の龍使い開発実じつ験けんの際に黒の水の暴走によって死亡しており（当時十六歳）、今のファンメイはⅠ－ブレインをのぞく体組そ織しきのすべてを黒の水によって構成された、六代目か七代目のコピーに当たる。

　脳に偽の記き憶おくを書き込まれ、「世界は戦前の平和な状態のままで、自分はシティ北京で生まれて七歳のときにここにつれてこられた」と信じて『島』で暮らしていたが、ヘイズが島を訪れた際の事件によって真実を知り、ヘイズと共に島を脱出する。島で共に暮らした友人三人はこの事件の際に死亡。そのときに託された銀色の指ゆび輪わを今でも心の支えにしている。

　主な攻撃手段は、腕や足を触手に変化させての刺し突とつ。また、黒の水を接続する際には「全長五メートルあまりの黒い鳥の翼つばさ一対とコウモリの翼一対」という姿をとる。

　好きなものはパンダ。好きな模様は水玉。意外と読書好き。




■雷小龍レイ・シヤオロン

　ファンメイと共に島で過ごした龍使いの少年。腕を爪つめに変えて戦う。ファンメイに好意を抱きつつも素直になれない日々を過ごしていた。島での戦いではファンメイをかばって命を落とし、「これからもがんばろう」とメッセージが刻まれた指輪をファンメイに託す。




■飛露蝶フエイ・ルーテイ

　龍りゆう使つかいの少女。島ではファンメイのお姉さん的存在だった。龍使いの暴走を抑える薬の開発を続けたが、最後にはその薬をファンメイに託して死ぬ。




■戒蒼元カイ・ソウゲン

　龍使いの少年。自分の肉体の暴走を抑えるために、いつもベッドに伏せっていた。最後はファンメイに島を脱出するためのプロテクト解除プログラムを託し、死ぬ。




■デュアルNo.33（ディー）　～双剣～

　西洋系、男、外見年ねん齢れい十四歳（実年齢二歳）。一房だけのばしてうなじでまとめた銀髪、銀眼。一人称『僕』。

　ウィザーズ・ブレイン・ファクトリーで生まれた「規格外」の魔ま法ほう士し。名前の由来は「二重デユアル」。騎き士し能力を持ち、短めの騎士剣「陰いん」と「陽よう」の二本を両手で扱う。彼のⅠ－ブレインは二つの処理系統を有し、二本の騎士剣を使うことで「身体能力制御」と「自己領域」を同時に発動可能（「自己領域で移動してから攻こう撃げきに移るまでのタイムラグ」という騎士の弱点が存在しない）。

　西暦二一九六年生まれ。マサチューセッツでファクトリーのエージェントとして要人の護ご衛えいや犯罪者の捜索などの仕事に就いていたが、人を傷つけることを恐れるあまり任務に失敗し続け、マザーコアの部品として処分される寸前という状態で「光使い」をめぐる事件に関かかわることになる。戦いの中でシティを裏切り、黒くろ沢さわ祐ゆう一いちとセラと共にマサチューセッツから逃亡。現在は、シティ・メルボルン跡地を目指して旅を続けている。




■セレスティ・Ｅ・クライン（セラ）　～光使い～

　西洋系、女、十歳。リボンでポニーテールにまとめた金髪。青い瞳ひとみ。一人称『わたし』。

　黒沢祐一の大戦時代の戦友であった光使い「マリア・Ｅ・クライン」（大戦時の名前はレノア・ヴァレル）が、ウォルター・Ｄ・クラインとの間にもうけた実の娘。遺伝によって彼女の「光使い」の能力を受うけ継ついだ、公式には世界でただ一人の「自然発生した」魔法士。マリアから譲ゆずり受けた十個のＤ３で戦う。（Ｄ３はもともと十二個あったが、ひとつはマリアとディーとの戦いの際にディーの攻こう撃げきによって破は壊かい。もうひとつはディーとクレアとの戦いのさいに、FA－307のワイヤー攻撃によって破壊）。

　シティ・マサチューセッツ第一階層の歓楽街の近くで母親（マリア）と二人で過ごしていたが、調査のために第一階層を訪れたディーと出会うことで光使いをめぐる事件にまきこまれる。その中で、マリアが自分の脳にかけたプロテクトが解け、自分が魔法士であることを知る。




　魔ま法ほう士しの才能としては天才的な物を持っているが、経けい験けんが乏しいため総合的な戦力は低い。




■クレアヴォイアンスNo.7（クレア）　～千里眼～

　西洋系、女、外見年ねん齢れい十七歳（実年齢四歳）。ブルネット。肩まででそろえた髪。常にアイマスクをはずさない（盲目）。一人称『あたし』。

　ウィザーズ・ブレイン・ファクトリーで生まれた「規格外」の魔法士。名前の由来は「千里眼クレアヴオイアンス」。彼女のⅠ－ブレインは情報を「書き換える」能力に乏しく、「情報を読む」ことに特化されている。そのため、圧倒的な情報収集能力を持つ代わりに戦せん闘とう能力を全く持たない。また、雲上航行艦かん『FA－307』のマスターとしても有名。

　西暦二一九四年生まれ。ファクトリーのエージェントのうち、生き残っている者の中ではもっとも年上。ディーを実の弟のようにかわいがっていたが、光使いをめぐる事件の中でディーと戦うことになる。




■エドワード・ザイン（エド）　～最強の人形使い～

　西洋系、男。外見年齢十歳（西暦二一九二年誕たん生じよう。実年齢六歳）。薄うすい茶色の髪、目。一人称：無し（後に『ぼく』）。

　情報制御理論創始者の一人エリザベート・ザインが、自分の身の回りの世話と護ご衛えいをさせるために、生涯でただ一人生み出した魔法士。現存する中で、おそらく最高の人形使い。エリザベートの死後はロンドンに保護され、軍に利用される日々を送る（二〇〇メートル級特務工作艦『ウィリアム・シェイクスピア』のマスターとして有名）。エリザベートには道具として扱われ、軍も彼を兵器として扱ったため、人間の感情という物がよく理解できず、ほとんど言葉を発しなかった（研究施設の培養槽そうと、船の操そう縦じゆう槽を行き来する日々）。

　戦闘時には周囲の物質をゴーストハックし、ワイヤー状の「螺ネ子ジ」に変化させて操あやつる。最大で一〇〇〇本近い螺子を同時に生み出し、別々に動作させることができる。
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三さえ枝ぐさ零れい一いち

１９７７年兵庫県産。好きなハッカーは笑い男、好きな師匠は東方不敗。実家に阪神タイガースカラーのゲームキューブが配備されたという噂を聞き、激しく動揺する今日この頃。『ウィザーズＶ』鋭意制作中。

[image: ]




純すみ 珪けい一いち

黒が大好きな黒い絵師。服を見るのも好きですが最近はあまり外に出られなくて悲しい…。でもそんな時ほど妄想の中で色んな服が思いつくので、悪い事ばかりでもなかったりする。
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